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　周囲から「おお」と、感嘆にも似たため息がもれた。

　教きよう壇だんに立つ転校生。彼女の美び貌ぼうにクラスの男子生徒たちの多くが心を奪われたことだろう。

　外国人らしく、長い赤の髪、気の強そうなつり目がちの琥こ珀はく色いろの瞳ひとみ、通った鼻筋の非常に整った顔立ち。そして、服の上からでもはっきりとわかる均整のとれた抜群のスタイル。短いスカートから覗のぞくスラリと伸びた美び脚きやくは黒のニーソックスで覆われている。

　目を見張るような美人である。

　艶えん然ぜんと微笑ほほえむ姿が色っぽく、思わず、オレも一瞬転校生に見み惚とれてしまっていた。

　だがしかし。その好印象は転校生の次の一言で一転する。

　転校生は何な故ぜかオレの机の前までやって来て、こう言ったのだ。

　

「――あんた、あたしの奴ど隷れいになりなさい」

　

　第一印象が最悪だったことは言うまでもない。



    

  
    
      


第一章　奴隷って響き、素敵です



　カーテン越しの眩まぶしい朝の光で目が覚めた。腕を伸ばして目覚まし時計に目をやると、いつもの起床時間ぴったりだった。

「う～ん」

　昨日は遅くまで起きていたからまだ眠い。間抜けな電子音を響かせはじめた目覚まし時計を止め、オレは「おやすみ」と枕まくらに頬ほおを預けた。そうしてまどろみの時間を楽しんでいると、不意に、控えめなノック音が響き、

「忍しのぶさん、朝ですよ」

　と、優しげな声が扉の向こうから聞こえてきた。その美声ははっきりと耳に届いたのだが、オレはまだ眠かったので聞こえない振りをした。

　すると、「入りますよ？」と一度断ったあと、ガチャッと扉が開く音が響き、誰だれかが部屋に入ってきた。

「忍さん、朝ですよ。起きてください」

　心癒いやされる柔らかい口調。瞼まぶたを開けると、目に飛び込んでくるのは絶世の美女。輝く金の髪。優しげな瞳ひとみ。艶つややかな薄桃色の唇。そして、オレを悩ませてやまないメロンのような大きな胸。

　覗のぞき込むようにしてオレを見つめているこの金髪美女の名前はルナ。信じられない話かも知れないが、実はこいつは悪魔である。

　子供の頃ころオレが言った、『悪魔のお前を、オレが守ってやる』という言葉を信じてくれ、七年の時を経て再会した。その後ごはまあ色々とあって、ルナは我が家に居い候そうろうすることになった。

　家に来た当初は電化製品に苦戦していたルナだったが、いまではすっかり慣れ、家の炊事洗濯などはすべて任されている。

　ほんわかと優しさを滲にじませつつ、全身から甘えさせてくれるオーラを醸かもし出している清せい楚そなお姉さんのルナは、妹のなずなに代わり、今日もオレを優しく起こしに来てくれているわけである。しかし、

「眠い。あと一時間」

　オレは掛け布団を頭から被かぶり、二度寝を楽しむことにした。

「あ、あの、一時間も寝ちゃったら、学校に遅刻しちゃいますよ？」

「う～む、それもそうだな。遅刻はイヤだし、遅刻するぐらいなら休んでやるか」

「ええっ？　起きるんじゃないんですか？　ズル休みはダメですよ？」

「じゃあ風邪だ。風邪を引いたことにしておいてくれ。ああ、頭が痛い。全身がだるい。心の痛みを感じる。自分以外の人間がみんな愚かに見えてきた。大人が汚く見える。オレだけがあの娘このことを理解しているはずだと思えてきた」

「風邪というよりも、病んでしまっているような……」

　もっともなことを呟つぶやいたあと、ルナは「起きてください」とオレの身体を優しく揺さぶってくる。しかしその揺さぶりには、なずなみたいにオレの布団を奪おうとせんばかりの勢いはなく、むしろ心地良いぐらいであった。

「朝ご飯も冷めちゃいますよ？」

「そのときはレンジでチンしてくれ」

　優しい声にそう返しながら、オレは心地良い揺れに身を任せて再び目を閉じる。

　しばらくは、「朝ご飯はお魚ですよ」、「なずなちゃんも巴ともえさんも待っていますよ」、「起きましょうね」と、ルナは柔らかい口調のままオレに揺さぶり攻撃を仕掛けてきた。だが、効果がないことに気づいたのだろう。ふと、攻撃の手が緩んだ。

　諦あきらめたのかなと思った瞬間、「えい」という可愛かわいらしい掛け声のあと、腹部に軽い衝撃。なにか柔らかくも大きいふたつの物体がオレの腹に乗っかっている。

　ふにゅんふにゅんと、なんとも言えない弾力ある感触と心地良い温かさ。

　ゆっくりと、布団から顔を覗のぞかせると、

「起きましたか？」

　柔らかな笑顔が目に飛び込んできた。

　吸い込まれそうなエメラルドグリーンの瞳ひとみ。桜色に上気したなめらかな頬ほお。形の良い柔らかそうな唇。

　朝日を浴びて微笑ほほえむその姿は、まるで一枚の絵画のよう。穢けがれなき美しさ。光り輝く美び貌ぼう。オレに向けられる優しい笑顔。

　いまでも夢を見ているんじゃないかと疑ってしまうときがある。オレの傍にいると言ってくれたルナがあまりにも綺き麗れいで、全部自分の妄想なのでは、という気持ちになる。

　ただ、オレの腹の上に乗っかっているルナは紛れもなく現実だ。布団越しに伝わる体温に、ほんのりと甘い匂におい。そして大きな胸の柔らかい感触。

　最近、ルナはなんの影響を受けたのか、ボディ・プレスという荒技を使ってオレを起こすのだ。ぽよんぽよんと腹の上で大きな胸が躍おどるもんだから、そりゃあ目も一発で覚める。

　オレは上体を起こし、頭をかいたあと、

「おはようルナ」

　よしよし、と軽くルナの頭を撫なでてやる。するとルナは満面の笑みで答えた。

「はい、おはようございます、忍しのぶさん」

　にっこりと笑う姿は反則的なまでに可愛い。思わず頬が赤くなったオレは誤ご魔ま化かすようにルナから目を逸そらし、ベッドから降りて立ちあがり、制服に手を伸ばす。そして着替えようと上着に手を掛けたところで気がついた。ルナがまだ部屋にいたのだ。

　振り向くと、ルナは笑顔のままオレを見つめていた。とりあえず上着を脱いで、

「なんだ、オレの着替えシーンが見たいのか？」

　と声をかけると、ルナは真まっ赤かになり、「ご、ごめんなさい！」と言って慌てて部屋を飛び出して行った。

　相変わらずルナは可愛かわいいなあ……。

　一日のはじまりがルナの笑顔からというのも悪くない。

　オレは頬ほおを緩ませながら手早く着替えを済ませると、部屋を出て、階段を下り、洗面所で顔を洗う。そこで鏡の前のイケメンに磨きをかけると、魚と味み噌そ汁しるのいい匂においに誘われるまま、ダイニングキッチンへと向かった。
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　朝食を食べたあと、身み支じ度たくを整えてルナと一緒に玄関に行くと、

「お兄ちゃん待ってよお」

　背中から声をかけられたので振り向く。すると、妹のなずなが慌てた様子で駆け寄ってくる姿が見えた。

「待っててやるから、走らなくてもいいぞ」

　苦笑しながら言うものの、なずなは速度を緩めずオレに近づくと、「にゃあ！」と言って笑顔で抱きついてきた。

　温かな体温に、女の子特有の柔らかい感触。そして、なずなからはお日様の匂いがした。

　視線を落とすと、小柄な身体と愛らしい顔立ちが目に飛び込んでくる。大きな瞳ひとみに柔らかそうな淡い桜色の頬ほっぺた。後ろで纏まとめた長い髪は、猫の尻尾しつぽを意識しているらしい。

　ちなみに、その長い髪を引っ張って遊ぶと、怒るどころか「お兄ちゃん、なに？」と喜び抱きついてくる。

　ふにふにとオレの胸の中で笑うその姿は、仔こ猫ねこを思わせて心を和ませてくれる。

　オレはなずなの頭を軽く撫なでたあと、ルナから鞄かばんを受け取り家を出る。そして家の前まで見送りに来てくれたルナに、なずなと一緒に手を振って応こたえながら、学校に向かって歩き出す。

　隣を歩くなずなは、ご機嫌な様子で学校の友達の話をしながら、チラチラとオレを盗み見たあと、甘えたい年とし頃ごろなのか、また「にゃあ！」と言ってオレの腕に抱きついてきた。

「お前、最近いつもそれだな」

　幸せそうにオレの腕に頬ずりするなずなに半ば呆あきれながら言うと、

「だって、最近お兄ちゃんあんまり構ってくれないんだもん」

「そうか？」

「そうだよ」

　ぎゅっと抱きつく腕に力を込めながらなずなは答える。オレはなずなの頭を軽く撫なでながら言った。

「なずにゃんは今日も甘えん坊だな」

「うん！」

　いや、笑顔で返事をするようなことではないと思う。

　というか、甘えすぎだろう。ここのところ登校中はいつも腕を組んで歩こうとするなずなである。さすがにそろそろ注意したほうがいいのかも知れない。

「なずな。お前の今年の目標は確か、『魔性の女になること』だっただろ？　甘えてばかりいたら、いつまで経たっても魔性の女にはなれないぞ？」

「そんなことないよ。わたしだって勉強してるもん。見ててねお兄ちゃん」

　なにを思ったか、なずなは不意に、じっとオレを見つめて言った。

「忍しのぶさん、わたし、今夜は帰りたくないの」

「――ぷっ！」

　……あっ、いかん。我慢しようと思ったのだが、あまりにも似合わないセリフだったから、思わず吹き出してしまった。



    

  
    
      



    

  
    
      「もう、お兄ちゃんなんで笑うの？　いまのは笑うところじゃないよお！」

「悪い悪い。だけどお前、いくらなんでもそれは無理があるだろう」

　不満げな顔をするなずなに、笑いを噛かみ殺しながら言うと、

「無理じゃないよ。わたしもお母さんやルナさんみたいにセクシーになるの」

「……そうか。まあ人類は月まで行けたんだ。そう考えれば不可能なことはないだろう。頑張れなずにゃん」

　自信満々な顔をするなずなに慰めるように言う。すると、なずなは眉まゆを寄せた。

「もしかしてお兄ちゃん、わたしのことバカにしてる？」

「おいおい。お兄ちゃんがお前のことをバカにするわけがないだろう？」

　誤ご魔ま化かすように再びなずなの頭を撫なでると、

「そうだよね。お兄ちゃんそんなことしないもんね」

　にっこりと微笑ほほえむなずな。

　うん、お兄ちゃんはお前の将来がかなり心配です。

「まあ、とりあえず魔性の女はやめておけ。背伸びなんかしないほうがいいぞ？　いまのお前には猫がお似合いだ」

「にゃあ！」

　猫と言われて嬉うれしいのか、元気いっぱいに答えるなずな。

「ちなみに、猫の最高速度は時速四〇キロオーバーらしい」

「そうなんだ」

「お前も猫の称号を持つからには、そのぐらいの速度で走ってみせろ」

「任せて！」

「え？　任せてって、あっ、おい、なずなっ！」

　なずなはオレの腕から離れたかと思うと、止める間もなく、ぴゅんと走り出して一気に加速した。そして構って欲しいのか、走りながら振り返り、「つかまえてごらんなさいだよ！」と手を振る。

「こら、前を見て走れ。危ないぞ！」

　慌てて注意するものの、前を見ないで走っていたなずなは、曲がり角で誰だれかとぶつかりそうになった。オレが危ないと声を出すよりも早く、曲がり角から現れた女性は、さっとなずなの突進をかわした。しかし、

「わっ、わわっ！」

　なずなは完全にぶつかると思っていたのだろう。女性の動きが予想外だったらしく、脚を絡ませて転びそうになる。それを見た女性はすっと両腕を伸ばして、転びかけたなずなを抱きとめた。

　その一連の動きはなんとも鮮やかで華麗。見み惚とれるような体たい捌さばきだった。

　感心しながらなずなの元に駆け寄り、女性に目を向けると、ストレートの長い黒髪が目に映った。続いて、きりっとした形の良い眉まゆ、凛りんとした瞳ひとみ、豊かな双胸に引き締まったウエスト。しなやかな長い脚。肩にぶら下げた竹刀しない袋が格好良さを引き立てているシャープな顔立ちの美人さん。

　彼女はクラスメイトの五ご行ぎよう聖ひじりさんだ。

　美人で格好いいので、男女問わず人気があるが、実はその職業は退魔士。悪魔などを封印、退治する家系の人間で、その能力は非常に高い。

　だから、当初五行さんは悪魔であるルナを退治するつもりだった。しかし、ルナの優しい性格を知り、助けになると言ってくれた。

　五行さんの働きかけにより、悪魔にも拘かかわらず、ルナの存在は退魔士たちから黙認されているらしい。以前、神を名乗る少女、エルニからそう聞いた。

　だが、五行さんはそんなことはオレには一言ももらさず、影で助けてくれていた。

　人気があるのも頷うなずける話だ。現にいまも、飛び出してきたなずなを叱しかることなく、「危ないから前を見て走らないといけないぞ？」と、優しく頭を撫なでている。

　さすがはクールビューティー・五行さんである。駆け寄ったオレに気がつくと、五行さんはにっこりと微笑ほほえんだ。

「おはよう南なん条じよう君」

「ああ、おはよう。妹が迷惑をかけて悪いな」

「えっ？　この娘こが南条君の妹なのか？」

「オレに似てプリチーだろ？」

　驚き、まじまじとオレとなずなを交互に見ている五行さんにそう言うと、

「……そ、そうだな」

　五行さんはオレから目を逸そらし、気まずそうに頷いた。

　……傷つく反応である。

　しかし、悪あく人にん面づらであることに多少の自覚はあるので、五行さんの反応は仕方がないといえば仕方がないのかも知れない。

　胸中でちょっぴり傷ついていると、なずながくいくいとオレの服の袖そでを引っ張ってきた。

「ねえねえ、お兄ちゃんはこの綺き麗れいな人と知り合いなの？」

「ん？　ああ、クラスメイトだよ。名前は五行聖さん。口癖は、『ふざけるな。斬きる！』だ」

「そ、そんなこと言わないから！」

　慌てて否定する五行さんだったが、「格好いい！」となずなには好評だった。

「それでなずな、人に名前を訊きいておいてお前はなんにもなしか？　きちんと自己紹介をしないと、異常に猫に拘こだわる変態だとウソをつくぞ？」

「え？　猫さん好きだよ？　にゃあ」

　ちょこんと首を傾かしげてにゃあと鳴くなずな。

　……どう突っ込んだらいいんだと、途方に暮れていたオレだったが、

「ふふ、君は南なん条じよう君の妹なのかい？」

　五ご行ぎようさんは気にした様子もなく、優しくなずなに訊たずねる。

　訊ねられたなずなはこくんと頷うなずき、元気いっぱいに答えた。

「はい、南条なずなです。なずにゃんです。猫さんが好きです。でも、お兄ちゃんの方がもっと好きです」

　変な自己紹介だったが、五行さんは呆あきれた表情ひとつ見せず、笑顔のまま言った。

「なずなちゃんはお兄ちゃんが大好きなんだな」

「とっちゃイヤだよ？　とったら噛かみつくからね？　がぶってするよ？」

　微笑ほほえむ五行さんに注意するように言うなずな。

　五行さんはそんななずなを見て、「かわいいなあ」とうっとりした表情で呟つぶやき、手を伸ばす。そして、優しくなずなの頭を撫なではじめた。なずなは撫でられて気持ちが良かったのか、嬉うれしげに目を細めて、にゃあにゃあ言いながら五行さんに抱きついた。

「南条君はいいなあ。こんなにかわいい妹がいて羨うらやましい」

　なずなに抱きつかれた五行さんは、なずなの頭を撫でながら続ける。

「私にも弟がいるんだけど、無ぶ愛あい想そうで、こんな風に遊んでくれないんだ」

「弟さんが隠しているエロ本をこっそり見て、そのあと机の上なんかに放置したせいだな、きっと」

「そ、そんなことはしていない！」

　強く否定したあと、五行さんは「していないけど……」と俯うつむき、赤くなりながら窺うかがうように訊ねてきた。

「あの子も男の子だから、やっぱり、そういうエッチな本とか持っているのかな？」

「実は姉モノばかり持っていたりしてな」

「ええっ？　姉モノ？　そんな種類のエッチな本もあるのか？」

　どうやら知らなかったようで、真まっ赤かになる五行さん。うん、五行さんって意外に初う心ぶなんだな。モテるから、こういうことにも耐性があるのかと思っていたんだが、そうでもないようだ。

　というか、五行さん弟がいたんだな。

　弟さんは五行さんと似ているのかななどと考えつつ、オレは五行さんの腕に引っついているなずなに目を向ける、

　どうやらなずなは五行さんのことが気に入ったようで、嬉しげに微笑んでいる。

　五行さんもなずなのことを気に入ってくれたみたいだ。「かわいいなあ」と、好きな犬のぬいぐるみを見ているときと同じような瞳ひとみでなずなを見つめていた。

　そして分かれ道でなずなと別れたあとも、五ご行ぎようさんは「なずなちゃんは猫が好きみたいだけど、犬は好きなのかな？」とオレに訊きいてきたので、「動物は基本的に好きみたいだけど、『犬は猫の次に好きだ』と言っていたな」と答えておいた。

　すると五行さんは「よかった」と嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。
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　それから五行さんと談笑しながら登校し、一緒に教室に入ると、

「おっ、南なん条じようおはよう」

　ハンサム面づらした男が声をかけてきた。

　この無駄にハンサム面した男の名前は浅あさ田だ耕こう太た。バカでスケベで姉が大好きなシスコンという、およそ褒ほめる要素がひとつもない変態であり、クラスの女子たちから『喋しやべらなければ格好いい』と評されている。

　その変態・浅田はオレの隣に並ぶ五行さんに気がつくと、変態には似つかわしくない爽さわやかな笑顔を浮かべて言った。

「五行さんもおはよう。昨夜ゆうべは君の夢を見たよ」

「なんだ、エロい夢でも見たのか、浅田」

　呆あきれながら「朝からセクハラはやめろよ」と注意すると、五行さんは顔を赤くしながらオレの背中に隠れて言った。

「浅田君、エッチだ」

「ええっ？　ち、違うよ。いまのはちょっと格好いいかな、って思って言っただけで、別にエッチな意味はないよ。ホントだよ？」

「本当か？　本当にそうか？　お前の姉ちゃんに賭かけてエロい意味はなかったと断言できるか？」

　じっと目を見つめると、浅田は目を泳がせたあと、話を逸そらすように言った。

「そ、それよりふたりとも、転校生の話は聞いたか？」

　ひどい誤ご魔ま化かし方だったが、転校生という単語には興味を惹ひかれた。

「え？　転校生って、浅田、お前まさか……転校、するのか？」

「ああ、親父おやじの仕事の都合で――って、俺おれじゃねえよ！　寂しいこと言うなよ！　転校するんじゃなくて、こっちに転校して来るの！　転校生が来るんだよ！」

「ああん？　なんで来るんだよ。誰だれが来ていいと言った。オレ様は許可した覚えがないぞ」

「そこをなんとかお願いしやすよ旦だん那な。これ少ないですけど――って、なんでお前にそんな決定権があるんだよ！　どうして俺おれはサイフを出しているんだよ！」

「みんな、浅あさ田だがジュースを奢おごってくれるみたいだぞ」

　浅田のサイフを奪って天高く掲げてみた。サイフを振ると、ジャラジャラと切ない小銭の音が響いた。

「やめて！　小遣い少ないからやめて！　もし、俺の金でジュースなんか買ってみろ！

転校生のことは教えてやらないからな！」

「なあ、井いの上うえ。転校生ってどんなヤツなんだ？」

　浅田を無視してクラスメイトの井上に話しかけると、

「俺を無視するんじゃねえよ！　構えよ！　それと井上、南なん条じように転校生のことを話したら、お前、ぶっ殺すぞ！」

　どんだけ転校生のことを喋しやべりたいんだよ、こいつは。

　仕方がないので浅田にサイフを返して、五ご行ぎようさんと一緒に話を聞いてやることにした。

　ちなみに、浅田の怒った顔がちょっとだけ怖かったからというのは秘密である。

「それで浅田、転校生はどんなヤツなんだ？　変態か？　それとも変質者か？」

「なんでその二択しかないんだよ！　そんなヤツが来たら困るだろ！」　

　確かに、変態は浅田だけで充分である。

　オレが頷うなずくと、浅田はコホンと咳せき払ばらいをし、「聞いて驚け」と前置きをしたあと言った。

「実はな、転校生はものすごい美少女らしいぞ？」

「五行さんも美少女だぞ？」

　隣にいる五行さんを指差す。途と端たん、「ええっ？」と五行さんが驚き真まっ赤かになった。

「ま、まあ、確かに五行さんも美少女だけど、違うだろ南条？　美少女の転校生だぞ？　こう、胸がわくわくしたり、ドキドキしたり――」

「股こ間かんがわんぱくしたり」

「そうそう、股間がわんぱくしたり――って、そりゃするわ！　美少女だぞ！」

「あっ、なんかすんません」

　浅田が怖かったので、つい謝ってしまった。

　それにしても浅田のヤツ、早くも興奮しているな。確かに転校生が美少女なら期待する気持ちもわかるが、浅田は変態なので一応念を押しておこう。

「浅田、転校生が美少女で嬉うれしいのはわかるが、お前、転校生にいきなりセクハラな質問はするなよ？」

「南条、悪いがそれは約束できない。俺は俺を裏切れない」

　言っていることは最低なのに、何な故ぜか格好良く聞こえてしまうから不思議である。

　浅田はがしっとオレの両肩に手を置き、真剣な表情で「だから」と続けた。

「もし、もし俺がエロの波は動どうに取り込まれたときには、そのときは南条、お前が俺を止めてくれ」

「……イヤだと言ったら？」

「俺おれがポリスに捕まってしまうと思う」

「そうか。案外早くポリスのお世話になってしまうんだな、お前。取り調べ室で本当にカツ丼が出るかどうか、あとで教えてくれよな」

「な、なんて冷たい反応なんだ！　南なん条じよう！　お前は俺がポリスに捕まってしまってもいいと言うのか！　それに案外早くってどういうことだ！　ちなみに、カツ丼は自腹で頼めば食べられるぞ！」

　何な故ぜ、カツ丼が自腹で食えることを知っているのだろうか、浅あさ田だは。

　色々と怖かったので、オレは仕方なしに頷うなずいた。

「……ま、まあ、もしものときは止めてやるよ」

　若干引きながら言うと、浅田は「そんな南条が好き」とウインクしながら気持ち悪いことを言い出した。この変態はどうしたものかと思っていると、オレたちの様子を眺めていた五ご行ぎようさんがくすくすと笑いながら言った。

「南条君と浅田君は仲がいいんだな」

「そんなことはない」

「ええっ？　そこは頷いてくれよ！」

　オレがきっぱり否定すると、浅田が悲しげな声をあげた。

　そうして、しばらく浅田と五行さんとで談笑を続けていると、チャイムの音が響き、ガラガラと教室の扉を開けて、童顔の担任教師、柊ひいらぎ先生（二十五歳）が顔を覗のぞかせる。

　それだけだったらいつもと変わらぬ光景なのだが、柊先生の後ろを歩く少女の姿に、思わずオレは目を奪われた。

　外国人だろうか。長い赤髪。ややきつめの眼まな差ざし。短いスカートから覗くスラリと伸びた美び脚きやくは黒のニーソックスで覆われており、えも言われぬ色気を醸かもし出している。

　目を見張るような美少女である。

　彼女が浅田の言っていた転校生なのだろうが、これは想像以上だ。一瞬、彼女に見み惚とれてしまっていたが、隣にいた浅田がひどいアホ面づらで転校生を見つめていたので、すぐに我に返った。

　相変わらず絵に描いたような反面教師ぶりの浅田ではあるが……どうやら転校生に心惹ひかれたのはオレたちだけではなかったようだ。

　クラスメイトたちはいつも通り自分の席に戻っては行くが、柊先生と転校生が教きよう壇だんに立っても、教室のざわめきはおさまらない。

　耳に入ってくる言葉は、「美人」、「スタイルいい」、「あの脚で踏まれたい」などといったものだった。

　まあ、一部アブノーマルなものも含まれてはいたが、それは置いておこう。

　柊ひいらぎ先生は「みんな静かにしてね」と、いつもの間延びした優しい声でクラスの連中を注意し、教室が静かになるのを待ったあと、黒板に『マキナ・リーベライ・オランジェロ』と書いて転校生を紹介した。

　転校生は柊先生にうながされ、一歩前に出る。

　クラスメイト全員の視線が教きよう壇だんに立つ転校生に集まる。しかし、転校生は特に緊張した様子もなく、堂々と、見下ろすようにクラスメイトたちを眺めていた。その仕草はどこか女王を思わせる。

　ふむ、確かに転校生は美人なのだが、五ご行ぎようさんとは違ったタイプの美人だ。花に喩たとえるなら薔ば薇らだろうか。容易には近づけないオーラを身に纏まとっている。

　転校生はゆっくりとクラスメイトたちを眺めたあと、

「マキナ・リーベライ・オランジェロよ。よろしく」

　妖よう艶えんに笑ってみせた。

　途と端たん、クラスの男子たちがうっとりしたようなため息をもらしはじめた。

　何な故ぜか、柊先生もうっとりしたような表情を見せたあと、笑顔で言った。

「みんな、オランジェロさんは、お父さんのお仕事の都合で海外から日本に来ました。だから、まだまだ日本に不慣れです。日本語は問題ないみたいなんだけど、文化の違いに戸惑うこともあるかも知れません。そのときは優しくフォローしてあげてね」

　柊先生の言葉にクラスの男子たちは勢いよく頷うなずいて返した。それを確認した柊先生はうんうんと頷き、転校生に目を向ける。

「それじゃあ、お待ちかねの転校生への質問タイムだよ。みんなは転校生に質問とかあるかな？　先生はあるよ。どうしたらオランジェロさんみたいな美人になれるんですか？」

　恒例の転校生への質問タイム。

　童顔の柊先生は興きよう味み津しん々しんな様子で転校生に訊たずねた。

　しかし転校生に、「特になにもしてないわよ」と答えられ、しゅんと肩を落とし、「先生の背と鼻がもうちょっと高かったら……」と呟つぶやいていた。

　別に柊先生の背と鼻が多少高くなったところでなにも変わりはしないだろう。

　というか、なんで先生が最初に質問するんだよ――と、オレは苦笑していたのだが、クラスの連中は誰だれも柊先生のあとに続かなかった。転校生の気品ある雰囲気に圧倒されてか、誰も口を開けないようだ。

　しかし不意に、「はい！」と沈黙を破る声が響き、ひとりの男子生徒が立ちあがる。我らが蛮ばん勇ゆう特攻隊長、浅あさ田だ耕こう太たその人である。

「出席番号一番、浅田耕太！　転校生に質問があります！」

　浅田はしっかりと転校生を見つめて言った。

「スリーサイズを教えてください！」

　なんとお約束な質問なのだろうか。女子たちによる冷ややかな視線が浅あさ田だに突き刺さる。何な故ぜか男子たちは畏い敬けいの眼まな差ざしを浅田に向けていたが、問題は転校生だ。転校生は浅田のセクハラ発言にまったく動じた様子もなく、

「教えて欲しいなら、ちゃんとお願いをしなさい」

　と、口元に笑みさえ浮かべながら言った。

「跪ひざまずいたら、考えてあげなくもないわ」

　背筋がぞくっとするような女王然とした表情。

　どこか面白そうにそう言った転校生に、浅田は驚くべき速度で動いた。「いまの俺おれを舐なめるな！　プライドなんて欠片かけらすらありはしないのさ！」と、飛び込み前回り受け身なんぞを決めつつ、転校生の前に躍おどり出て、

「お願いします！」

　と、慣れた動きで土下座をはじめた。

　あんなプライドの欠片もないヤツははじめて見た。これにはさすがに転校生も少し驚いたような顔をしていたが、まもなく「ふふっ」と笑い、浅田を見下ろしながら言った。

「教えてあげない」

　なんという裏切り行為だろうか。少し浅田が哀れだと思った。しかし、当の浅田は裏切られたにも拘かかわらず、「なんかゾクゾクするぅ～！」と満更でもない様子で悶もだえていた。

　転校生はそんな浅田の横を素通りすると、教室を見渡す。そこで不意にオレと視線が合うと、色っぽく微笑ほほえみ、つかつかとオレの席へと近づいてきた。そして、オレの目をじっと見つめて言う。

　

「――あんた、あたしの奴ど隷れいになりなさい」

　

　そう言われた途と端たん、心拍数がぐんと跳ねあがった。

　転校生の琥こ珀はく色いろの瞳ひとみは、何故か見た者を惹ひきつける力を持っており、断わることはできないように思われたが――それがどうした。オレ様はオレ様である。このオレ様が奴隷になどなるはずがない。

　クラスはざわめき、「羨うらやましい」などといった男子たちの声も聞こえてきたが、とりあえず、オレは隣の席の加か藤とうの肩をぽんと叩たたいて言った。

「よかったな加藤。転校生が奴隷にしてくれるってよ」

「ええ？　ボ、ボク？　そんな、ボクでいいの？」

「いいわけないでしょう！　ふざけないで！　あんたよ、あんた！」

　驚く加藤を一いつ蹴しゆうして黙らせると、転校生はビシッとオレを指差し叫んだ。それに対して、オレはそっぽを向いて答えた。

「ただいま留る守すにしております」

「目の前にいるじゃない！」

「留守と言ったら留守なのです。ご用件のある方は『ピー』という発信音のあと、好きな男性のタイプを言ってください」

「は？　え？　なに言ってるのよ？」

　戸惑う転校生に、答えろと言わんばかりに「ピー」と言って掌てのひらを向ける。すると転校生は少し戸惑ったあと、

「えっと、あたしは、あたしのことを可愛かわいがってくれるような男が好きだけど――って、なに言わせるのよ！」

　頬ほおを赤くして怒る転校生。意外に乗せられやすいタイプなのかも知れない。

　転校生の発言を受けて、クラスの男子たちは「おお」と小さく歓声をあげるが、オレはそれを無視して、隣の席の加か藤とうにそっと耳打ちをする。

「チャンスだぞ加藤。転校生に男を見せるときだ。男らしく『オレの胸に飛び込んでおいで、仔こ猫ねこちゃん』と、転校生に言ってやれ」

「ええ？　またボク？　仕方がないなあ……」

　不満そうな顔をしながらも加藤は立ちあがり、転校生に向かって両手を広げて叫んだ。

「ボクの胸はいつでも空あいている！　飛び込んでおいでよ、仔猫ちゃん！」

「……なにを言ってるの、あんた？　あたしはこの席に座るから、さっさとどきなさい」

　転校生に冷たい言葉を浴びせられ、加藤は両手を広げたまま凍りついた。しかし、さすがに頭にきたのか、「ここはボクの席だ！　南なん条じよう君の隣は譲らない！」と転校生を睨にらむ。

　転校生はその視線を真まっ直すぐに受け止め、ゆっくりと加藤の顎あごに手を置き、

「どきなさい」

　と一言。

　加藤は何な故ぜかうっとりした表情で「はい」と頷うなずき、鞄かばんを手に取り、立ち去って行った。

　転校生は加藤に一いち瞥べつもくれることなく、当然といった感じで加藤の席（元）に座る。本当に女王様みたいなヤツではあるが、柊ひいらぎ先生は転校生の態度を注意するつもりはないようで、陽気な笑顔のままオレに言った。

「南条くん、オランジェロさんはまだ教科書を持っていないから、意地悪しないでちゃんと見せてあげてね」

　オレが適当に頷くと、柊先生は朝のＨＲホームルームの終わりを告げて、教室を出て行った。そして、柊先生と入れ違いに世界史の黒縁眼鏡の黒くろ木きが入ってきて、一時間目の授業がはじまった。

　黒木が教きよう壇だんに立って授業をはじめると、すぐに転校生が話しかけてきた。

「ねえ南なん条じよう」

「ん？　なんだよ転校生。というか、なんでオレの名前を知ってるんだ。さてはお前、ストーカーだな」

「違うわよ。さっき先生が呼んでいたからよ」

「そうか。だが気安く苗みよう字じで呼ぶな」

「じゃあなんて呼べばいいのよ？」

「ご主人様と呼べ」

「わかったわ。ご主人様ね。あたしの奴ど隷れいになったらそう呼んであげてもいいけど――って、あたしが奴隷になってるじゃない！　あたしが主人よ！」

　転校生が叫ぶと、教きよう壇だんに立つ黒くろ木きが「授業中だぞ、静かにしろ」と注意してきた。注意された転校生はきっとオレを睨にらみつけてきたので、ウインクで応こたえてやった。すると、転校生はヒクヒクと頬ほおを痙けい攣れんさせたあと、大きく深呼吸をして気持ちを落ち着かせていた。

　うむ、これでオレが奴隷になる器ではないということが、転校生にも理解できただろう。頷うなずきながら黒板に目を向けると、

「ちょっと南条」

　また転校生が話しかけてきた。

「あたしはまだ教科書がないのよ」

「知ってる」

「だったら早く教科書を見せなさいよ」

　ぐいっと身体を寄せてくる転校生に、オレは腕で教科書を隠しながら言った。

「教科書を見せて欲しいのなら、ちゃんとお願いをしろ」

「な、なにを言ってるのよ？　見せなさいよ」

「そんなお願いの仕方じゃダメだ」

「じゃあ、どうしたらいいのよ？」

　不満げな転校生にオレは鼻を鳴らして答えた。

「跪ひざまずいて『お願いします』と言ったら、考えてやらんこともない」

「なによ、跪けば見せてくれるのね？　もう、床が硬くて痛そうじゃない――って、そんなことしないわよ！　なんであんたはそんなに偉そうなのよ！」

　いや、お前には言われたくない。お前だって、浅あさ田だに似たようなことを言っていただろうが。そう心の中で突っ込んでいると、一度立ちあがりかけた転校生は「ふん」と腕を組んで着席し、少し頬を膨らませながらそっぽを向く。

「もういいわよ！　べ、別に、あんたの教科書なんか見たくないもの！」

　転校生がそう言った瞬間、オレは光の速さで動いた。サッと教科書を転校生に差し出し、笑顔で言う。

「見せてやろう」

「な、なんでよ！　なんで見たくないって言った途と端たん、見せてくれるのよ！　この天あまの邪じや鬼く！」

　別に天の邪鬼というわけではない。

　ツンデレでお願いされて、心が動いてしまっただけなのである。

　本人は意識していないようだが、ちょっと可愛かわいかった。

　転校生は奪うようにオレの手から教科書を掴つかむと、日本の授業が珍しいのか、意外にも、興きよう味み津しん々しんといった様子で真面目まじめに授業を受けていた。

　しかし、四時間目の終わりを告げるチャイムが鳴ると、転校生は立ちあがって腕を組み、オレを見下ろしながら声をかけてきた。

「南なん条じよう」

「オレの部屋は六畳」

「ふふん、あたしの部屋は八畳――って、違うわよ！　誰だれも『何畳？』って部屋の大きさなんか訊きいてないわよ！　バカ！」

　自慢げな声音から一転。転校生は怒った様子でオレの脚のスネを蹴けってきた。けっこう痛い。

「まったく、乱暴なヤツだなあ……」

　ぼやきながらも「なにか用か？」と訊たずねると、転校生はオレを見下ろしたまま言った。

「南条、あたしを学食まで案内しなさい」

「イヤです。他を当たってください」

　笑顔できっぱり断ると、転校生は断られるとは思っていなかったのか、きょとんとしたあと、

「なんでよ！　いいから案内しなさいよ！」

　怒鳴りながら再びオレのスネを蹴ってきた。さすがに蹴られたスネが痛かったので、オレは椅子から立ちあがり、逃げるように転校生に背を向けた。しかし、

「あっ、ちょっと、どこに行くのよ！」

　逃げられなかった。転校生に肩を掴まれ、オレはやれやれと振り返り、肩をすくめながら答えた。

「君のような野蛮な人とはこれ以上付き合ってられないよ。君はひとり寂しく学食で素すうどんでも食べていたまえ」

　インテリを気取って言うと、転校生は眉まゆを寄せながらなにか言おうと口を開くものの……結局は口を閉ざしてしまう。そしてぷいっとそっぽを向き、小さな声で言うのだ。

「……いいわよ。ひとりで行くわよ。別に寂しくなんか……ないもの」

　言葉とは裏腹に滅め茶ちや苦く茶ちや、寂しそうだった。

　よく見ると、転校生の瞳ひとみは潤んでおり、うっすらと涙がたまっていた。

「い、いや、別にひとりで行く必要はないだろ？　オレに頼らなくても、クラスの連中に頼んでみろよ。みんな快く引き受けてくれると思うぞ？」

　さすがにいたたまれなくなってそう提案するものの、転校生は寂しげに首を横に振る。

「そんなの無理よ。みんな、あたしのことを遠巻きに見て、こそこそ話しているけど、誰だれも話しかけてこないもの……普通に頼んだって、断られるだけよ」

　不満げに言う転校生だったが、その表情は少し悲しそうだった。

　もしかして、転校初日でこいつは心細かったのか？

　ずっと偉そうにしていたから、そんなことは思いもしなかったが……そうだよな。新しい学校、それも海外から日本だ。誰だって心細いだろう。

　ただまあ、ひとつ勘違いしていることがあるな。

「あのさあ、クラスの連中がお前に話しかけてこないのは、お前が美人だからだよ。綺き麗れいすぎて近寄り難いだけだと思うぞ。だから、安心して頼んだらどうだ？」

　そう言うと転校生は、「なっ、なななな……」と驚き真まっ赤かになった。だがすぐに、きっとオレを睨にらみつけながら言った。

「……でも、あんたはイヤがったじゃない」

　一応、転校生はオレを睨みつけてはいるが、瞳には涙がたまったままだった。

　……やっぱり心細かったんだな、こいつ。

「悪い。今回はオレが悪かった。ちゃんと案内するよ」

　反省したオレは転校生に軽く頭を下げた。すると、転校生はむすっとしながら、ぽんとオレのスネを蹴けって「バカ」と呟つぶやき、「さっさと案内しなさい」と、そっぽを向く。

　オレは肩をすくめながら頷うなずき、鞄かばんから弁当箱を取り出すと、転校生と一緒に教室を出て廊下を歩く。

　廊下にいた生徒たちは転校生を見た途と端たん、うっとりしたような表情を浮かべ、羨うらやましそうな顔をしてオレを見つめてくる。そしてオレたちが通り過ぎると、背中から「すげえ美人」、「スタイルいいなあ」、「あんな美人に叱しかってもらいたい」などと聞こえてきた。

　転校生は自分のことだとは思っていないのか、素知らぬ顔をして歩いていく。

　ちなみに、「ああ、転校生が南なん条じようの毒どく牙がにかかってしまう」、「また調教するんだ」、「洗脳するつもりだ」とかいう声も聞こえてきた。

　うん、みんながオレのことをどんな風に見ているのかがよくわかった。

　胸中でため息を吐き出しながら、転校生を連れて学食に入る。

　学食は生徒たちで混雑してはいたが、雰囲気は明るく、どこからか笑い声も聞こえてきた。

　転校生は物珍しそうに学食を眺めたあと、今度はメニューに目を向ける。

「ねえ南なん条じよう、どれが美お味いしいの？」

　メニューを眺めながら訊たずねてきた転校生に、オレは「わからん」と正直に答えた。

「基本的にオレは弁当だからな。学食はあまり利用したことがないんだよ」

　手に持った弁当箱を見せながら言うと、転校生は小さくため息をもらした。

「役に立たない男ねえ」

「おいおい、そんな冷たいこと言うなよ。こいつだって、いざというときには弾たま避よけぐらいにはなると思うぞ？」

　ぽんと見知らぬ男子生徒の肩を優しく叩たたきながら言うと、転校生も頷うなずき言った。

「ええ、そうね。いざというときには頼りに――って、誰だれよその子！　あたしはあんたに言ったのよ！　あんたに！　それに弾避けってなによ！　盾代わりってこと？　そんなの可哀かわい想そうじゃない！」

　転校生がそう言うものの、後輩らしき男子生徒は「……どうせボクは役立たずなんです」と、母性本能をくすぐりそうな悲しい笑顔を残して立ち去って行った。

「ちょっと、あんたのせいであの子傷ついちゃったじゃない！」

「まあ、あまり気にするな。それより、なにを食べるんだ？　どれもピンとこなかったら、無難に日替わり定食とかにしたらどうだ？」

　そう提案すると、オレのスネを蹴けろうとしていた転校生は脚を止めて、しぶしぶ頷いた。

「……それじゃあ、その日替わりでいいから、あんた買ってきなさいよ」

「おう」

　素直に頷くと、

「なんで素直に買いに行こうとするのよ！」

　どうしてか、転校生に怒られた。

「……えっと、不満なのか？」

　驚きながら訊ねると、転校生は赤くなりながら言った。

「あ、あんたが変なことばっかり言うから、今度は流されないようにって注意してたら……間違えちゃったじゃないの！」

　そんなことを不満げに言われても困る。

　とりあえず、オレがいま思ったことはひとつだ。

「お前、意外に可愛かわいいのな」

「う、うるさいわねえ！」

　転校生は真まっ赤かになり、オレの脚のスネを蹴りつけながら、「奴ど隷れいのくせに」と怒っていたが、別にオレはこいつの奴隷になった覚えはない。ないが、まあ転校初日だし、今日は大目に見てやろう。

　苦笑しながら転校生に弁当箱を預けて「席を取っといてくれ」と頼み、オレは学食のおばちゃんに日替わりのメニュー、カツ定食を頼む。そしてしばし待ったあと、注文の品を学食のおばちゃんから受け取り、お盆に載った、小麦色の衣をまとったカツに真っ白なご飯とサラダを確認すると、転校生の元に向かって歩き出す。

　人ひと混ごみの中、転校生は心細そうな顔をしてちょこんとテーブルに就ついていたが、オレの姿を認めると、少し安心したような表情を見せた。

　その様子が可愛かわいかったのだが、本人に言うとまた怒られそうなので黙っておく。

　オレは「待たせたな」とだけ言って、転校生の対面に腰を下ろす。そこで弁当の包みを開き、蓋ふたを開けると、転校生が興きよう味み津しん々しんといった様子でオレの弁当を眺めていることに気がついた。

「なんだ、欲しいのか？」

「べ、別に欲しいなんて言ってないでしょ」

　何気なく訊たずねると、転校生は慌てた様子で答えた。

「そうか」

　オレは頷うなずき、弁当に箸はしを付ける。すると、転校生は少しだけ羨うらやましそうな顔をしてオレの弁当を見つめていた。

　分けてやってもよかったんだが、ルナが作ってくれた弁当が美お味いしくて、結局ひとりで全部食べてしまうオレだった……。
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　昼飯を食べ終わると、転校生は学食の時計を眺め、「午後の授業まで時間があるわね」と呟つぶやき、オレに視線を戻すと言った。

「南なん条じよう、今度は学校を案内しなさいよ」

「ん？　なんだ、空手部にでも行きたいのか？　それとも柔道部か？　もしくは剣道部？」

「どうして格闘技ばっかりなのよ！　学校全体を案内しなさい！」

　ビシッと命令するように言う転校生。本当に偉そうなヤツである。嘆たん息そくしながらオレは「わかったわかった」と頷き、立ちあがる。

「それで、お前はどこか行きたい場所とかあるのか？」

　軽い口調で訊ねると、何な故ぜか転校生は不満げにじっとオレを見つめて言った。

「そういえばあんた、あたしのこと『お前』とか『転校生』って呼ぶけど、一度も名前で呼んでないじゃない。いい加減、名前で呼びなさいよ」

「……お前、名前なんだっけ？」

「なんでもう忘れてるのよ！」

「いや待て、蹴けるな。さすがに冗談だ。ちゃんと覚えてるよ……マッシュさん」

「誰だれよ、マッシュって！　やっぱり忘れてるじゃない！」

「待て待て。思い出す、思い出すから、少し待て」

　ガンガン、と脚のスネを蹴けり飛ばしてくるマッシュさん（仮名）から逃れつつ、オレは顎あごに手を当てて考えた。

「うむ、確か女みたいな名前だったということは覚えている」

「女なんだから当たり前でしょう！　いい加減にしないとぶっ飛ばすわよ！」

「え？　お前、女だったの？」

「見ればわかるでしょうが！」

　ぐいっと大きな胸を突き出してくる転校生。オレは疑うようにその胸を見つめ、言った。

「……もしかしたら作り物かも知れない。最近の技術はすごいと聞く」

「じゃあ触って確かめてみなさいよ！」

　なにを思ったのか、転校生は怒ったように叫んだあと、がしっとオレの手を掴つかんで、自身の胸にオレの手を押しつけた。途と端たん、ふにゅっと柔らかい感触が掌てのひらに伝わってくる。視線を落とすと、転校生の大きな胸がオレの手に押し潰つぶされ、形を変えていた。

　掌から伝わる柔らかさと、程良い弾力感。出で来き心ごころで一瞬、胸を揉もんでしまいそうになったが、

「お、お前、さすがにそれはまずいんじゃないのか？」

　オレは慌てて転校生に注意する。転校生は興奮して我を忘れていたのだろう。オレの声で自分がなにをしているのかに気づき、かあっと真まっ赤かになった。そして、キッと涙目でオレを睨にらみつける。

「こ、この変態！　変態変態変態！　なに触ってるのよ！」

「いや、お前が触らせたんだけど？」

　オレは無罪だと焦りながら手を振るものの、転校生は脚を振りあげ、オレの顔面目がけて鋭い前蹴りを放ってきた。条件反射で、その蹴りをスウェーバック――上体を軽く後ろに反らしてかわしたとき、転校生の短いスカートが大きく揺れ、ちらりと黒のパンツが見えた。

「おっ、黒」

　ドキッとして思わずパンツの色を口走ってしまったが……これはマズイ。

　おそるおそる転校生に目を向けると、羞しゆう恥ちのためか怒りのためか、耳まで真っ赤になり、涙目のままオレを睨みつけて叫んだ。

「エッチ！　バカ！　変態！」

　叫ぶと同時に転校生は、パンパンと見事な往復ビンタをオレに喰くらわせた。

　それを甘んじて受けるものの、転校生はビンタのあと、容赦なくオレの脚のスネを蹴りつけ、「ふん！」と背中を向けて歩き出した。

「あっ、おい。どこに行くんだよ？　案内はいいのか？」

　慌ててその背に声をかけるものの、転校生は振り返らない。

　頭をかきながら、隣に並んで、「悪かった」と謝ったのだが、転校生は答えず、再びオレのスネを蹴けりつけ、ひとりで歩き去って行った。

　どうやら完全に怒ってしまったようだ。

　謝ろうとも思ったのだが、その後ご、オレが声をかけても転校生は答えてくれなかった。そっぽを向いたままオレを無視し続けたので、ちゃんと謝れないまま、五時間目の授業がはじまり、六時間目の授業もはじまり、気がつくと放課後になっていた。

「よし、明日から頑張ろう」

　ダメ人間的発言をすると、オレは鞄かばんを掴つかんで教室を飛び出した。背後で「ちょっと南なん条じよう」と誰だれかが呼ぶような声が聞こえたが、オレは帰宅部のエース。今日は掃除当番の日ではないので、振り返ることなく早足で廊下を歩き、下げ駄た箱ばこへと向かう。

　今日は楽しみにしていた小説の発売日なのだ。オレは意気揚々と駅前へと繰り出した。
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　購入した小説を鞄にしまい、本屋の自動ドアをくぐる。

　さあ、早く家に帰って小説を読もうと歩き出した途と端たん、

「――ん？」

　不意に背中に視線を感じた。

　……これはただの視線ではない。敵意に近いものが込められている。

　これでもオレは爺じいちゃんの道場に通って、心しん月げつ体たい水すい南条流という古武術を習っている。館長の爺ちゃんは厳しいのかアホなのか、一時期『不意討ち！』とか叫んで家の中でも街中でも学校でも攻撃を仕掛けてきたことがある。だから、自然とそういう気配に気を配るような身体になってしまったわけだ。

　しかしこの視線は誰のものだろうか。爺ちゃんなら可能な限り気配を消す。こんな風にあからさまに敵意をぶつけたりはしない。

　相手がわからなかったので下手に動かず、ゆっくりと首を後ろに回してみるものの、

「……おかしいな」

　振り返った先には誰もいなかった。同時に、確かに感じた気配も消えてしまった。

　……オレの勘違いだろうか？

「確かになんか感じたんだけどなあ……」

　首を捻ひねりながら呟つぶやき、しばらく人の視線を気にしながら繁華街を歩いていると、不意に、『バーゲンセール』という文字が目に飛び込んできた。

「ちょっと覗のぞいてみるか」

　興味を惹ひかれたオレはセール中の洋服店に入り、適当に服を見て回っていると、

「おっ」

　思わず声をあげてしまった。

　それは大人っぽい雰囲気のチュニックブラウス。深めにカットされたＶネックに、胸元には綺き麗れいな満月の刺し繍しゆうが入っている。

　この服をルナが着たら似合うんじゃないだろうか。そう思ってブラウスに手を伸ばし、値段を確認する。

「手て頃ごろだな」

　せっかくだからルナにプレゼントしよう。オレはブラウスを手に取り、レジへと向かうその途中――知り合いを発見した。

　輝く銀髪、紅の大きな瞳ひとみ、フランス人形を思わせる非常に整った顔立ちの美少女、エルニだ。エルニはいつも通り、銀の髪をツインテールに纏まとめており、相変わらずぶかぶかの黄色のパーカーを身につけているのだが……あいつはなにをしているのだろうか？

　空腹のためか、飲食店の前で切ない顔をしている姿はよく見かけるが、こんなところで出くわすのははじめてだ。気になったオレはエルニへと近づく。

　エルニは見た目こそは美少女だが、自分のことを『神』とか言う変なヤツである。

　以前、空腹で困っていたエルニにオレが飯を奢おごってやると、あいつは喜び、『お礼に守護霊を憑つけてやる』と言って、銀と蒼あおに彩られた指輪をくれた。オレがいまつけているその指輪は、縁と縁を繋つなぐ効果があるらしく、それでオレはルナと再会できたわけだ。

　だから、オレはエルニに感謝しているし、また空腹で困っているときには助けてやろうと思っているわけだが……。

　あいつ、今日はどうしたんだろう？

　エルニは目移りするように色んな服を眺めていたが、可愛かわいらしいデザインのキャミソールを手に取ると、気に入ったのか目を輝かせた。

　しかし、キャミソールの値段を見た途と端たん、エルニは悲しげな表情になった。パーカーのポケットから小さなサイフを取り出し、不安げにサイフの中身を覗くと、彼女は切ない顔をしてため息を吐いた。そして、どこか羨うらやましそうな顔をして、近くにいた着飾った女の子たちを眺めはじめる。

　やっぱり、エルニも女の子なんだな。少し驚きながらも、オレはエルニへと近寄り、

「よお、珍しいな、こんなところで」

　と、声をかけた。

　エルニはオレに気づくと、「忍しのぶだ」と顔を輝かせた。しかし、オレが手に持ったブラウスに目をやると、何な故ぜか気まずそうな顔をして背中を向け、立ち去ろうとする。

「え？　あっ、おい、待てよ。なんで逃げるんだよ」

　ちょっと傷ついたオレは慌ててエルニの肩を掴つかむ。するとエルニは、両耳を手で押さえて叫んだ。

「知らない！　わたしはここで忍しのぶと会っていない！　忍に女装趣味があったなんて知らないから気にしなくていい！」

　途と端たん、人々の視線がオレに集まった。

　エルニは、「忍にそんな趣味があったなんて……」とガタガタ震えているが、こいつはどうしたものか。

　周囲の人たちから遠巻きに見られ、「変態」とか囁ささやかれているし、エルニの頭に軽くチョップを叩たたき込んでもいいよな、とか思っていると、「変態」という言葉に反応してか、エルニが眉まゆを寄せて叫んだ。

「誰だれだ変態なんて言ったのは！　忍は変態じゃないぞ！　女装趣味があったっていいじゃないか！　忍は忍だ！　バカにするとわたしが許さないぞ！」

　オレを庇かばうように前に立ち、珍しく怒っている様子のエルニ。周囲の人たちはエルニの言葉を聞き、反省したような顔を見せたあと、オレに温かい眼まな差ざしを向けてきた。

　状況はまったく好転していない。むしろ悪化しているような気もするが、仮にオレに女装趣味があったとしても、エルニがそれを受け入れてくれるようなヤツだということがよくわかった。

　チョップを打つために振りあげた腕を下ろし、オレは嘆たん息そくしながら言った。

「一応言っておくが、このブラウスはルナへのプレゼントだからな？　オレが着るわけじゃないぞ？」

「ええっ？　そ、そうだったのか？　えっと、その……ごめん」

　勘違いに気づいたエルニは赤くなったあと、頭をさげる。そして頭をあげたとき、エルニは「プレゼントか」と呟つぶやき、羨うらやましそうにブラウスを眺めた。

　いまにも『いいなあ』とか言いそうな顔をしている。

　オレは苦笑をもらすと、さきほどエルニが見ていたキャミソールに目を向ける。

「なあ、さっき熱心に服を見ていたけど、試着してみないのか？」

「……着たいけど、買えないんだ」

　訊たずねると、エルニはしゅんとした様子で答えた。

「そうか。だけどほら、着るだけならタダだぞ？　一度着てみたらどうだ？　似合わなかったらゲラゲラ笑ってやるから」

「に、似合わないとは失礼だな！　見ていろ！　神はなにを着ても似合うんだ！　いまはパーカーだが、心は錦にしきだ！」

　ちょっと格好いいことを言いながら、エルニはキャミソールを手に取ると、試着室に向かって歩いていく。オレもエルニの後を追って試着室の前まで行く。

　エルニは試着室の前で振り返り、「わたしが魅力的だからといって覗のぞくなよ？」と注意してきたので、「約束はできない」と答えておいた。

　するとエルニは嬉うれしげに微笑ほほえみ、試着室の中へと入っていった。

　うむ、何な故ぜかエルニは喜んでいたが、普通ならこうもうまくはいかないだろう。

　覗くことを否定したら、魅力がないのかと落ち込まれ、覗くと言ったらエッチと非難される。

　女心は難しい。試着室の前で腕を組みながら、そんなことを考えていると……不意に、試着室のカーテンが開き、白のキャミソールを身につけたエルニが姿を現した。

「どうだ！」

　笑顔でオレの前に立つエルニはお世辞抜きに可愛かわいかった。しみひとつない真っ白な肌に、綺き麗れいな鎖さ骨こつのラインが魅力的である。もう、なんというか、ぎゅっと抱きしめて頭を撫なでてやりたくなるような愛らしさである。

「よく似合ってるな。可愛いぞ」

　からかうことも忘れ、思わず本音がポロリともれてしまった。

　エルニは褒ほめられるとは思っていなかったのか、「え？」と驚き、真まっ赤かになるものの、

「ま、まあ、わたしは神だから当然だな！　もっと褒めてくれてもいいぞ！」

　胸を張って調子に乗る。だがエルニの頬ほおは赤く、口元には笑みが広がっていた。

　その表情は魅力的で見ていて飽きない。オレは目を細めて、くるっと一回転したり、モデルみたいなポーズを取ったりするエルニを眺めていた。

　しかし嬉しげだったエルニも、しばらくすると、しゅんと肩を落とした。

「……欲しいけど、買えない」

　それは独り言のような小さな呟つぶやき。

　オレはぽりぽりと頭をかいたあと、エルニに近づき、キャミソールに付いた値札に手を伸ばして値段を確認する。

「ふむ」

　確かにいい値段だが、買えないことはないな。

「似合ってるし、買ってやろうか？」

　そう言うとエルニは驚き、オレと自分が着ているキャミソールを交互に見て、

「いいのか？　本当にいいのか？」

　と瞳ひとみをキラキラさせながら訊たずねてきた。

　そんな目をされたら、取り消すわけにもいかないだろう。頷うなずいてやると、エルニは嬉しそうに微笑み、

「忍しのぶ、ありがとう！」

　いきなりオレに抱きついてきた。そしてオレの頬ほおにチュッと軽くキスをすると、にこにこ笑いながら、ご機嫌な様子で試着室へと戻って行った。

　オレはといえば、エルニの唇の柔らかい感触によって一時の間、桃とう源げん郷きようを彷徨さまよっていた。

　さすがにエルニが試着室から出てくる頃ころには我に返ってはいたが、笑顔のエルニが予想以上に可愛かわいくて、オレはまともにエルニの顔が見られなかった。エルニはキスしたことに照れはないのか、急いだ様子でレジへと向かう。

　その上、オレがぼんやりとしたままゆっくり歩いていると、エルニは笑顔のまま戻ってきて、

「忍しのぶ、忍、はやく、はやく行こう」

　ぐいぐいと、オレの服の袖そでを引っ張ってレジを指差す。

「服が伸びるからやめろ」

「じゃあ、こうする」

　注意すると、オレの腕をとってくるエルニ。

　オレの鼻の下が伸びるからやめろ。

　心の中で突っ込みつつも、小さいがぷにぷにした柔らかい感触にドキドキしながら、オレはエルニに連れられてレジへと向かい、会計を済ませる。

　満月の刺し繍しゆう入りブラウスと白のキャミソールの合計金額はなかなかに高く、痛い出費となってしまった。だが、キャミソールが入った紙袋をぎゅっと胸に抱き、幸せそうに頬を緩ませているエルニを見ていたら、これぐらいはいいかなという気持ちになった。

　エルニは何度も「ありがとう」と笑顔のまま礼を言い、ずっとご機嫌だった。

　服ひとつでここまで喜ばれるのも、なんだか照れくさい。オレはエルニから目を逸そらしながら歩き出す。

　それから十字路で笑顔のエルニと別れ、夕暮れの空の下、オレは家路へと急いだ。

　右手に持った袋には、ルナへのお土産、満月の刺繍入りブラウスが入っている。

　ルナもエルニみたいに喜んでくれるだろうか。

　そんなことを考えつつ、オレは自宅へと戻ると、「ただいま」と玄関の扉を開けた。

　すると、リビングからルナが顔を覗のぞかせた。続いて、学校から帰ったばかりなのか、制服姿のなずなも顔を覗かせる。ふたりはオレの姿を認めると、笑顔で近づいてきて、

「おかえりなさい、忍さん」

「お兄ちゃん、おかえり」

　と出迎えに来てくれる。オレは「おう」と答えたあと、ぐいっとルナに紙袋を差し出す。

「え？　なんですか？」　

　ちょこんと首を傾かしげるルナに、オレはそっぽを向きながら答えた。

「いや、その、ちょっといい服があったから、買ってみた。よかったら着てくれ」

　恥ずかしくて格好いいことが言えないオレである。

　もっと言いようがあったんじゃないかと後悔しつつ、チラリとルナを盗み見る。ルナは紙袋から満月の刺し繍しゆうが入ったブラウスを取り出し、じっと服を眺めていたかと思ったら、不意にうるっと瞳ひとみを潤ませた。

　え？　あ、あれ？　泣くほどまでにイヤだったのか？

「わ、悪い。イヤだったか？」

　慌ててオレが謝ると、ルナは「違います」と、首を横に振ったあと言った。

「すごく嬉うれしくて……私……」

　言葉に詰まりながらもルナは、「忍しのぶさん、ありがとうございます」と、ぎゅっと胸にブラウスを抱きながら、潤んだ瞳のまま笑顔を見せてくれた。

　そこまで喜んでくれるとは思っていなかったので、なんだか照れる。頬ほおをかいていると、

「ルナさん、よかったね」

　一部始終を見ていたなずなはにっこりと微笑ほほえみ、そしてオレに手を出して言った。

「それでお兄ちゃん、わたしの分は？」

「ありません」

　お土産を期待するように瞳を輝かせたなずなに、オレは両の手を広げてきっぱりと言った。今日は小説にブラウスにキャミソールと、けっこうな額の金を使ってしまった。これ以上の出費は避けたい。

「悪いな、なずな」

　詫わびるようにぽんぽんとなずなの頭を軽く叩たたくものの、

「……わたしにはないんだ」

　なずなはしゅんと肩を落としてしまった。そして、

「いいもんいいもん。わたしはゲームするもん。ゲームは楽しいんだもん。お兄ちゃんにはやらせてあげないから」

　拗すねてしまったのか、なずなは踵きびすを返して立ち去って行く。

「……ルナ。すまんが、今晩のなずなのおかずは一品、多めにしてやってくれ」

「はい。わかりました」

　ルナは未いまだに感動中なのか、潤んだ瞳のまま頷うなずいた。
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　晩飯を食べたあと自室に戻り、今日買った小説を広げたところで、コンコンと部屋の扉がノックされた。「誰だれだ？」と訊たずねると、オレの言葉に答えず、ガチャッとドアノブがまわる音が響き、風ふ呂ろあがりらしく、頬を上気させた母さんが部屋に入ってきた。

　相変わらずけっこうな年なのに、若く見える上に綺き麗れいな顔をしている。見た目だけはいいから、未いまだに街を歩けば若い男たちにナンパされるんだよなあとか考えていると、母さんはオレに近づき、「忍しのぶ」と声をかけてきた。

　オレは「間に合ってます」と答え、母さんを無視して小説に目を落とす。すると、

「あら、新刊が出たの。あたしが先に読むから寄よ越こしなさい」

　ナチュラルに理不尽なことを言うと、母さんはオレの手から小説を奪い取る。オレが取り戻そうと手を伸ばしたら――グーパンチが飛んできた。

「明日にはちゃんと返してあげるわよ。それよりも忍、お風ふ呂ろが空あいたからさっさと入りなさい。最後のアンタが入らないと洗濯機がまわせないわ。ルナちゃんが困るでしょう」

　人を殴り飛ばしておきながら、しれっと言うのが母さんのすごいところだと思う。

　オレは小説を諦あきらめ、嘆たん息そくしながら風ふ呂ろ場ばへと向かった。そして脱衣所に入り、服を脱いでいると、風呂場の電気が点ついていることに気がついた。きっと、母さんが消し忘れたのだろう。困った人だなと思いつつ、オレは風呂場の扉を開けた。

　途と端たん、目に飛び込んできたのは、圧倒的なボリュームを誇りながらも、素晴らしく形の良いふたつの大きな膨らみ。巨乳である。湯船の中、スイカのような大きな胸が、浮力によってぷかぷかと浮かんでいる。

　湯船に浸つかり、幸せそうな顔をした金髪美女が、湯船のヘリに背中を預け、「う～ん」と伸びをすると、浮力のせいか、大きな胸がふよふよと持ちあがるが……ちょっと待て。



    

  
    
      



    

  
    
      　どうしてルナが風ふ呂ろに入っているんだ？

　困惑しながらルナを眺めていると、

「……？」

　不意にルナと目が合った。

　――瞬間、ルナは「え？」と驚きに目を見開く。

　そこでオレは、両腕で自分の身体を隠しながら叫んだ。

「きゃあああああああ！」

「ごめんなさいぃいい！」

　オレが悲鳴をあげると、何な故ぜか被害者のルナは両手で顔を隠して謝っていた。

　ふむ、不思議と被害者ぶることに成功してしまったわけだが、ふと我に返ったオレは「すまん、すぐ閉める」と叫ぶと、風呂場に入ってドアを閉めた。

「ふう、これで良し――って、いいわけあるか！　アホかオレは！」

　動揺しすぎだ。なに自然に風呂場に入って来ちゃってんだよ、オレは。確かに、ルナの入浴シーンはものすごく魅力的だった。まだ見たいという気持ちはあったが、こんなことをしたらルナに嫌われてしまう。オレは慌てて背を向け、風呂場のドアに手を伸ばす。

「わ、悪い。すぐに出るから」

　焦りながら言うと、

「忍しのぶさん、ちょっと待ってください」

　背中からルナの慌てた声が聞こえてきた。そして、ザバッと風呂からあがる音が響き、ペタペタとタイルの上を歩く音のあと、そっと腕を掴つかまれた。

「あの、忍さん。私があがりますから、お風呂に入ってください。風邪引いちゃいますよ？」

「いや、オレはいいよ。お前こそ風邪を引くからゆっくり入ってろ」

　早口で返すと、ルナは少し躊躇ためらったあと、

「……それじゃあ、一緒に入りますか？」

　と、おずおずと訊きいてきた。

　それはものすごく魅力的な提案だったが、そんなことをしたらオレの理性が崩壊してしまうんじゃないだろうか？

　チラリと後ろを盗み見ると、ルナは髪をアップに纏まとめており、綺き麗れいなうなじが惜しげもなくさらされていて非常に色っぽい。そして片腕で大きな胸を隠してはいるが、見事な胸の谷間が見えるし、はっきりと胸の大きさまでわかってしまう。

　その上、胸以外は全部見えてしまっている。くびれた腰、小さなおへそ、さらにその下も……。

「忍しのぶさん、その、あまり見ないでください」

　オレはその言葉で我に返った。

　なんてこった。盗み見ていたはずなのに、思いっきりバレていた！

　ルナはオレの腕から手を離すと、恥ずかしそうに両手で身体を隠した。

　その仕草が妙に色っぽく、パリンとオレの理性にヒビが入った。

　……このままでは、理性が完全に崩壊する。

　そう判断すると、オレはがしっと風ふ呂ろ場ばのドアノブを掴つかみ、

「わ、悪かった。オレはあとで入るから」

　急いでドアノブをまわそうとしたら、

「……やっぱり、私と一緒に入るのはイヤですか？」

　悲しげな声が風呂場に響いた。

　やめてくれルナ。そんなことを言われたら風呂場から出ようという意志が薄れてしまう。

「別にイヤというわけじゃないんだが……」

　ドアノブを掴んだままオレが答えると、ルナは窺うかがうように訊きいてきた。

「……忍さん、さっき私のおっぱい見てましたけど……その……私のおっぱい、変だと思いましたか？」

　そのセリフに思いっきり動揺しつつも、オレは胸中で深呼吸ひとつしたあと、「どうしてそう思うんだ？」と冷静に返した。するとルナは自信なさげに言うのだ。

「この前、テレビで言っていました。日本人の男性は小さい胸が好きな人が多いって。それで、あんまり大きいと……嫌われちゃうって……言っていました……」

　悲しげな声をもらすルナ。

　そのテレビの情報が正確かどうかはわからないが、女性の魅力は胸の大きさで決まるものではないと、公的には言っておく。

　ルナは落ち込んだ様子で、

「忍さんも、小さい方がいいですよね？」

　と呟つぶやいていたが、胸の大きさよりも大事なのは気持ちだろう。

「ルナ」

　オレはそっとドアノブから手を離し、優しく言った。

「好きになったら胸の大きさは関係ないよ。テレビの言うことがすべてじゃない。それに、チラッとしか見てはいないが、ルナの胸は綺き麗れいだったよ。自信を持ってもいいと思うぞ。充分魅力的だ。オ、オレは……好きだぞ」

　途中、『充分魅力的』のあたりでものすごい小声になってしまったが、まあ聞こえなくてもいい。オレは頭をかくと、ルナを見ないようにして振り返り、湯船へと向かう。そして背中を向けて風ふ呂ろに浸つかった。

　ルナのことだから、一緒に風ふ呂ろに入ってやらないと、『やっぱり、私の胸は変なんですね』とか言って落ち込みそうだったので、仕方がない。

　無論、やましい気持ちがないのかと問われれば、まったくないとは言えない。

　ただ、理性はしっかりと保とうと思っていた。

　しかし、ルナはそんなオレの心情にまったく気づいていないようだ。オレに続いてちゃぽんと控えめな音をもらして風呂に入ると、甘えたような声音で「忍しのぶさん」ともらし、背中から抱きついてきた。

　瞬間、ふにゅんと筆舌に尽くし難い柔らかさのふたつの物体がオレの背中を襲った。直接に肌と肌とが触れ合い、柔らかくて温かくて気持ちがいい。

「ありがとうございます、忍さん。悩みがひとつなくなっちゃいました」

　ルナは耳元で嬉うれしげに囁ささやくと同時に、オレの胸に腕を回し、ぎゅっと抱きついてくる。当然ながら柔らかくも弾力ある大きな胸が強く背中に押し当てられる。

　ユ、ユニバース。こいつはまさにウォーターメロン。やっぱり輸入物は違う。かつてないほどにルナの胸が背中にあたり、胸の中心部の柔らかさが違うことを意識した途と端たん、

「おっ、おお？」

　つぅーと鼻血が垂れてしまった。

　慌てて鼻を手で押さえると、掌てのひらが真まっ赤かになっていた。ルナは後ろからその様子が見えたのだろう。

「だ、大丈夫ですか？」

　慌てたような声をもらし、一瞬ルナが背中から離れた。

　しかし、次の瞬間には右肩に柔らかいふたつの感触。大きく、なかなかに重量感があるそれは、間違いなくルナの胸だろう。ルナはオレの肩に両胸を乗せ、ぐいっと身を乗り出し、覗のぞき込むようにしてオレを見ていた。

「へ、平気だ」　

　心配げなルナの顔から目を逸そらした途端、ぷるんと突き出された美しい乳房が目に飛び込んできた。たわわに実ったふたつの膨らみの間から湯水がこぼれおち、綺き麗れいなピンク色の――そこまで見えた途端、何な故ぜか異様に鼻が熱くなり、気づいたときにはオレは鼻血を吹き出していた。

「ボンバヘッ！」

「ああっ。忍さん！」　

　再び、慌てたようなルナの声が聞こえてきたが、オレの意識はそこでブラックアウト。

　薄れゆく意識の中、ふと伸ばした手から、すごく柔らかい感触が返ってきたが、それを確認することなく、オレはそこで気を失った。
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　記憶がひどく曖あい昧まいだ。

　何な故ぜかオレは脱衣所で目が覚め、顔を真まっ赤かにしたルナに服を着せられていた。そしてルナに肩を借り、ふらつきながら脱衣所を出る。ルナは今日オレがプレゼントした、満月の刺し繍しゆう入りのブラウスを着ていた。Ｖネックから覗のぞく胸の谷間が色っぽかった。

　それにしても、ルナと一緒に風ふ呂ろに入ったところまでは覚えているのだが、なんでオレは倒れたんだろう。ルナは「のぼせちゃったんですね」と心配げな表情をしていたが、よく覚えていない。何故だか貧血でも起こしたように身体がふらつく。

　おかしいなあ、と思いつつルナに連れられリビングに行くと、ソファーに座ってオレの小説を読んでいた母さんが振り返り、湯あがりのオレたちを見て、にやっと笑って言った。

「あら、もしかしてふたりでお風呂に入ったの？」

　母さんは「仲が良いわね」とにやにや笑うが、

「おい、母さん。ルナが風呂に入っているのにオレに風呂を勧めるとはどういうことだ？」

　睨にらみつけてやると、母さんはやっぱり笑いながら言った。

「ルナちゃんが色々と家の手伝いをしてくれるから、ご褒美よ、ご褒美」

「はあ？　なんだよそれ？」

　意味がわからずオレは首を傾かしげた。だが、ルナはその意味がわかったのか、顔を赤くしながら頭を下げた。

「巴ともえさん。ありがとうございます」

　ルナと母さんはふたりでわかっているみたいだが、オレにはさっぱりわからない。首を捻ひねりながら手近のソファーに座って、テレビ画面に目を向ける。テレビでは赤いハチマキを巻いた猫がすばしっこい動きで砂漠を駆け抜けていた。

「ああ、なずながゲームしてるのか」

　呟つぶやき、ゲームのコントローラーを握るなずなに目を向ける。なずなはオレとルナとを交互に見たあと、ゲームを一時中断して訊きいてきた。

「あれ？　お兄ちゃんとルナさん一緒にお風呂入ったの？」

「ああ、そうみたいだぞ。よく覚えていないがな」

　ソファーに背を預けながら答えると、何故かなずなは羨うらやましそうな顔でルナを見つめると、オレに視線を戻して言った。

「お兄ちゃん、わたしとも一緒にお風呂入ろう」

「えっ、やだよ。お兄ちゃんそんなに子供じゃないし」

　さすがに恥ずかしかったのですぐさま却下すると、なずなは不満げに頬ほおを膨らませた。

「でもお兄ちゃん、ルナさんとは入ったよ？」

「いいだろう？」

　自慢するように言うと、何な故ぜかなずなはさらに頬ほおを膨らませた。

「いいもんいいもん。わたしはゲームするもん。猫さんが待ってるんだもん」

「ああ、頑張れ」

　適当に応援すると、なずなは「お兄ちゃんのバカ」とそっぽを向いた。

　なにを怒っているんだなずなは。苦笑しながらなずなを見ている母さんに『どういうことだ？』と目で訊たずねると、

「お兄ちゃんのバカ」

　気色悪い言葉が返ってきた。

　親子のせいか、母さんのなずなの物もの真ま似ねは妙に似ていて少し腹が立った。

「ルナ、ちょっとあそこのバカを殴ってきてくれ」

「ええ？　巴ともえさんはバカじゃないですよ。それに殴るなんてできません」

　ルナに断られたので、オレは肩をすくめてテレビ画面に目をやる。すると、

「忍しのぶさん、お風ふ呂ろあがりはいつも牛乳ですよね？　取ってきましょうか？」

　ちょうど飲みたいと思っていたときにルナが訊きいてくれたので、オレは笑顔で「頼むわ」と答えた。ルナがにっこり笑って頷うなずくと、

「あっ、ルナちゃん。あたしにはアップルジュースを頂ちよう戴だい」

　母さんがふざけたことを言い出した。

　しかし、ルナは「はい」と笑顔のまま頷き、ダイニングキッチンへと向かう。

　そして、牛乳の入ったコップとアップルジュースの入ったコップを両手に持ってルナが戻ってくる途中である。オレの目は捉とらえた。ルナの足元でぴんと張られたゲームの電源アダプターの黒いコードを。

　危ないと口を開こうとしたときにはもう遅かった。ルナは見事にゲームの電源アダプターコードに足を引っ掛けてすっ転び、両手から二つのコップがすっぽ抜けて宙を舞う。

　途と端たん、オレはジャンプして牛乳が入ったコップをキャッチする。隣にいた母さんもオレ同様に跳ちよう躍やくしてアップルジュースの入ったコップをキャッチした。しかし、

「にゃあああああ！」

　リビングに悲しげな声が木霊した。視線をやると、なずながゲームのコントローラーを握り締めながらふるふると震えていた。

「ゲ、ゲームが、猫さんが消えちゃったよお！　まだセーブしてなかったのに！」

　目に涙をためるなずなにオレは言った。

「大丈夫！　牛乳は無事だ！」

　オレの言葉を受け、母さんもアップルジュースを突き出しながら言った。

「アップルジュースも無事よ！」

　そこでオレと母さんは「乾杯」とコップを鳴らすものの、

「ふざけないでよお！」

　珍しくなずなが声を荒らげたので、母さんと二人揃そろって「ごめんなさい」と頭を下げた。

　そして、なずなはきっと眉まゆを寄せてルナを睨にらむ。しかしルナは生粋の機械音痴。自分がなにをしたのか、わかっていないようで、不安そうに瞳ひとみを揺らしていた。

　なずなはといえば、珍しく本当に怒っているらしく、

「ルナさんのバカ！　せっかくクリアできたのに、ひどいよ！」

　と不満をぶつける。ルナは申し訳なさそうに小さくなって「ごめんなさい」となずなに謝る。だけど、なずなはぷいっとそっぽを向く。

「ルナさんなんか知らない。変な服着てて格好悪いもん」

　へ、変な服とは失礼な。オレが買ったものだぞ？　お洒しや落れだろうが、と思わずオレは反論しかけたがやめた。なずなも拗すねているだけで、本気ではないとわかっていたからだ。まあルナもそれはわかっているはずだ。

「この服は変じゃありません」

　そうそう、変じゃない。ルナは反論なんかしな――あれ？

「なずなちゃん、ちゃんと見てください。素敵な服ですよ！」

　これは予想外だ。なずな同様、珍しいことにルナが眉を寄せて怒っている。

「素敵じゃないよ！　変だもん！　別に羨うらやましくなんかないもん！」

　ルナが怒ったせいで、なずなは引けなくなってしまったのか声を大にして言った。

「大体、ルナさんはお兄ちゃんに相応ふさわしくないよ！」

「ええっ？」

　ショックを受けたのか、涙目になるルナを見て、なずなは一瞬、『ああ、やっちゃったあ……』と後悔したような表情を見せたが、ぷいっと再びそっぽを向いて続ける。

「……こ、この前、テレビでやってたもん。ルナさんみたいな女の人が男の人をダメにするんだって。ルナさんは優しすぎるから、お兄ちゃんはそれに甘えてニートとかになっちゃうんだ。お兄ちゃんにはもっと厳しい人がいいんだよ！　お母さんみたいな人！」　　

　母さんみたいな人はイヤだなあ。

　というか、オレはどれだけダメな男なんだよ。なずなはお兄ちゃんをそんな目で見ていたというのか？　多少のショックを受けていると、ルナは「忍しのぶさんをバカにしないでください」ときつい口調で言った。

「忍さんはちょっとだらしなくて、乱暴なところもありますけど、優しくて強い人です。だから、ニートさんになったりはしません！」

「そんなことわからないよ！　お兄ちゃんがルナさんのせいでニートになっちゃったらどうするの！」

「そのときは私が責任を持って忍しのぶさんを食べさせてあげます！」

　大きな胸をぷるんと張ってルナが堂々と宣言すると、不意になずながオレに抱きつき、不満げに眉まゆを寄せて叫んだ。

「お兄ちゃんが困ったときは、わたしが食べさせてあげるからいいんだもん！」

　それを見たルナは、なずなに対抗してか、オレの腕を取りながら叫び返す。

「忍さんは私が食べさせてあげるんです！」

「だめだよ！　わたしだよ！」

　ふたりはオレの腕を互いにぐいぐい引っ張って睨にらみ合う。ふたりとも力を込めているようで、なかなかに腕が痛い。どうしたものかと困っていると、

「コラ、ふたりとも」

　見かねた母さんが仲裁に入ろうと、苦笑しながらルナとなずなに声をかける。しかし、

「なんですか、巴ともえさん？」

「なにお母さん？」

　ギロリと鋭い視線をふたりから浴びせられ、母さんは目を逸そらして言った。

「……なんでもありません」

　弱っ！　弱いよ母さん。どうしたんだよ、いつものような強面こわもてでふたりを止めてくれよと、オレは母さんに目を向ける。しかし、母さんは『無理』と目で返しながら小さく首を横に振る。

　なんだよ情けないなあ、とも思ったが、ルナとなずなに目をやった瞬間、母さんの気持ちが痛いほどによくわかった。

　怖い。普段温厚な人ほど怒ると怖いとはよく言うが、それは本当だったようだ。オレも母さん同様、睨み合うふたりからそっと目を逸らす。

　そんなオレと母さんに構わず、なずなとルナは口論を続けた果てに、

「もうルナさんなんか知らない！」

「私だって、なずなちゃんなんか知りません！」

　ふたりは揃そろってそっぽを向くと、怒ったままリビングを出て行った。

　なんてこった。ルナとなずなが喧けん嘩かしてしまった。

　予想外のできごとにオレと母さんはしばしリビングで呆ぼう然ぜんと立ち尽くしたのち、揃って頭を抱えたのだった。



    

  
    
      


第二章　フーズ・バッド！　ＢＡＤなずにゃん誕生！



　朝、オレはルナとなずなが言い争っている声で目が覚めた。

　ぼんやりとした意識の中、ふたりの会話を聞いていると、どうやらオレのベッドに侵入したなずなにルナが怒っていることがわかった。

　そういえば昨日の深夜、なずながベッドに忍び込んできたなあとか思っていると、

「なずなちゃんずるいですよ。私も入れてください」

「ダメだよ！　わたしが先に入ったんだもん！　ルナさんが入るスペースはないの！」

「ど、どうしてそんないじわる言うんですか？　少し空あいてるじゃないですか……」

　悲しげな声をもらすルナに、なずなは「早いもの勝ちだもん！」と譲らない。

「……なずな、空いてるんだから、ルナも入れてやればいいじゃないか」

　上体を起こして、欠伸あくびを噛かみ殺しながら言うと、

「忍しのぶさん、優しいです」

　何な故ぜか、ルナがぱあっと顔を輝かせてオレを見つめはじめた。

　対してなずなは、不満げに頬ほおを膨らませると、不意にオレに抱きついてきた。

「お兄ちゃんがいいって言ってもダメだもん。ルナさんは入っちゃダメ」

「で、でも、忍さんがいいって言ってくれました」

　ルナはなずなに対抗してか、オレの腕に抱きついてくる。

　それを見たなずなはぐいっと力強くオレの腕を掴つかむ。ルナも負けじと、オレの腕に力を込める。そしてふたりは、昨晩のように言い争いをはじめた。

「ルナさんより、わたしの方がお兄ちゃんのこと好きだもん」、「いいえ、私の方が好きです！」、「そんなことないもん！」、「……でも、忍さん、私と一緒にお風ふ呂ろに入ってくれました！」、「わたしはお兄ちゃんと一緒に寝たもん！」と、ぐいぐいオレの腕を引っ張って大騒ぎ。

　……正直、勘弁して欲しい。朝っぱらから喧けん嘩かなんかしないでくれ。

　オレは小さく嘆たん息そくすると、力を込めてルナとなずなの腕を引き離す。

　腕を引き離すと、ルナとなずなは揃そろって体勢を崩したが、オレは気にせず立ちあがり、ふたりの頭に、コンコンと軽くチョップを落とした。

「とりあえず、ふたりとも正座をしなさい」

　ビシッとベッドの上を指差す。すると、叩たたかれた頭を両手で押さえていたルナとなずなは見事なシンクロ率を見せて、揃って正座をした。

　仲が良いなあと思いつつも、オレは腕を組んで言った。

「朝から騒がしいぞ。近所迷惑だ。そしてこのオレ様がたいへんに迷惑だ」

　怒るように言うと、ルナとなずなはまたまた見事なシンクロ率を見せ、同時に焦ったような顔をして、これまた同時に頭をさげた。

「ごめんなさい、忍しのぶさん」

「ごめんなさい、お兄ちゃん」

「うむ、わかればいいのだ。さあ、今度は互いに謝れ。仲直りしろ」

　なるべく優しく言うものの、ルナとなずなはじっと互いの顔を見つめたあと、「知りません」「ふん！」と、そっぽを向いた。　

　あ、あれ？　オレには謝るのに、お前らはダメなの？

　それからしばらく説得を試みたが、ふたりに睨にらまれ、オレは仲裁を諦あきらめた。

　どうやら、ふたりの喧けん嘩かはまだまだ長引きそうだ。

　オレは大きくため息を吐いた。

　……ちなみに、ふたりに睨まれてかなり怖かったというのは内緒である。

　

　●　●　●

　

　学校に行くとき、いつものようにルナが家の門まで見送りに来てくれたが、なずなはそっぽを向き、知らない振りをしていた。対してルナは「いってらっしゃい」とオレに笑顔を見せてくれたあと、チラリとなずなを見てそっぽを向きながら言った。

「……なずなちゃんもいってらっしゃい。べ、別に、無事に帰って来てほしいなんて思って、見送りに来ているわけじゃありませんからね！」

「ふ、ふん！　わたしだって見送りに来てくれて嬉うれしいだなんて、ちっとも思っていないんだからね！　勘違いしないでよね！」

　……なにこのツンデレ？

　実はこのふたり滅茶苦茶、仲が良くないか？

　というか、ふたりとも本気で互いを嫌っているわけじゃないんだし、早く仲直りすればいいのに。なにを意地になっているのだろう……？　

　通学路を歩きながら、チラリとなずなに視線を向けると、さっきまで怒っていたのはどこへやら。しょんぼりと肩を落とし、目に見えて落ち込んでいた。

「……なあ、なずな。お前、ルナに謝ったらどうだ？」

　後悔しているようだったので、なずなも素直に頷うなずくと思ってオレは続ける。

「ルナだって、お前が謝ったらすぐに謝ると思うぞ？　ルナも口ではああ言ってたけど、今朝の朝飯のおかず、お前だけハムが一枚多かっただろ？　ルナだって仲直りしたいんだよ」

「……わたしは仲直りなんてしたくないもん」

　いつも素直ななずなには珍しく、首を縦に振らず、俯うつむきながら小さく答えた。

「おいおい、そんな心にもないことを言うなよなずな。いい子だから仲直りしろよ」

「わたし、いい子じゃなくてもいいもん」

「じゃあ、悪い子だぞ？」

　言うとなずなはむむっと眉まゆを寄せ、ぎゅっと拳こぶしを握り締め、目に涙をためながら叫んだ。

「いいもん！　お兄ちゃんが悪い子とか言うから、わたしはもう悪い子になるもん！　フーズ・バッド！」

　お、おお。なんかよくわからんが、なずながグレてしまった。これが噂うわさの反抗期というヤツだろうか。

「お兄ちゃん、わたしは怒ってるんだよ！　絶対に謝らないから！」

「……なにをそんなに怒っているんだよ。変なヤツだなあ」

　ため息をつきながら言うと、なずなはきっとオレを睨にらみ、「あむっ！」と、いきなりオレの手に噛かみついてきた。

「お、おおおお？　な、なずなさん？　それはお兄ちゃんの手ですよ？」

「知ってる！　でも悪い子だから噛むもん！」

　驚いて注意したが、なずなはいったん口を離して『悪い子宣言』をすると、再びがぶっと噛みついてきた。

「いや、なずな痛い。痛いからやめて欲しいんだけど……」

「やめないもん！　お兄ちゃんが謝るまでやめないから！」

　まったく、何な故ぜオレが謝らないといけないんだ？　理不尽さを覚えていると、オレが謝らないことがイヤなのか、なずなは噛む力を強くしてきた。歯が皮膚に食い込んできて滅茶苦茶に痛い。

「痛い！　こいつは獣だ！　なずなという名の獣だ！」

　なんということだ。なずなが、ＢＡＤなずにゃんになってしまった！

「謝る！　謝るから許してくれＢＡＤなずにゃん！」

　オレが謝ると、ＢＡＤなずにゃんはようやく噛むのをやめてくれた。

　手を見るとしっかりと綺き麗れいな歯形が付いていた。

「まったく、なんてひどいヤツなんだ。このアホ」

　恨みがましくＢＡＤなずにゃんを見ると、ヤツはオレの発言が気に入らなかったのか、両手を広げて威嚇するように叫んだ。

「フーズ・バッド！」

「おわっ。こいつまた噛みつくつもりだ！　逃げろ！」

　今日のなずなは野生化している。切れるナイフ。危険だ。

　だっと逃げるように駆け出すと、なずなはにゃあにゃあ言いながら追いかけてくる。

　迫りくるＢＡＤなずにゃんから逃げていると、前方に知り合いを発見。

　クールな眼まな差ざしの黒髪美人、五ご行ぎようさんだ。オレは五行さんの姿を認めると、急いで駆け寄り助けを求めた。

「五行さん！　助けてくれ！　獣が、獣がオレに噛かみつこうとしている！」

「な、南なん条じよう君？　どうしたんだ？　獣ってどこに？」

　驚きながらオレの顔を見て、首を傾かしげる五行さん。オレはばっと振り向きつつ、後ろにいる獣を指差す。

　獣――ＢＡＤなずにゃんは、両手を広げてにゃあにゃあと威嚇してくる。

　なんてアホな――もとい。なんて怖いヤツなのだ。

　オレはさっと五行さんの背中に隠れるものの、

「……か、かわいい」

　場違いにもうっとりとした声が聞こえてきた。

「南条君、撫なでてもいいかな？」

　振り返って五行さんがそんなことを訊きいてきたが、オレは慌てて首を横に振った。

「ダメだ、危険だぞ五行さん。ヤツは見た目こそいつものなずなだが、実は、悪あくの心に染まったＢＡＤなずにゃんという名の獣。油断しているとオレのように噛まれて――って、普通に撫でてるな……」

　ＢＡＤなずにゃんは五行さんの手により、キャットなずにゃんとなった。

　なずなは五行さんに頭を撫でられ、嬉うれしげに目を細めている。

　なんということだ。ＢＡＤなずにゃんよ、お前はその程度の悪だったというのか。

　ふとそんなことも思ったが、五行さんと腕を組んで楽しげににゃあにゃあ笑いながら歩いているなずなを見ていたら、そんな気持ちも薄れていった。

　そして、分かれ道で中学校へと向かうとき、なずなは笑顔だった。五行さんのおかげで少しは気が晴れたようだ。うむ、やっぱりなずなには笑顔がよく似合う。早くルナと仲直りして欲しいとオレは思った。

　

　●　●　●

　

　早くルナとなずなが仲直りして欲しい――と、登校時にオレはそんなことを思っていたわけだが、それは他人事ではなかった。オレも早く仲直りしなければいけなかったのだ。

　ルナとなずなの喧けん嘩かのせいですっかり忘れていたが、オレは昨日転校生を怒らせていた。

　赤髪美人の転校生は、男子生徒たちに取り巻かれながら登校してきたものの、オレと目が合うと「ふん！」とそっぽを向いた。

　どうやら、相当に嫌われてしまったようだ。

　自業自得とはいえ、人に嫌われるのはやっぱり少し寂しい。相手が美少女とあらば尚なお更さらである。オレは嘆たん息そくしつつも、どうやったら仲直りできるだろうかと考えた。

　授業中、転校生は教科書がないためか、授業の内容がよくわからないようで、退屈そうな顔をしていた。だが、昨日のようにオレに「教科書を見せろ」と言うことはなかった。そもそも、オレとは視線すら合わせてくれない。

　さすがにオレも少し心が痛んだ。だから一応、休み時間に、「よお元気？」とか「昨日のテレビ見た？」とか「今日は乙女座の運勢がいいみたいだぜ？」などと転校生に話しかけてみるものの、ことごとく無視されてしまう。

　こうなったら素直に謝るしかないだろう。

　オレは四時間目の授業が終わった途と端たん、ばっと転校生に向き直り、言った。

「転校生、昨日はすまなかった」

　小さく頭を下げるものの、転校生はむすっとした表情のまま立ちあがり、無言で立ち去ろうとする。

「いや待て。待ってくれ。謝る。この通りだ」

　オレは慌てて、がしっと転校生の腕を掴つかんで謝った。

「本当に悪かった。反省している。全部オレが悪い。許せ。いますぐ許せ。さっさと許せ！」

「あんた全然反省してないでしょう！」

　やっと口を開いてくれたかと思ったら、それは怒声であった。

　振り返った転校生はキッとオレを睨にらみつけてきたので、

「お前、怒った顔も可愛かわいいな」　

　とりあえず褒ほめてみた。しかし、次の瞬間には膝ひざ蹴げりが飛んできた。鋭い膝が鳩尾みぞおちに突き刺さり、一瞬呼吸が止まる。

「痛いなあ……」

「なによその顔！　全然痛そうじゃないじゃない！」

　理不尽なことを言うと、転校生は再び蹴りを放とうとする。

「おい待て、早まるな。本当に痛いんだよ。暴力はやめろ。弁当のおかずを分けてやるから許してくれ」

　焦って適当なことを言ってしまったが……弁当のおかずで手を打てとは、餌え付づけでもしようとしているのか、オレは？

　これはさすがにマズイと思ったのだが、転校生は何な故ぜか「お弁当？」と興きよう味み津しん々しんな表情を浮かべた。

　これはチャンスだ。オレはすぐさま鞄かばんから弁当箱を取り出し、さっと包みを解き、弁当箱の蓋ふたを開ける。

　途と端たん、彩り豊かなおかずたちが目に飛び込んでくる。タコさんウインナーに唐揚げに卵焼き。もちろん、にんじんやほうれん草などの野菜もある。

　にんじんは嫌いなので入れないで欲しいのだが、弁当が美お味いしそうなことに変わりはない。転校生はじっと弁当を見つめながら訊きいてきた。

「……本当に分けてくれるの？」

「あ、ああ。それで昨日のことを許してくれるのなら構わない」

　転校生は少し悩んだあと、まだ不満そうな顔をしながら言った。

「それじゃあ、あたしの名前をフルネームで言えたら許してあげるわ」

　やはり昨日のことをまだ怒っているようだ。

　オレは転校生の目をしっかりと見ながら答えた。

「マキナ・リーベライ・オランジェロだろ？」

「……なによ、ちゃんと覚えてるじゃない。やっぱり、昨日はあたしをからかったのね？」

「悪い、オランジェロさん。ちょっとふざけすぎたな」

　素直に謝ると、転校生はぶすっとしながら「バカ」と呟つぶやき、ぽん、と拗すねたようにオレの脚を蹴けってきた。

　その仕草がちょっとだけ可愛かわいいと思ったのは、秘密である。

　転校生は小さくため息を吐いたあと、オレを見下ろしながら言った。

「ファミリーネームはあまり好きじゃないのよ。だから、あたしのことはマキナって呼びなさい。そしたら許してあげる」

「マキナ」

　素直に呼ぶと、

「どうして呼び捨てなのよ！　ちゃんと『様』を付けなさい！」

「おっと、これは失礼しましたマキナ様。以後、気をつけます」

　何な故ぜか怒られたので、オレはビシッと敬語で返した。

「それではマキナ様。どうぞ、お弁当です」

　さっと両手でマキナ様にお弁当を差し出すものの、

「う、うわっ。気持ち悪い。やっぱり『様』はいいわ。あと、敬語も使わないでちょうだい。なんか、あんたが敬語を使うと気持ち悪い」

　両手で身体を抱きしめながら、怖いものでも見たような顔でそんなことを言う転校生。

　一応言っておくが、オレは深く傷ついている。

　せっかく恭しく敬語を使ってやったのに。胸中で愚ぐ痴ちりながらオレは言った。

「それじゃあ、お前のことはマキナと呼ぶぞ」

「ま、また呼び捨て。ちょっと、呼び捨てはやめなさいよ」

「イヤならマキナ様です」

「うっ、やっぱり気持ち悪い」

「気持ち悪い言わないでください。これもイヤならやはり『マキナ』です」

「両極端ねえ！」

　転校生は少し悩んだあと、ため息混じりに言った。

「もうマキナでいいわよ」

　ぼやきながら転校生――いや、マキナはオレから弁当箱を受け取ると、席に座る。そしてオレの箸はしを取り、ぱくっとおかずの唐揚げを口に含んだ。

　あの、オレの箸を使わないで欲しいんだけど。

　マキナはぱくぱくと、遠慮なく人の弁当のおかずを口の中に放ほうり込み、目を細めて食事を楽しんでいるが、それはオレの弁当だ。分けてやるとは言ったが、全部やると言った覚えはない。どんどんとなくなっていくおかずを見ているうちにオレは不安を覚えた。

　しかし、マキナが頬ほおを緩めながら食事を取っている姿を見て、注意する気持ちが薄れてしまった。

　きついイメージばかり抱いていたので、可愛かわいらしく微笑ほほえむその姿はすごく魅力的だった。その表情に見み惚とれてしまいそうになりながら、オレは口を開いた。

「どうだ、美う味まいだろ？」

　ルナの料理はそこらの店で出しているものよりもよっぽど美味い。自分のことでもないのに、胸を張りながら訊たずねると、意外にもマキナは「ええ」と素直に頷うなずいた。

「美お味いしいわね。昨日学食で食べた日替わり定食とは、天と地の差ね」

　学食のおばちゃんに怒られそうだが、その言葉にウソはないようだ。マキナは手を休めることなく弁当のおかずに箸を付ける。

「……お前、もしかして腹減ってたのか？　すごい勢いだな」

「う、うるさいわね。こんなに美味しいご飯を食べるのは久しぶりなんだから仕方がないでしょう」

　少しからかうように言うと、マキナは赤くなったが、それでも箸は止めなかった。

　どうやら、本当に美味しいご飯を食べるのは久しぶりのようだ。

「なんだ、お前料理とかはしないのか？　お袋さんに作ってもらったりは？」

　何気なく訊ねた途と端たん、ふとマキナの手が止まった。

　そして一瞬、ほんの一瞬だけ、ひどく悲しげな表情を見せたあと、すぐにいつものような女王然とした顔つきに戻り、言った。

「あたしは料理なんかしないし、お母さまは……もう、いないから」

　……もしかして、マキナの母親はもうこの世にいないんじゃないだろうか。

　さきほど一瞬だけ見せた、あの泣きそうに歪ゆがんだ表情。

　思わず、喉のどから謝罪の言葉が出かかったが、オレはその言葉をぐっと飲み込む。

　謝罪の言葉を吐いたところで、なにかが変わるわけでもない。

　だが、このまま見ているだけなんてこともできそうになかった。

　オレはすっとマキナの頭に手を伸ばし、

「弁当は全部やるから、だから……ゆっくり味わって食べろ」

　そっと頭を撫なでてやる。

　マキナは驚いていたが、特になにも言わず、気持ち良さそうに目を細めた。しかし、不意にはたとなにかに気づき、真まっ赤かになると、ベシッと、いきなりオレの頬ほおを殴ってきた。

「痛いてぇな！　なにすんだよ！」

「そ、それはこっちのセリフよ！　気安く触らないで！」

　マキナは不満げに叫んだあと、そっぽを向き、頬を赤くしたまま、「……お姉さまみたいじゃない……」と小声でなにかを呟つぶやいていたが、よく聞こえない。

「ん？　なんか言ったか？」

「な、なんでもないわよ。この、えっと、バカ！」

　なんでバカとか言うんだろうか、こいつは。

　憎たらしい娘こねえ、と嘆たん息そくすると、マキナはおずおずと似合わない表情で、窺うかがうように訊きいてきた。

「……ねえ、本当にこのお弁当全部もらってもいいの？」



    

  
    
      



    

  
    
      「ああ。オレは腹減ってないからな。気にせず食べてくれ」

　一食や二食抜いたところで死にはしまい。オレは余裕で答えた。

　しかし、クールなオレの意志に反して、胃袋のヤツがテロを起こした。ヤツはオレが格好をつけているのにも拘かかわらず、場違いにも「クウー」と間抜けな音をもらしたのだ。

「……あんたお腹なかが鳴ってるわよ？」

「そ、それは幻げん聴ちようだ。病院に行った方がいいな」

　赤面しながら答えると、マキナは面白そうに笑った。

「な、なにがおかしいんだよ？」

　赤い頬ほおのまま訊たずねると、マキナはくすくす笑って答えた。

「ふふ、やっぱりあんたはバカね。生意気であたしの言うことは聞かないし、偉そうにしてて全然思い通りに動いてくれないけど……」

　マキナは微笑ほほえみながら「でも」と続ける。

「まあ、今回は許してあげるわ。これからよろしくね、南なん条じよう」

　その艶つやのある表情にドキリとはしたが、どこか含みを持ったマキナの口調に違和感も覚えていた。どうしてか胸に引っ掛かりを感じ、胸中で首を傾かしげる。

　なんだろうと考えていると――空気の読めないオレの腹がまた「クー」と鳴った。

　途と端たん、マキナはまたくすくす笑い、「仕方ないわね」と弁当のおかずを箸はしで掴つかみ、

「ほら、食べなさい」

　と、オレの口元に箸を持ってくる。

　まさか、これはあの嬉うれし恥ずかしの『あ～ん』というヤツなのだろうか。

　ドキドキしながらも、相手を気遣うつもりでオレは大きめに口を開け、マキナの動きを待つ。しかし、マキナはオレを見ると悪戯っぽく笑い、「あげない」と自分の口の中に弁当のおかずを放ほうり込んだ。

「……おいこら。男の純情を弄もてあそんでそんなに楽しいか？」

「楽しいわね。口を開けてるときのあんた、けっこう可愛かわいかったわよ」

「か、可愛いだと……？　そ、そんなこと言われたの、はじめて……」

　わざとらしく、ぽっと頬を赤く染めてみせると、マキナは呆あきれたように言った。

「あんた目付き悪いものね」

「そんなことはない。この輝きに満ち満ちた目を見ろ」

　カッと目を見開いてやると、

「ふ、ふん。なかなかロックな目をしているじゃないの」

　冗談だったのに、褒ほめられてしまった。

　ロックな目だと言われたのは過去に一度だけ。ルナの義理の父親、ブラムのおっさんにだけである。……ちょっと嬉しかった。

　そっぽを向いて嬉うれしさを隠していると、マキナが「はい」と、再び弁当のおかずを箸はしで掴つかみ、オレの口元に持ってくる。

「……今度こそちゃんとくれるんだろうな？」

「欲しいなら、お願いしてみなさいよ」

「――べ、別に欲しくなんか、ないんだからね！」

　ツンデレでおねだりしてみた。

「素直じゃないわね」

「お前も素直なタイプじゃないだろ？」

「うるさいわねえ」

　言いながらマキナは箸で掴んだおかずをオレの口の中に突っ込んできた。こんなにも優しくない『あ～ん』は見たことがない。

　というか、それはオレの弁当だぞ。

　色々と言いたいことはあったが、まあいい。マキナと仲直りするという目的は達成できたので、よしとしよう。

　それから、マキナと弁当を食べ終わるまで談笑を続けたあと、オレは空になった弁当箱を片づけると、席を立ち、トイレへと向かった。

　そしてトイレから教室に戻り、ふと自分の席に目を向けると、マキナが男子生徒たちに囲まれているのが見えた。

　見覚えのない生徒たちは違うクラスの連中だろうか。

　ずいぶんな人気だな。

　気だるそうに男子たちの相手をしている女王みたいなマキナを眺めていると、不意に「南なん条じよう君」と声をかけられた。

「声の方に振り向くと、黒髪美人の五ご行ぎようさんがいた。今日も五行さんは綺き麗れいだな、とオレは思った」

　モノローグを口に出すと、五行さんは「……あ、ありがとう」と赤くなったが、すぐにいつものきりっとした表情に戻り、難しい顔をして話しかけてきた。

「南条君、あの転校生、オランジェロさんなんだが……変な感じとかしないか？」

「変な感じ？　まあ態度がでかくて女王みたいなヤツだけど、からかうと面白いぞ？　なんなら『五行さんがお前のことを変態だと言っていた』と伝えてこようか？」

「そ、そうじゃない！　そうじゃなくて……うまく言えないんだけど、変なんだ。匂においからして悪魔とかじゃないことはわかるんだが、イヤな感じがする。胸騒ぎがするというか……」

　自分でもよくわかっていないのか、首を傾かしげる五行さん。

「……そういえば以前、ルナがオレのところにやってきたとき、五行さんは『臭におう』とか言っていたけど、それと同じような感じなのか？　もしかして、マキナに悪魔が憑ついているかも知れないってことか？」

　少し心配になったのだが、五ご行ぎようさんは「いや、それは違う」と首を横に振る。

「そういった匂においは転校生からは感じない。だから、悪魔云うん々ぬんじゃないと思う」

　退魔関係の話かと思ったが、そうでもないようだ。五行さんはきっぱりと否定した。

　どうやら、五行さんが感じているのは直感的なものらしい。五行さんは難しい顔をしたまま首を傾かしげていた。

　うむ、眉まゆを寄せて悩む姿が色っぽいと、一瞬、そんな場違いなことを思ってしまったが、頭を振って気を取り直し、オレも腕を組んで考えてみた。

　五行さんの言う胸騒ぎとはなんだろうと。

「う～ん、オレは別になにも感じなかったんだが、五行さんはどんな風にイヤだと感じたんだ？」

　訊たずねると、五行さんはすまなそうに首を横に振って答えた。

「ごめん。うまく説明できないんだ。ただ、あの転校生からはどうしてもイヤな感じがして……」

　五行さんがそう呟つぶやくと、話を聞いていたのか、クラスメイトの南みなみが短いスカートを揺らしながら近づいてきた。そして、「あたしもそう思う」と、五行さんに同意するように頷うなずき、続けた。

「無む理り矢や理り、南なん条じようくんの隣の席に座って、羨うらやまし――じゃなくて、イヤな感じよね」

「ん？　羨ましい？」

　オレが首を傾げると、南はどうしてか赤い顔をして慌てて手を振った。

「そ、そうじゃなくて、そのつまり――ああいう態度はどうかと思うわけなのよ！　クラスの秩序を乱すわ！」

　クラス委員長でもないくせに、急に真面目まじめぶる南。

「強引というか、これからもクラスの男子たちを顎あごで使いそうで、イヤな予感がするというか……」

　南は「ともかく！」と、ビシッとオレを指差し言った。

「オランジェロさんは悪女って気がするのよ。だから南条くん、悪女なんかに騙だまされたらダメだからね」

「安心しろ南。オレは常に騙す側の人間だ」

　マキナが悪女とは思えなかったので、適当に答えると、

「……南条くん、格好いい」

　何な故ぜか南はうっとりとしたような表情を浮かべたあと、「でも気をつけてね」と念押ししてきた。オレは頷きつつも、それとなく南に訊ねた。

「それで南みなみ。お前、いつからオレと五ご行ぎようさんの話を聞いていた？」

「え？　転校生からイヤな感じがするっていうところだけど……？」

「そうか」

　不思議そうな顔をして答える南を見て、オレと五行さんはほっと胸を撫なで下ろした。

　やはり、五行さんが退魔士であることは隠しておいたほうがいいだろう。オレは『今度からもっと気をつけて話そう』と五行さんに視線をやる。すると五行さんも『わかった』と頷うなずきながら返してくれた。

　それを見た南は、どうしてか小さく頬ほおを膨らませながら言った。

「なんか、知らない間に南なん条じようくんと五行さん仲良くなってない？」

「そんなことはない」

「ええっ？」

　とりあえず否定しておくと、五行さんが落ち込んだような声をもらした。

「……南条君、私がナンパされていたときに助けてくれたし、犬のぬいぐるみもプレゼントしてくれて、一緒に名前も考えてくれたのに……」

　どうしてか、五行さんはずずーんと肩を落としてしまう。

「いや、冗談だ。冗談だから！」

　慌ててフォローすると、五行さんはほっと胸を撫で下ろした。

　しかし、なんで五行さんはあんなにも落ち込んでしまったのだろうか。

　わからないなあと首を捻ひねっていると、チャイムが鳴り、担任の柊ひいらぎ先生が教室に入ってきたので、オレは自分の席に戻った。

　そして五時間目の授業がはじまると、マキナが昨日と同じように、「教科書見せなさいよ」と、身体を寄せてきた。

　今日は素直に教科書を差し出すと、意外なことに、マキナは昨日のようにオレから教科書を奪ったりはしなかった。ぐいっと、オレの肩に自身の肩をくっつけながら教科書を眺めていた。　

　う、う～む。外国人は日本人よりスキンシップが好きだとは聞くが、身体が触れることにあまり抵抗がないのだろうか。柔らかな赤髪が軽く肩口に当たり、甘い香りが漂ってきて、温かな体温も肩に感じ、胸が高鳴った。

　そしてマキナは不意に、覗のぞき込むようにじっとオレを見つめながら話しかけてきた。

「ねえ南条」

「ん？　いまはフリーだから、彼女なら募集中だぞ？」

「そんなことは聞いてないわよ！」

　予想された質問を先回りして言ったつもりだったのだが、見当違いだったようだ。マキナは怒ったように言ったあと、小さく深呼吸して怒りを鎮め、再びオレを見つめると、色っぽく耳元で囁ささやくように言った。

「ねえ、昨日も言ったけど、あんた、あたしの奴ど隷れいになりなさいよ」

「イヤだ」

　甘い吐息にも騙だまされず、即答すると、マキナは形の良い眉まゆを寄せた。

「なんでよ？　あたしのものにしてあげてもいいって言ってるのよ？」

「……それ、特典はなんだ？」

　訊たずねると、マキナはそっとオレの頬ほおに手を伸ばす。そして、オレの頬を撫なでながら言うのだ。

「あたしの奴隷になったら、あんたを優しく踏んであげるわよ？」

　艶つやのある囁き声に一瞬ドキリとしたが、

「誇り高きこのオレ様が踏まれて喜ぶと思うか？」

「……試してみる？」

　ゾクっと背筋が凍るほどに色っぽい表情だったが、そんなものには惑わされない。

　イヤなものはイヤだ。オレはマキナの琥こ珀はく色いろの瞳ひとみから目を逸そらし、「授業中だから静かにしろ」と注意して、甘い誘惑から逃れる。マキナは不満そうな顔をしていたが、諦あきらめたのか素直に授業を聞いていた。

　しかし、授業が進むにつれマキナはうつらうつらし出した。

　まあ、それも無理はない。五時間目は柊ひいらぎ先生の古典の授業なのだ。

　昼飯後ということで、ただでさえ眠気を誘う時間に、柊先生の間延びした優しい声はまるで子こ守もり唄うたのように聞こえるに違いない。

　とうとうマキナは目を閉じ、オレの肩にしなだれかかると、すうすうと寝息を立てて、眠りの世界へと旅立っていった。

　視線を落とすと、マキナは瞼まぶたを閉じ、桜色の形の良い唇を無防備にさらしていた。わずかに開いた唇はなにかをねだっているようにも見え、ドキドキする。

　しかし、それ以上に寝顔があどけなく、微笑ほほえましい気持ちになってくる。　

　寝顔はすごく可愛かわいいな。

　少し驚きつつも、マキナの寝顔を眺めながらオレは五時間目の授業を過ごした。

　

　●　●　●

　

　滞りなく五時間目、六時間目の授業が進み、いつも通りに帰りのＨＲホームルームも終わり――よくやく訪れた放課後。オレは席を立たず、帰宅部のエースの座も他の誰だれかに譲り、腕を組みながら考えた。

　ルナとなずなのことだ。

　このまま家に帰っても、ふたりはまた喧けん嘩かを続けるだけだろう。なにか対策はないかと、首を捻ひねっていると、隣の席からマキナが話しかけてきた。

「ねえ南なん条じよう」

「――『様』はどうした？」

「あっ、ごめんなさい。南条様――って、なんで『様』なんてつけないといけないのよ！」

「……お前、意外にノリがいいよなあ」

「違うわよ！　あんたが偉そうに、当たり前のような顔をして言うからでしょう！」

　声を荒らげながら、がんとオレの脚のスネを蹴けり飛ばしてくるマキナ。

　乱暴なヤツだ。眉まゆをひそめながらクラスメイトたちを眺めていると、不意に廊下から、手に竹刀しない袋を持った五ご行ぎようさんが教室に顔を覗のぞかせた。

　五行さんは誰だれかを探すようにきょろきょろと教室に視線をやり、オレを認めると、「南条君」と手をあげる。

「よかった。まだ教室にいたんだな」

　にっこりと微笑ほほえむ五行さんはなにやらいつもと様子が違う。どこか表情が緩んで楽しげである。

「南条君、こっちに来てくれ」

　なんだろう。席を立って、笑顔で手招きをする五行さんに近づこうとすると、不意にくいっと服の袖そでを掴つかまれた。振り向くと、マキナが不満げな顔でオレを見つめていた。

「どこに行くのよ？　あたしと話している途中でしょう？」

「あ～、はいはい。いい子だからあとにしろ」

　子供でもあやすようにマキナの頭を撫なでると、五行さんへと向き直る。背中から「ちょっと南条！」という怒ったような声が聞こえてきたが、とりあえずマキナは後回しだ。オレは教室の扉の前に立つ五行さんへと近づく。すると、

「――にゃあ！」

　突然、五行さんの背中から飛び出す人影。

　小柄のそいつは両手をあげ、愛らしい笑顔を浮かべてオレへと飛び掛かってくる。

　知らないヤツだったらひょいと身をかわすところだが、そいつの姿を見て苦笑しながらオレは抱きとめてやろうと両手を広げた。

「わ～い、お兄ちゃん！」

　満面の笑みでオレに抱きついてきたのは、なずなだった。

　今朝は悪あくに染まったＢＡＤなずにゃんだったが、いまはいつものなずなだ。

　オレは、体温が高くお日様の匂においがするなずなをぎゅっと抱きしめてやった。すると後ろから、「な、南条が、あの鬼の南条がすげえ優しい笑顔だ。なんだあれ！」とか、「あんな顔もするのね……ちょっと可愛かわいい」とか、「ロリだ。美少女ロリが降臨した！」とか聞こえてきたが気にしない。無視してなずなと遊んでいると、

「ふふ、よかったな、なずなちゃん」

　声に振り向くと、五ご行ぎようさんが優しげな瞳ひとみでなずなを眺めていた。

「五行さんありがとう。お兄ちゃん見つかったよ」

　オレの胸に頬ほおをすり寄せ、「えへへ」と笑うなずな。

「……もしかして、五行さんがわざわざ案内してくれたのか？」

「気にしなくていい。廊下で偶然なずなちゃんに会ったから、嬉うれしくなって……」

「嬉しくなって？」

　聞き返すと、五行さんは誤ご魔ま化かすように「こほん」と咳せき払ばらいをひとつ。

「そ、その、なずなちゃんが早く南なん条じよう君に会えるように案内しただけだ。別に、私がなずなちゃんと話がしたかったわけじゃないから」

　ウソをつくのが下手な人だ。

　慌てて手を振る様さまがウソですと言っているようなものではあるが、そんな仕草もなんだか微笑ほほえましい。

「ありがとうな」

「う、うん」

　礼を言うと五行さんは赤くなる。その表情がちょっと可愛かわいかった。微笑みながら五行さんを眺めていると、

「なに？　その娘こ、南条の妹なの？」

　不意に背中から声をかけられた。振り向くとオレの後を追ってきたのか、マキナが後ろに立っていた。そして、品定めでもするようになずなを見下ろす。威圧感のある瞳に大抵のヤツはビビるんだろうが、

「こんにちは！」

　なずなにそんなことは関係なかった。

　人見知りなどしたことがないなずなは、にっこり笑って元気いっぱいに挨あい拶さつ。

　マキナはそんな反応は予想外だったのか、少し驚いたような顔をする。しかし、なずなの無邪気な微笑みにつられたのか、自身も笑みをこぼすと、ゆっくりと手を伸ばし、なずなの頭を撫なではじめた。

　その表情を見て、オレは驚いた。

　それはいままで見たどの笑顔とも違う、優しい微笑み。

　女王然としている笑みよりも、いまの笑顔のほうがずっと魅力的に見えた。

「お前、素直に笑うと可愛いんだな」

　思ったことを口に出すと、マキナはわずかに頬を赤くし、「ふ、ふん！」と誤魔化すようにそっぽを向いて、何事もなかったかのように立ち去ろうとする。

「あいつ照れてるな」

　なずなと五ご行ぎようさんに向かってからかうように言った途と端たん、マキナは勢いよく振り返り、振り向き様ざまにオレに蹴けりを放ってきた。

　蹴りを放った瞬間、短いスカートが揺れ、ちらりと白のパンツが見えた。

「……今日は白か」

　呟つぶやいた瞬間、マキナの頬ほおがかあっと赤くなる。

「あ、あんた見たわね！」

「おうさ見たとも。オレは紳士だからな。見えたことを隠しはしない！　悪かったな！」

　ワシントンも、父親の桜の木を切ったとき、正直に言ったから許してもらえた。だからオレもその精神に則のつとって、胸を張って正直に謝ってみた。しかし、

「このエッチ！　変態！　色しき魔ま！」

　なんとも失礼なことを言ってマキナは再び蹴りを放ってきた。ただ、スカートを気にしているようで蹴りに先ほどのような威力はない。その上、腹筋を固めたいまのオレの腹は多少の攻撃なら無力化する。

「効かないねえ」

　不敵に笑いつつも、『色魔』とは本当に失礼だなあとか思っていると、

「もう、お兄ちゃんダメだよ」

　くいっと服の袖そでを掴つかまれ、なずなに注意された。

「本当の紳士なら、女の人のパンツが見えそうになったら、目を逸そらして注意するよ？

いまのお兄ちゃんはただのエッチな人だから、紳士失格だよ」

　紳士、失格。

　もはや、自分は、完全に、紳士で無くなりました。

　ひどくショックを受けたオレは、その場に崩れ落ち、膝ひざをついた。

「よ、よくわからないけど、反省するといいわ！」

　マキナは戸惑ったような顔をしてオレを見ると、「あの傍ぼう若じやく無ぶ人じんな南なん条じようがあんなにダメージを受けるなんて……」などと呟き、教室を出て行った。

　それを眺めたあと、オレは膝を抱えた。

　だって、もう紳士じゃないんだもん……。

　切ない顔をして項うな垂だれていると、ぽんと優しく肩を叩たたかれた。振り向くと五行さんが苦笑しながら言った。

「え、えっと、南条君は男の子なんだから、そういうのは仕方がないと思う。だから、そんなに気にしなくてもいいんじゃないかな？」

　五行さんは優しいなあ。そっと差し伸べてくれた手を握りながら、オレは立ちあがった。

　何な故ぜか、温かく柔らかい五行さんの手にうるっとくる。

　落ち込んでいるときに優しくされるとすごく嬉うれしい。手を握ったまま五ご行ぎようさんに礼を言うと、

「お兄ちゃん、ごめんね」

　なずなが申し訳なさそうな顔をして謝ってきた。

「ま、まあ、オレが悪いからいいんだけどな……」

　けっこうなダメージを負ったが、五行さんのおかげですっかり回復した。オレはぽんとなずなの頭に手を乗せる。

「それで、わざわざどうした？　部活じゃなかったのか？」

　うりうりと頭を撫でながら訊きくと、

「今日は部活がお休みになったの。だからお兄ちゃんと遊ぼうと思ってきたよ」

　なずなはふにふにと、仔こ猫ねこのように身体をすり寄せてきた。

　思い返してみると、ルナが家に来てからは色々と慌ただしく、あまりなずなに構ってやれていなかった。

　もしかしたら、なずなはずっと寂しかったのかも知れない。

　きっと、その寂しさが爆発してルナと喧けん嘩かになったんだろう――そう結論付けると、オレはなずなの頭から手を離して言った。

「よし、それじゃあ、今日はなずにゃんと遊ぶか。商店街にでも行ってみるか？」

　オレもなずなと遊びたいという気持ちはあった。それに、なずなにとってもいい気分転換になるだろう。寂しくなくなったらルナにも素直になれる。そう思って提案すると、なずなは「うん！」と勢いよく頷うなずいた。そして上機嫌に腕を組んできたところで、

「あ、あの、私も一緒に行っていいかな？」

　オレたちの様子を眺めていた五行さんが小さく手をあげ、おずおずといった様子で訊たずねてきた。五行さんが遊びに参加してくれるのは嬉しい。だが、気になることがあった。

「五行さん、部活はいいのか？」

　手に持った竹刀しない袋を指差すと、五行さんは慌てて竹刀袋を背中に隠して答えた。

「きょ、今日は部活が休みなんだ」

　目が泳いでいるあたり、ウソだということが丸分かりである。しかし、どうやらなずなはそれに気がつかなかったようだ。

「わたしと同じだね」

　と嬉しげに笑うと、右手でオレの腕を、左手で五行さんの腕を取って歩きはじめる。

　五行さんは「かわいい」とうっとりしていたが、油断していたようだ。

　廊下を歩く途中、剣道着を着た後輩の女の子に見つかってしまった。

「あっ、五行先輩。こんなところにいましたか。迎えに来ましたよ」

「……あれ？　部活お休みじゃなかったの？」

　ウソを信じていたなずなは首を傾かしげて五ご行ぎようさんを見つめる。その無む垢くな眼まな差ざしを受け、五行さんは額に大量の汗を流しはじめる。

「お、おかしいな。今日は休みのはずなんだけど……」

　焦った様子の五行さん。こんな風に慌てる姿は新鮮で少し面白いと見守っていると、

「なにを言ってるんですか五行先輩？　練習試合が近いんですよ？　早く行きましょう」

　近づいてきた後輩にがしっと手を掴つかまれ、抵抗することもできず、五行さんは引きずられるようにして連れ去られていく。

　振り向きざまに、ドナドナでも唄うたい出しそうなほど悲しげな顔をした五行さんがじっとオレたちを見つめていたが、どうすることもできない。

　オレたちが「またね」と手を振ると、五行さんはものすごく残念そうな顔で小さく手を振っていた。

　五行さんを見送ったあと、オレはなずなと腕を組んだまま学校を出て、商店街を目指す。

　その途中、なずなは学校で起きたことを話してくれたので、それに耳を傾けながら歩いていると、

「あっ、忍しのぶだ」

　後ろから嬉うれしげな声があがり、不意に背中から誰だれかに抱きつかれた。

　温かな体温に小さいが非常に柔らかいふたつの膨らみ。鼻び腔こうをくすぐる石せつ鹸けんのいい匂におい。

　突然の嬉しいハプニングにドキドキしていると、

「だーれだっ」

　両手で目隠しをされ、耳元で甘い囁ささやき声が聞こえてきた。

「だ、誰かな？」

　エルニの声だと見当はついていたが、背中の柔らかい感触をもう少し楽しみたくて、悩んでいる振りをしていると、

「……ふふ、背中がガラ空あきだぜ」

　甘い囁き声から一転。低い声が耳元で響き、目隠しが外されたかと思ったら、いきなり脇わき腹ばらをくすぐられた。

「あははははっ――って、こら、やめんかっ」

　くすぐり攻撃がけっこう効いたので、慌てて振り返るものの、

「……え？　誰？」

　一瞬、目の前の少女が誰かわからなかった。

　艶つやのあるサラサラとした銀髪をストレートに流しており、白のキャミソールを身につけている美少女。ルビーのような紅あかい大きな瞳ひとみと、フランス人形のように整った顔立ちからエルニとわかったんだが……いつもと雰囲気が違う。

「どうだ！　驚いただろ！　わたしだってやればできる子なんだ！」

　エルニに見み惚とれてしまっていたオレは、思わず頷うなずいてしまった。すると、エルニは満足したように頷き、髪型をいつものツインテールに戻した。

　どうやら、オレを驚かせるためだけに髪型を変えていたらしい。

　それにしても驚いたなあと思っていると、

「お兄ちゃん、お兄ちゃん、この可愛かわいい人誰だれ？」

　くいっとオレの服の袖そでを引いてなずなが訊たずねてきた。

「ああ、こいつはエルニ。なんか知らんが神らしいぞ」

「神さま？」

　なずなが首を傾かしげると、エルニは胸を張って言った。

「わたしは――新世界の神となる！」

　……それってやばくねえ？

　なんかの漫画の影響でも受けたのかと思っていると、なずなはエルニに向かって、お参りでもするようにパンパンと拍かしわ手でをふたつ打つと、「魔性の女になれますように」と、お願いをしていた。

　エルニは満足げに頷き、なずなに視線をやりながら訊きいてきた。

「忍しのぶ、この娘こは？」

「ああ、こいつは南なん条じようなずな。オレの妹だよ。得意技は猫拳」



    

  
    
      



    

  
    
      　ぽんと撫なでるようになずなの頭に手を置くと、なずなは「にゃあにゃあ！」とか言って、うりうりと虚空に猫パンチを放つ。

　空手部に所属しているだけあってか、その動きはなかなかに鋭かった。それを見たエルニは目を輝かせて叫んだ。

「すごい！　格好いい！　なずにゃん格好いい！」

　すると、ノリのいいなずなは「神ぃいいい！」とか言ってエルニに抱きついた。

　こうしてふたりは抱き合い友となった。

　まあ、以前からこのふたりは波長が合うだろうとは思っていたが、出会って数分のうちに熱い抱擁を交わすまでの仲になるとは思わなかった。

　オレは目を細めてふたりを見つめながら言った。

「エルニ。オレとなずなはこれから商店街に遊びに行くんだが、お前も来るか？」

　昨日買ってやったキャミソールを着てくれて、少し嬉うれしかったので、そう提案してみた。すると、エルニとなずなは同時に目を輝かせた。

「わかった。みなまで言うな。その目を見ればわかる。一緒に遊ぶか」

「うん！　エルちゃんもいいよね？」

「――四十秒で仕度しな！」

　エルニは即答すると、なずなと腕を組んで歩いていく。

　オレもエルニとなずなの後を追って商店街へと向かう。そして、エルニとなずなの隣を歩きながらふたりの会話を聞きつつ、商店街に入ると、突然、エルニが胸を張って言った。

「実は、お前たちにいい話がある」

「いい話？」

　オレが訊たずねると、エルニがこいこいと手招きをする。

「越えち後ご屋や、近ちこう寄れ」

「へい、お代官さま」

　誰だれが越後屋だとも思ったが、オレは揉もみ手しながらエルニに近づく。エルニはそっとオレの耳元に顔を寄せ、

「エルニファイヤ～」

　なにを思ったのか、いきなり、ふうっとオレの耳に息を吹きかけてきた。

　柔らかい吐息に耳たぶをくすぐられ、一瞬、ゾクゾクっと背筋が痺しびれた上に、ふわっとエルニからはいい匂においがした。

「お、お前、急になんだよ……」

　慌てて耳を押さえながらエルニから離れると、　

「うん、忍しのぶも聖ひじりと一緒で耳が弱い」

「こら、変なメモをとるな。そして五ご行ぎようさんと一緒にするな。驚いただけだ。というか、いきなりなにをするんだよ、お前は」

　心地良い吐息が耳に当たり、不覚にもドキドキしてしまったではないか。

　頬ほおが赤くなるのを感じつつも、軽くエルニを睨にらむ。するとエルニは、「気にするな」と笑顔で言った。そのエンジェルスマイルを見ていると、文句を言う気もなくなってしまう。なので、オレはため息をつきつつ、もう一度エルニに訊きいた。

「それで、いい話ってなんだよ？」

「うむ、これだ」

　エルニはスカートのポケットから三枚のオレンジの紙切れを取り出し、それをぐいっとオレたちに突きつけてきた。

　エルニが差し出してきた紙切れを受け取り見ると、それは商店街でやっている福引きの参加券だった。

「ちょうど三人分あるから、やっていこう」

「おお、エルニにしては気が利くじゃないか。どうしたんだ、これ？」

「ボランティアで街の掃除をしていたら、おばさんがくれた」

「へえ。偉いなお前」

　エルニの頭をよしよしと撫なでると、オレは福引き券に視線を戻す。券には福引きをやっている場所もきちんと載っていたので、そこを目指してオレたちは歩きはじめる。

　しばらくすると、大きな白いテントが目に飛び込んできた。

　福引き会場は商店街の真ん中に堂々と設置されており、テントの下では、露出度の高い服を着た係のお姉さんたちが、金色のハンドベルをカランカラ～ンと景気よく鳴らしていた。そして、

「おめでとうございます！　なんと、なんと参加賞です！　ポケットティッシュ一袋がお婆ばあさまの手の中にぃいい！」

　やたらとテンションの高いお姉さんが司会をやっていた。

　苦笑しながらポケットティッシュを受け取った婆さんを尻しり目めに、オレたちは福引きの景品を確認する。

　一等は、豪華温泉旅行。二等は、三十七型液晶テレビ。三等は、係のお姉さんたちからの熱いキッス

　……この商店街、実は経営状態が悪いんじゃないだろうか？　三等の内容がひど過ぎる。

　呆あきれながら同意を求めるようにエルニに視線をやると、ヤツはオレの肩をぽんと叩たたいて言った。

「忍しのぶ、頑張って三等を当てるといい」

　係のお姉さんたちの前でエルニが変なことを言うと、お姉さんのひとりがにっこりと笑ってオレを見る。そのセクシーなお姉さんは「ちゅっ」と、オレに投げキスをひとつ寄よ越こすと、流し目で言った。

「頑張ってね、ボク」

　うむ、後学のためにキスを知るのもやぶさかではないなと思いながら、オレはセクシーお姉さんに福引き券を渡して、ガラガラに手を伸ばし回転させる。そして、『ここだ！』というタイミングでガラガラの回転を止めた。

　すると、ガラガラの口から赤色に輝く玉が飛び出してきた。しかし、

「残念ね。五等よ、ボク」

　セクシーお姉さんは吐息混じりに言うと、「はい、景品」とオレになにかを差し出してきた。何な故ぜかがっかりしたような気持ちを味わいながらも、お姉さんから景品を受け取って見ると、それは小さな犬のぬいぐるみだった。

「五等の景品は携帯ストラップよ。そのストラップは生産が追いつかないくらい人気があって、いま予約してもなかなか手に入らないものなのよ？」

　慰めるようにセクシーお姉さんは言ったあと、すっとポケットから名刺ケースだろうか、小さい長方形の箱を取り出した。そのケースを開けると、セクシーお姉さんは中から名刺を抜き出し、そっとオレの掌てのひらにそれを載せる。

「お姉さん、夜はここで働いてるから、機会があったら会いに来てね。サービスしちゃうわよ？」

　妖よう艶えんに微笑ほほえむセクシーお姉さん。

　視線を落として名刺に目を向けると、なにやらいかがわしげなお店の名前が書いてあった。ふむ、未成年にこんなものを渡すとは、実にけしからん。

　まったく、遺憾であると、オレは名刺をしっかりとサイフの中にしまい、景品の携帯ストラップは適当にズボンのポケットに突っ込んだ。

　すると、オレの様子を見ていたエルニが再びぽんと肩を叩たたいてきた。

「残念だったな、忍しのぶ。代わりにわたしが頬ほおにキスをしてやろうか？」

「あっ、それならわたしもっ！」

　エルニとなずなが揃そろって近づいてくるが、オレはクールに笑って答えた。

「丸太ボディの君たちには興味がない」

　途と端たん、ふたりに殴られた。右と左の脇わき腹ばらに拳こぶしを突き立てられ、滅茶苦茶に痛かった。

「忍のバカ」

「お兄ちゃんのバカ」

　そしてオレの株は地に堕おちた。

　エルニとなずなはオレを置いて、ガラガラへと近づいていく。

　それを見た司会のお姉さんはマイクを手に取り、口を開いた。

「さあ、次はお嬢ちゃんたちの番ですよ！　お嬢ちゃんやれるか！」

　テンション高く問いかけてきた司会のお姉さんに、なずなは「やれますよ！」と答え、「えいや！」と勢いよくガラガラをまわす。

　すると、ガラガラの口から緑色の玉が飛び出してきた。

　それを見た司会のお姉さんはハンドベルを取り、それを大きく鳴らして叫んだ。

「おめでとうございます！　六等です！　六等のお菓子セットです！　実は、アタシはこれが欲しかったぁあああ！　でも、もってけ泥棒こん畜生ぉ～！」

　景品を受け取ったなずなは笑顔で振り返り、

「お兄ちゃん、エルちゃん、やったよ！」

　嬉うれしげにオレに抱きついてきた。だが、

「甘いぞなずにゃん！　六等で満足するようではまだまだだ！　見ていろ！　神であるわたしが本当の強運というものを見せてやる！」　

　エルニは一喝すると、だんと気合いを入れて一歩踏み出す。

「遍あまねくものは見るがいい！　神の力は天地を揺るがすスペシャルパワー！　さあ、奇跡に震えよ！　震えて眠れ！　夜明けの来ない朝なんてない！」

　長い前口上を終えたあと、エルニはがしっと右手でガラガラを掴つかみ、ぐるぐると勢いよく回転させる。だが、エルニが「いまだ！」と回転を止めたとき、ガラガラの口から飛び出してきたのは、飾り気のない白の玉。

「残念！　ああ、ああ無情！　人生とはどうしてこうも儚はかないものなのか！　お嬢ちゃんだけ参加賞だぁあああ！」

　エルニは係のお姉さんからポケットティッシュを手渡されると、しゅんと肩を落とした。

「……ごめん。全然だめだった」

　目に涙をためて俯うつむいてしまうエルニ。

　神を名乗るくせに、全然運がないな。

　可哀かわい想そうだったので、慰めるように頭を撫なでてやる。すると、なずなもエルニを気遣うようにぽんと優しく肩を叩たたき、「エルちゃんにもお菓子分けてあげるね」と言った。

　オレたちに優しくされたエルニは感動したのだろう。景品のポケットティッシュで涙を拭ふいていた……。

　

　●　●　●

　

　しばらくエルニと一緒に商店街で遊んでいたのだが、エルニとなずなは趣味も合うようだ。商店街の色んな店で意気投合。笑顔を絶やすことなく、ふたりで遊んでいた。

　あんまりふたりが仲良しなものだから、疎外感を覚えたオレはルナにお土産でも買おうと、少しの間、単独行動を取り、白と黒の牛柄模様のエプロンを購入した。すると、

「……あれ、お兄ちゃんそれなに？」

「なにか買ったのか？」

　なずなとエルニは興きよう味み津しん々しんな様子で、オレが手に持った紙袋を眺めてきた。　

　正直に答えてプレゼントをねだられるのも困る。オレは遠い目をしながら誤ご魔ま化かすように言った。

「ふたりとも、これは幾つになっても色いろ褪あせることのない男の浪ろ漫まんだ。まあ、君たちにはまだ早いからわからないとは思うけどね」

　前髪をかきあげながら格好をつけると、

「……エッチな本だな」

「……エッチな本だね」

　エルニとなずなはそれぞれに頷うなずくと、優しい目でオレを見つめてきた。

「いや待て違う。勘違いするな。エロ本じゃない」

「いいんだよ、お兄ちゃん」

「そうだぞ。だって、忍しのぶは男の子なんだからな。わたしは理解あるほうだぞ」

　なずなとエルニはぽんとオレの肩を叩たたくと、ふたりで歩き出す。

　どうしてか敗北感を抱えながらオレはふたりの後を追い、商店街をまわっていると、いつしか日が暮れはじめたので帰ることにした。

　分かれ道の十字路まで着くと、なずなは名残惜しそうにエルニに手を振る。

「エルちゃん、また遊ぼうね」

「うん。遊ぼう。約束だぞ？」

　エルニはぎゅっとなずなに抱きついたあと、今度はオレに抱きつこうとしたが、恥ずかしかったのでひょいと身をかわす。そしてオレはエルニの頭にぽんと手を置いて言った。

「じゃあな。暗いから気をつけて帰れよ、エルニ」

「うん、わたしは忍の胸に帰る」

「残念ながらオレの胸はいつでも予約でいっぱい。事前にアポが必要なのです」

「事前にアホ？」

「アホはお前だ。またな」

　ぐりぐりとエルニの頭を撫なでたあと、オレとなずなは背を向けて歩き出す。

「ばいばいき～ん！」

　背中から聞こえてくるエルニの明るい声。何度か振り返ったんだが、エルニはその場に立ち止まり、ずっと手を振っていた。

　……ひょっとして、寂しいんだろうか？

　そんな風に見えなかったから、気にしたことはなかったけど、あんな姿を見ているとなんだか放ほうっておけない気分になってくる。

　エルニ。ある意味魔性の女。

　今度また飯でも奢おごってやろうと思っていると、隣を歩くなずなが話しかけてきた。

「エルちゃん面白いね」

「そうだな」

　頷うなずきながらも、エルニと遊んだことでなずなの機嫌もよくなったんじゃないかとオレは思った。この様子なら家に帰っても、ちゃんとルナに謝れるだろう。

　そんな風に楽観的なことを考えていたのだが、家に近づくにつれ、なずなの口数は減り、玄関の前に立つ頃ころには黙りこくってしまった。

　まいったなあ。頭をかきながら「ただいま」と玄関のドアを開けて、なずなと一緒に家の中に入る。すると、いつものようにルナが笑顔で出迎えにきてくれた。しかし、

「おかえりな……さい」

　優しげな笑みを浮かべていたルナは、なずなと目が合うと、気まずそうに視線を落とす。なずなもルナから目を逸そらし、気まずそうにする。

「……ふたりともいい加減仲直りしたらどうだ？」

　オレがそう言うと、ルナとなずなは揃そろって、ビクッと小さく肩を震わせた。

「ルナもなずなも、もう怒ってないんだろう？」

　優しく訊たずねると、ルナは少し躊躇ためらったあと、小さく頷いた。

「……はい。巴ともえさんから聞きました。私が、なずなちゃんが遊んでいたゲームを台無しにしちゃったって。なずなちゃんが怒るのも当然です。それなのに私、むきになってひどいことを言っちゃいました。ごめんなさい、なずなちゃん」

　ルナがぺこりと頭を下げると、なずなはおろおろしだした。

　表情から読み取るに、自分も謝りたいという気持ちは充分あるように思われた。

　しかし、まだ気持ちの整理がつかないのか、なずなは俯うつむき、ぎゅっと服の裾すそを握り締めたまま口を開かない。

「なずな、お前は謝らないのか？」

　促すようにオレは続けた。

「お前も悪いんだから、拗すねてないでちゃんと謝れよ」

「……わたしは悪くないもん」

　小さな声でなずなは反論する。

「ルナさんが悪いんだもん」

　俯いているから表情は読めないが、服の裾を握った手は微かすかに震えていた。

「あの、なずなちゃん、本当にごめんなさい」

　声に視線をやると、ルナが泣きそうな顔をしてなずなに頭を下げていた。だが、なずなはそれに応こたえない。

「……仕方がないヤツだなあ」

　ため息混じりに言うと、オレは右手に持った紙袋から牛柄模様のエプロンを取り出し、

「ルナ、なずなは拗すねているだけだから気にするな。ほら、お土産をやるから元気出せ」

　落ち込んだ様子のルナにそっとエプロンを差し出す。

　途と端たん、

「……お兄ちゃん、わたしにはなにも買ってくれなかったのに」

　なずなが小さな声で呟つぶやく。それは本当に小さな声だったが、どうしてか、その悲しげな声がはっきりと胸に響いた。

　声に振り向くと、なずながゆっくりと顔をあげる。

　なずなはぎゅっと唇を固く結び、なにかを堪えているようだったが、

「やっぱり、お兄ちゃんルナさんにばかり優しいよ。わたしのこと構ってくれなくなって、いつもルナさんの味方なんだ」

　ぽろぽろと、瞳ひとみから大粒の涙をこぼして――なずなが泣いた。

　オレは驚き、言葉に詰まった。なにか言わないと、と口を開こうとしたが、なずなは踵きびすを返して玄関のドアノブに手を掛ける。

「お、おい、なずな。どこに行くんだよ？」

　慌ててなずなの手を掴つかむ。だが、なずなはオレの手を振り払って叫んだ。

「お兄ちゃんなんて嫌い！　ルナさんも嫌い！　もう放ほうっておいてよ！」

　勢いよく玄関の扉を開けると、なずなは外に飛び出していく。

「待てよ、なずな！」

　オレはすぐになずなの後を追おうとした。しかし、なずなが勢いよく玄関のドアを閉めたため、外に出るのが遅れてしまった。玄関の扉を開けると、なずなが門の外に飛び出して行く姿が見えた。

　すぐに追いかけるものの、なずなは足が速い。あっという間になずなの小さな背中は遠ざかり、見失ってしまった。

　街灯の明かりに照らされた十字路でオレが大きくため息を吐き出すと、

「忍しのぶさん！」

　後ろからルナの声が聞こえてきた。

　振り返ると、ルナがオレへと駆け寄り、息を切らしながら訊たずねてきた。

「あの、なずなちゃんは？」

　オレが首を横に振ると、ルナは「そうですか」と俯うつむいてしまった。

　それからオレは、ルナと一緒になずなの姿を探して夜の街を歩いた。しかし、なずなは見つからず、次第に不安が募っていく。

　なずなの泣き顔を見たのはいつ以来だろうか。

　早く見つけてやりたいと思っていると――不意に、ポケットに入った携帯電話から着信音が響く。携帯電話を取り出し、ディスプレイを覗のぞくと、『エルニ』と表示されていた。

　通話ボタンを押して、耳に携帯電話を押し当てると、

『……ふふふ、お前の可愛かわいい妹はわたしが預かった。返して欲しくば、お前の愛いとしくて切なくて心強いエルニという名の神を褒ほめるといい』

「エルニ、お前のところになずながいるのか？」

　おふざけに応こたえず、真剣な声音で訊たずねると、エルニも口調を正して答えた。

『うん、道端で偶然会って泣いてたから、わたしの家にくるように誘った』

　エルニは心配そうな声音で続ける。

『喧けん嘩かでもしたのか？　なずにゃん、おうちには帰りたくないって言ってるぞ？』

「……そうか」

『事情はよくわからないが、なずにゃんが帰るって言ったら、ちゃんと家まで送るけど、どうする？』

「いや、もう時間も遅い。なずながその気になったら電話をくれ。迎えに行くから」

『わかった。じゃあ、わたしの住所をメールで送っておくけど……いいのか、忍しのぶ？』

　不安げにエルニが訊きいてくる。

『すぐに迎えに来たら、なずにゃんも素直に帰ると思うぞ？』

　そう言われて、心が動きかけたが、いまのなずなが素直に帰るのは難しいだろう。

「悪い。ちょっと事情があってな。もしかしたら、頭を冷やす時間が必要かも知れない」

『んん？　話が読めないけど……まあ、わたしに任せておけ。わたしの傍にいる間は、責任を持ってわたしがなずにゃんを守るからな』

「ありがとう。お前がいてくれてよかったよ」

　心強いエルニの声に、素直に礼を言うと、

『べ、べべべ別に、わ、わたしは神なんだから当然だ。気にしなくてもいいからな。で、でも、忍が素直にお礼を言うなんて珍しいな。よし、なずにゃんは任された。安心するといいぞ』

　照れているような嬉うれしそうなエルニの声を聞いたあと、オレはもう一度礼を言ってから電話を切った。そしてエルニとの通話中、終始、不安げな顔をしていたルナに電話の内容を伝えると、オレはため息を吐き出した。

　ルナも肩を落として項うな垂だれ、ふたり揃そろって重い足取りのまま家に向かっていると、

「……ん？」

　前方に人影が見えた。

　普段なら気にもとめないのだが、様子がおかしい。細いシルエットから女性だとわかったのだが、ふらふらと足元が頼りなく、いまにも倒れそうである。

　一瞬、酔っ払いかとも思った。しかし、その人物が誰だれかわかった瞬間、オレは目を見開いた。

「五ご行ぎようさん？」

　声をかけると、暗がりの中、五行さんがオレに視線を向ける。

「南なん条じよう君……？」

　五行さんはオレの姿を認めて声をあげるものの、不意にふらつき、倒れそうになる。

　オレとルナは慌てて駆け寄り、五行さんの肩を支える。しかし、五行さんはそのままオレたちに身体を預け、両目を閉じてしまう。

「おい、どうした？　大丈夫か？」

　両肩に手を置いて声をかけると、五行さんは薄っすらと目を開け、なにかを言おうと口を開くが言葉にならない。気絶したのか、そのままだらんと身体を弛し緩かんさせてしまい、五行さんの手からこぼれ落ちた竹刀しない袋が音を立てて地面に転がった。

「忍しのぶさん、見てください」

　ルナの声を聞いて、五行さんに目を向ける。

　見ると、五行さんの服は所々が小さく裂け、そこから覗のぞく皮膚にはわずかに出血のあとが見られ、服に赤い染みをつくっていた。竹刀袋に視線を移すと、口紐が解け、中から日本刀が顔を覗かせている。

　退魔の仕事帰りだろうか。

　疲れているときに知り合いと出くわし、気が抜けてしまったのかも知れない。

　ともあれ、放ほうっておくことはできないな。

　なずなはエルニが見てくれているのなら大丈夫だろう。

　いまは五行さんを優先しよう。

　応急手当てぐらいなら、爺じいちゃんから一通り教わっている。

　オレは五行さんの首筋に手を当て、まず脈拍が正常であること、呼吸が落ち着いていることを確認すると、次は出血部に目を向ける。

「……血は止まっているみたいだな」

　これなら救急車まで呼ぶ必要はないだろう。

　ほっと胸を撫なで下ろすと、オレは五行さんをおぶり、怪け我がの手当てをしてやろうと自宅に向かう。

　何な故ぜか、心配げな顔をして五行さんを見つめていたルナが、途中から少しだけ羨うらやましそうな顔になっていたが、気にせず家に戻る。そして玄関の扉をルナに開けてもらい、五行さんをおぶったままリビングに向かう。すると、

「あら、忍にルナちゃん、おかえり。ルナちゃん、ご飯はいつでき――」

　リビングにいた母さんがオレたちに気づき、声をかけてくるが、弱った様子の五行さんに目を向けると、言葉を止めて凍りついた。そしてプルプルと震える指先でオレを指差し、驚いたように言った。

「な、なにしてるのよ、アンタ……？　ま、まさか、ルナちゃんを利用して見ず知らずの女の子を監禁、調教、そして性奴ど隷れいに……！」

「全然違うわ！　知り合いだよ！　知り合い！」

「き、気に入った知り合いを無む理り矢や理りにかどわかし、洗脳、調教、そして雌奴隷に……！」

「違うっつってんだろうが！　介抱してんだよ！　オレがそんなことをするか！」

「そうですよ、巴ともえさん！　忍しのぶさんはそんなことしません！　それに、もし仮に忍さんが欲求不満になっても、いざというときには私がいるから大丈夫なんですっ！」

　ルナが必死な様子でそう言うと、母さんは「そうね」と笑顔を浮かべて頷うなずいた。

　うむ、いま気づいたんだが、母さんのヤツ、全部わかっていてオレをからかったんじゃないのか？　いまもにやにやした顔でオレを見ているし、間違いないだろう。

　文句のひとつでも言ってやりたいところだが、いまは五ご行ぎようさんの介抱が先だ。

　オレは五行さんを客間に運ぶと、布団を敷く。母さんはさっきまでふざけていたのに、いつの間にか真面目まじめな顔になってルナと一緒に客間に入ってきた。

　そこでオレは、ルナと母さんに五行さんの傷の手当てと着替えを頼み、部屋を出る。そうして部屋の扉の前で待っていると、不意に母さんが客間から出てきた。

「ねえ忍、そういえばなずなはどうしたのよ？　一緒に外に出たんじゃなかったの？」

　母さんの質問にオレは嘆たん息そくしながら答えた。

「なずなは家出しちまったよ。追いかけたんだけど、見つからなくて――」

　言いかけたところで、いきなり左拳こぶしで肝臓撃ちレバーブローを喰くらい、続いて、右拳で側頭部テンプルを撃たれ、とどめとばかりに、顎あごに左の掌しよう底ていでアッパーカット。

　見事な連携技を一呼吸で行うと、母さんはふらつくオレの額を右手でがしっと掴つかみ、アイアンクローを仕掛け、そのまま低い声で言った。

「どういうこと？　説明しなさい」

　あまりの剣けん幕まくに怯おびえつつ、オレはなずなが家を飛び出して行った理由を説明したのだった……。

　

　結局その晩、なずなは帰ってこなかった。



    

  
    
      


第三章　そうだ。エルニの家、行こう



　鋭い呼こ気きと共に、休むことなく連続的に突きや蹴けりを繰り出す。空を裂く風切り音を響かせながら、拳こぶしと蹴りを組み合わせた連続攻撃を放つと、今度は緩やかに構えを変え、一撃一撃に渾こん身しんの力を込め、虚空に掌しよう底ていを打ちつける。

　無心でトレーニングを繰り返そうとするものの……集中できない。身体の動きは硬く、鈍く、キレがない。

　オレは大きくため息を吐き出すと、構えを解いて動きを止めた。

　やはり早朝トレーニングはオレには合わない。朝よりも、午後に身体を鍛える方がよっぽど調子が出る。

　まあ、集中できないのはそれだけじゃないんだけどな……。

　胸中で愚ぐ痴ちるように呟つぶやき、庭から空を見あげると、柔らかい朝日が目に飛び込んできた。

　まだ六時前だ。あたりは静まり返っており、新聞配達のバイク音だけが周囲に響く。

　これだけ静かだったら、なずなが家に帰ってきたらすぐにわかるだろう……と、そんなことを考えながらまたため息を吐き出す。

　昨夜はなかなか寝付けず、早い時間に目が覚めてしまった。

　どうしてもなずなが気になり、こうして庭先まで出てきてしまったわけだが、こんな時間になずなが帰ってくるはずがない。

　頭をかきながら、オレは郵便受けから新聞を取り出して家の中に戻る。新聞を取るのはなずなの仕事だが、しばらくはルナが取るかも知れないな。

　ぼんやりと新聞に目をやりながら、オレは昨日のことを思い出す。

　昨日、なずなのことをきちんと説明すると、母さんは一瞬、すごく心配そうな顔をしたが、「しばらくは様子を見ましょう」とだけ言って、リビングに戻って行った。

　放任主義のようにも見えるが、ああ見えて母さんは意外に優しいところがある。きっと、母さんなりに考えて出した答えなのだろうが……賛同はできそうにない。

　学校帰りにでもなずなの様子を見に行こう。

　庭からリビングに戻ったオレは、そんなことを考えながらソファーに腰を下ろし、時計に目をやるものの、まだ朝食の時間にはずいぶん早かった。

　仕方がないので、新聞を広げて三面記事に目を通していると、不意にリビングに誰だれかが入ってきた。

「ルナか？」

　ずいぶん早いなと思って振り返るが、視線の先にルナはいなかった。

　五ご行ぎようさんだ。

　昨日からずっと眠ったままだったので、心配していたのだが、どうやら目が覚めたらしい。よかったと思いつつも、オレはそっと五ご行ぎようさんから目を逸そらした。

　ルナと母さんが着替えさせたことは知っていたが、まさかワイシャツ一枚だけだとは思わなかった。ボタンの空あいた胸元からは胸の谷間が見え、下にズボンやスカートは穿いていないようで、色っぽい太ももがチラリと顔を覗のぞかせている。

「た、体調はもういいのか？」

　動揺しながら、新聞に目を落として訊たずねるものの……待てど暮らせど返事がない。

「五行さん？」

　おかしいなと思って、もう一度五行さんに目を向ける。すると、五行さんはとろんとした瞳ひとみでぼんやりとしていた。そしてまだ眠たいのか、目を擦りながら言うのだ。

「お水……飲みたい……」

　それはどこか子供のような甘えを含んだ声音。

　いつものクールな五行さんじゃない。

　おそらく寝ぼけているのだろうが、滅茶苦茶に可愛かわいかった。いつものような凛りんとした瞳はなく、うつらうつらとしている表情はあどけなく、小さく開いた口元も子供のようだ。

「お茶でいいか？」

　優しく訊ねると、五行さんはこくんと頷うなずいた。オレはダイニングキッチンへ行き、冷蔵庫からお茶を取り出してコップに注ぎ、リビングに戻る。すると、五ご行ぎようさんがソファーに座り、ぼんやりとしていたので、オレも隣に座り、そっとお茶の入ったコップを差し出す。



    

  
    
      



    

  
    
      　五行さんはコップを受け取り、ゆっくりとお茶を飲み干し、

「ありがとう」

　にっこりと微笑ほほえんだあと、オレにコップを手渡すと、まだ眠いのだろうか。ぼんやりとしたまま目を閉じ、オレの身体に体重を預け……すやすや眠ってしまった。

「え？　あ？　お、おい？」

　オレの肩に頬ほおを預け、あどけない寝顔をさらしている五行さん。温かい体温に、二の腕に当たる柔らかいふたつの大きな膨らみ。

　視線を落としていくと、綺き麗れいな胸の谷間がしっかりと見え、オレの二の腕に押し当てられた大きな胸は、ふにゅんと形を変えていた。

　……これはやばい。

　色んな意味で危険を覚えたオレは、五行さんの肩を掴つかんで少し大きめに声をかけた。

「こ、こら、寝ぼけるな。起きてくれ、五行さん」

　ゆさゆさと小さく身体を揺さぶると、五行さんは「んんっ？」と目を開く。そして、じっとオレを見つめたあと、きょろきょろとあたりを見渡す。すると、とろんとしていた瞳ひとみにいつもの凛りんとした輝きが宿った。

　しかし、再びオレと目が合うと、五行さんは真まっ赤かになってばっと身体を離した。

「え？　なっ？　ええ？　ど、どういうことだ？　私は、えっと……」

　五行さんはひどく慌てた様子で自分の服装に目をやり、オレに目をやり、落ち着きなく周囲に視線を飛ばす。その様子がなんだか可愛かわいくて、思わずオレは、

「……五行さん、昨夜は激しかったな」

　と、頬を赤く染めながら、照れたように言ってみた。

　途と端たん、予想通り五行さんは耳まで真っ赤になった。

「ええっ？　ま、まさか、わ、私が……南なん条じよう君と……？　そ、そんな、はじめてだったのに全然覚えていない……！」

「いや、なにを勘違いしているかは知らんが、寝相のことだぞ？」

　焦った様子の五行さんにしれっと言うオレ。

　当然ながら五行さんはさらに赤くなり、両手で顔を覆った。

　やばいぐらいに可愛い。

　だが、これ以上からかうのも可哀かわい想そうだ。オレは「こほん」と咳せき払ばらいをしたあと、昨日のことを説明した。そして補足するように言った。

「――着替えはルナにさせたから、そのあたりは心配するな。あと、悪いとは思ったが携帯電話のアドレス帳を見せてもらった」

　すぐに、「ただ、親御さん以外の番号は見ていないから」と続けながらオレは口を開く。

「親御さんにはオレの母親から連絡してもらって、うちに泊まることを説明したから、そのへんも大丈夫だ」

　説明を終えると、五ご行ぎようさんはいきなり立ちあがり、深く頭を下げた。

「すまない。迷惑をかけてしまった」

「いや、五行さんには色々と助けてもらっているし、このくらいは全然構わないよ。頭なんか下げなくてもいい。胸の谷間が見えちゃってるぞ？」

　ワシントンも正直に言ったから許された。

　マキナのときに続いて、再びその精神に則のつとって言うと、五行さんは視線を落として自分の胸元を見ると、慌てて両手で胸を押さえ、「ごめん」と謝りながら前傾姿勢を正した。

　怒られはしても、謝られるとは思わなかった。

　ただまあ、ワシントン精神は人を選ぶことがよくわかった。

　オレはソファーから立ちあがり、少し頬ほおを赤くした五行さんに声をかける。

「それでどうする？　とりあえず家に帰るか？　体調が悪いようなら、うちで休んでいってもいいが……」

　体調を気遣うのは当然だと思って訊たずねたのだが、五行さんは少し驚いたあと、「やっぱり、南なん条じよう君は優しいな」ともらすと、今度は小さく頭を下げた。

「ありがとう。でも、体調はもういいから、帰ろうと思う」

「そうか、送っていくよ」

「うん。それは嬉うれしいんだけど、その……」

　五行さんはまた少し頬を赤くしながら言った。

「南条君、私の服を返して欲しい」

　第三者がこのセリフだけを聞いたら、オレのことを変態だと思うに違いない……。

　

　●　●　●

　

　コンコンと、ルナの部屋の扉をノックする。

　五行さんに服を返して欲しいと言われたのだが、昨日、血で汚れた五行さんの服はルナが洗濯してしまい、まだ乾いていない。

　だから、代わりの服を貸して貰もらおうと、ルナの部屋の前までやってきたのだが、

「……やっぱり、まだ寝てるよな」

　扉をノックしても返事がない。

　こんな早い時間に起こすのも忍びないが、オレは「入るぞ？」と断ったあと、ルナの部屋に入る。そしてベッドで眠っているルナに近づいたのだが、

「――ごくり」

　いや、唾つばを飲み干している場合ではない。場合ではないのだが、ルナの寝姿は、なんというか、非常に色っぽかった。

　ルナは寝るときは服を着ないタイプなのだろうか？　魅惑的な首筋と鎖さ骨こつのラインが目に飛び込んできて、肩口からはピンクのブラジャーの肩かた紐ひもが見えてしまっている。その上、ルナは横向けで眠っているため、深い胸の谷間まで見える。

　……まさか、寝るときは下着姿？

　オレは大きく深呼吸をして平静を保つと、ルナに声をかけた。

「ルナ、すまんが起きてくれ。ルナ」

　耳元でルナに声をかけると、

「やん」

　非常に色っぽい、吐息混じりの声が返ってきた。

「あ、いや、ルナさん、『やん』じゃなくて、起きて欲しいんですけど……」

　何な故ぜか敬語になりつつ、ルナの肩を揺らすものの、

「ふぅん。いやです。ダメぇん……」

　ものすごいセクシーボイスが返ってきてしまった。

「あ、あの、ルナさん？　えっと、『ダメ』ではなく起きてください」

「やぁん。そんなのらめぇれす」

　言葉と共にルナは寝返りをうった。

　……うむ。どうやらルナは『らめぇ』らしい。それでは仕方がないな。というか、いい加減オレの理性がぶっ飛ぶわ。なんでこんなに色っぽいんだよ、ルナのエロス！

　でも、意外に朝は弱いんだな、などと考えつつルナの部屋を出る。

「なんか、変に緊張したな……」

　呟つぶやくと、オレはルナから服を借りるのは諦あきらめ、脱衣所へと向かい、乾燥機で五ご行ぎようさんの服を乾かした。

　

　●　●　●

　

　五行さんを家の近くまで送ったあと、ゆっくりと自宅に戻り、いつも通りに仕度を済ませて学校に向かった。

　だが、いつもの通学路がどうにも退屈で、足取りも重たかった。

　隣になずながいないだけで、こんなにも違うものなのか。

　驚きながらも、不意になずなの泣き顔が頭に浮かんだ。

　すぐにでもなずなの頭を撫なでてやりたくなったが……母さんの言う通り、しばらくは様子を見たほうがいいのかも知れない。

　ルナはしっかりとなずなに謝った。あとはなずなの気持ちの問題だ。頭が冷え、いつもの素直ななずなに戻れば、自分からルナに謝るだろう。

　そんなことを考えながら歩いていると、

「南なん条じよう君」

　凛りんとした声に呼び止められた。

　振り向くと、さっき別れた五ご行ぎようさんがいた。五行さんは少し照れたような顔をしてオレに近づいてくる。

「あの、今朝はありがとう」

「おう、体の調子はどうだ？」

「……うん、もう大丈夫だ」

　そう答えるものの、五行さんの表情はどこか暗かった。

「なんか、あったのか？」

　訊たずねると、ビクッと五行さんは小さく肩を震わせた。

　今朝はあえて事情は聞かなかったが、こんな顔をされたら気にもなる。

「言いたくなかったらいいんだが……なにかあったら遠慮なく言ってくれよ？　オレで力になれるなら、手を貸すからな」

　五行さんにはルナのことで世話になった。

　照れくさかったが、恩を返すつもりで口を開くと、五行さんは少し驚いたような表情を見せたあと、くすりと笑った。

「な、なにがおかしいんだよ」

「南条君、顔が真まっ赤かだぞ？」

「う、うるさいな。人よりちょっと血行がいいだけだよ。放ほうっておいてくれ」

　やっぱり慣れないことは言うもんじゃない。早足で五行さんから離れようとすると、不意にくいっと服の袖そでを掴つかまれた。

「ごめん、南条君。からかうつもりはなかったんだ。その、嬉うれしかったから……」

　五行さんは少し躊躇ためらったあと、「だから」と続けた。

「愚ぐ痴ちになるかも知れないけど、聞いてくれるかな？」

　断られるかも知れないと思っているのか、不安げな表情を見せる五行さん。

「ああ、愚痴でもいいよ。だから話してくれ」

　オレがしっかり頷うなずくと、五行さんは「ありがとう」と微笑ほほえんだ。

　愚痴を聞くだけで、そこまで嬉しそうにされるのもなんだか照れるな。

　笑顔から目を逸そらしつつ、オレは五行さんの話に耳を傾けた。

　五行さんの話によると、この街の病院――緑みどり山やま病院で、一時期だがおかしな患者が増え続けたという。

　昨日まで元気だった患者が急に体調を崩し、二、三日はベッドから動けなくなるというのだ。その上、原因は不明。医者はウイルスかなにかと考えたようだが、その情報が退魔士たちの間に流れてきたとき、調査の必要ありと判断された。

　そして数人の退魔士たちが病院を調査した結果、予想通り病院には悪魔が潜んでおり、患者たちの精気を吸っていた。

　すぐさま退魔士たちは、その悪魔を祓はらおうとした。しかし、調査に向かった退魔士たちはその悪魔に敗れ、全員退却を余儀なくされた。

　普通、人間の精気を吸うような悪魔はたいていが下級悪魔らしいのだが、そいつは違っていた。

　半人半魔。人間と悪魔のハーフ。退魔士たちがもっとも嫌うタイプの悪魔。

　その悪魔は厄介なことに、半分が人間であるため、魔を祓う技も術もすべて半減されてしまう。だからその半人半魔の悪魔は、能力を抑えれば、魔界と人間界の結界さえも、大した代償なしに突破することが可能だという。

　病院の患者たちの精気を吸っていたのは、結界を越えた際に受けた傷を回復させることが目的だったようだ。そして病院で能力を回復させた半人半魔の悪魔は、人間界でも高い能力を発揮したようだ。

　以前、ルナの義理の父親、ブラムのおっさんが魔界から人間界に来たときには、能力の大半を失い、結界を越えるために左腕を魔界に置いてきたらしい。

　しかし、能力を失っているにも拘かかわらず、おっさんの力は相当なものだった。

　それを考えると、その半人半魔の悪魔の能力が非常に高いことが容易に想像できる。

　実際、死者こそ出てはいないが、多くの退魔士が返り討ちにあったようだ。

「そこで私に依頼がきたんだ。五ご行ぎようの娘ならあの悪魔を封じることできるだろうって、腕を買われたから、だから、私は父さんの名に恥じないようにと思って、頑張ったんだけど……」

　五行さんはぎゅっと拳こぶしを握りながら続けた。

「でも、ダメだったんだ。みんな期待してくれていたのに、それに応こたえられなかった……」

　件くだんの悪魔に敗れ、逃がした。

　ふらつきながらもその悪魔を追いかけているときにオレと出会い、気を失ったようだ。

　しかし、あんな状態で悪魔と再戦したところで、結果は見えている。五行さんは周りの期待に応えるために必死だったのかも知れない。だけど、

「あんまり無理はするなよ。たまには逃げてもいいと思うぞ？」

　あんな状態になってまで戦う必要はないだろう。

「周りの期待に応こたえたいという気持ちはわからないでもないけど……ちっとは自分の身体のことも考えろ」

　昨日のような状態で悪魔と戦ったりしたら、怪け我がだけじゃ済まないかも知れない。

「もし、周りの期待に応えられたとしても、五ご行ぎようさんが大おお怪け我がをしたら割に合わないだろう？　もし、失敗したことで誰だれかになにか言われても、オレが味方になってやるから、あまり無理はしないでくれよ」

　熱くなっていたようで、気がつくと説教みたいなことを口走っていた。

　もしかしたら余計なことを言ったのかも知れない。

　失敗したかなと、窺うかがうように五行さんに視線をやった途と端たん、思わずオレは目を見開いた。

　五行さんは瞳ひとみを潤ませて、泣きそうな顔をしていたのだ。

　こんな五行さんの表情は見たことがない。

　やばい。傷つけてしまったのかも知れない。

「わ、悪い。余計なことを言ったな。その、傷つけるつもりはなくて……」

　慌てて謝ると、五行さんは首を横に振って言った。

「違うんだ。……嬉うれしかったんだ。私はいままで、そんなこと、言われたことがなかったから、だから……すごく嬉しくて……ありがとう……南なん条じよう君」

　言葉に詰まりながらも、五行さんはありがとうと繰り返す。

　オレはといえば、泣きそうな五行さんにどう接したらいいかわからず、情けないことにオロオロしていた。

　どうしようと悩んでいると、ふと昨日福引きで当てた犬の携帯ストラップのことを思い出した。

　う、うむ。五行さんは犬が好きみたいだし、これをあげてみよう。もしかしたら喜んで、笑顔になってくれるかも知れない。

「と、とりあえず、頑張った五行さんにはご褒美だ。ほら、犬、好きだよな？」

　動揺しながらも、ズボンのポケットに入れっぱなしにしていた犬の携帯ストラップを取り出し、すっと五行さんに差し出すと、

「……南条君、優しいな」

　何な故ぜか、さらに五行さんの瞳に涙がたまった。

　ええっ？　まさかの逆効果？

「これ、人気の商品で、予約してもなかなか手に入らないものなのに……南条君、私が犬好きだから、くれるなんて……」

　そういえば、福引きのセクシーお姉さんも人気の商品とか言ってたっけ。

「いや、大したことないから気にするな。ほら、せっかくだからそのストラップ、携帯に付けてみたらどうだ？」

　そう提案すると、五ご行ぎようさんは素直に頷うなずき、携帯電話を取り出し、犬のストラップを付ける。そして携帯電話から揺れる犬のストラップを見ると、ようやく笑顔になってくれた。

　よかった。オレは大きく胸を撫なで下ろした。

　五行さんはしばらく笑顔で犬のストラップを眺めていたが、ふと、なにかに気づいたような顔をする。そして視線をオレに戻すと、頬ほおを赤くしながら、おずおずと口を開いた。

「あ、あの、南なん条じよう君。よかったらでいいんだけど、その、携帯電話の番号……交換しないか？」

「え？　いいのか？」

　驚いて訊たずねると、五行さんは赤い頬のまま頷いた。

　そんな顔をされると、何な故ぜかオレまで照れてしまう。

　頬をぽりぽりかきながら、五行さんと携帯電話の番号を交換していると、

「――っ！」

　不意に視線を感じた。

　誰だれかが観察するようにこちらを見ているような感覚。

　ゆっくりと振り返るものの、背後には誰もいない。

　近くにはいないのだろうか、オレが振り返った途と端たん、気配は霧散する。

　……確か、前にも似たような視線を感じたことがあったな。

　なんだろうと首を傾かしげていると、ふと五行さんと目が合った。どうやら五行さんもオレと同じように周囲を見渡していたようだ。

「もしかして、五行さんも視線を感じたのか？」

「いや、視線というよりも、イヤな気配に近いものを感じたんだが……南条君も？」

　オレは頷きながら、思い出すように言った。　

「そういえば、この前も似たような気配を感じたんだよなあ……」

「この前も？」

「ああ。おととい、だったかな？　街を歩いてたら、さっきみたいな気配を感じたんだよ。イヤだな。ストーカーだったらどうしよう？」

　それはあまり気分のいい話ではない。

「怖いなあ」

　小さく呟つぶやくと、

「大丈夫だ」

　五行さんが力強く言う。

「もし南条君になにかあったら、すぐに助けに行くから」

　凛りんとした瞳ひとみが真まっ直すぐにオレを捉とらえたあと、優しげに細められた。

　半ば冗談だったので、ここまで真剣に応こたえられると照れる。

　再び、ぽりぽりと頬ほおをかいていると、五ご行ぎようさんは「そうだ」と思い出したように呟つぶやき、いきなり制服の襟元を小さく開いて手を差し込む。そして胸元へと手を伸ばし、なにかを取り出そうとする。

　うむ、五行さんは退魔士だから、身体に退魔用の道具などを隠し持っていると想像はできる。本人にとってはいつも通りのことなのだろう。しかし、もぞもぞと五行さんが胸元で手を動かすたび、大きな胸が揺れるんだが、これは凝視していいものなのだろうか。

　五行さんはオレの動揺に気づいた様子はない。服の下からなにかを取り出し、すっと、それをオレに差し出してくる。

　なんだろう。首を傾かしげながら五行さんの手元を見ると、そこには一枚の紙切れがあった。

「これは？」

「護符の一種だ」

　訊たずねると、五行さんは真剣な顔をしながら続けた。

「南なん条じよう君の傍にはいま、ルナさんという悪魔がいるだろう？　実は、この状態はあまりよくないんだ」

「え？　そうなのか？」

　五行さんは頷うなずき、続けた。

「悪魔というのは、良くも悪くも人に様々な影響を与えてしまうんだ」

　どうやら五行さんの見立てだと、ルナは少し変わった悪魔らしく、その影響を受けて、オレの身体が悪魔たちから好かれやすい体質に変質してしまう可能性があるらしい。

　一応、ルナの義理の父親であるブラムのおっさんからも悪魔の影響を受けない指輪を譲り受けてはいるのだが、それは悪魔が憑ついた人間の性格が変化しないためのモノらしく、それだけでは足りないかも知れないと、五行さんは教えてくれた。

「だから、この護符を自室に置いていれば、自然と南条君の身体は浄化される。それに敵意ある悪魔が襲ってきても、これが助けてくれる。まあ、お守りみたいなものだな」

　受け取った護符はほのかに温かく、五行さんのぬくもりを感じた。しかし、

「いいのか？　こういう護符ってけっこう高いんだろ？」

　さすがに高価なものを貰もらうのも気が引けたのだが、五行さんは笑顔で答えた。

「気にしなくていい。四百か五百程度だから」

　……ちょっと待て。

　四百か五百程度？　まさか桁けたは万？

　五行さんは「これのお返しだ」と言って、さっきプレゼントした犬の携帯ストラップを揺らすが……値段的に釣り合いが取れていないんじゃないか？

　動揺しながら、掌てのひらに乗った護符を丁寧に鞄かばんの中のクリアファイルにしまうと、五行さんに視線を戻す。すると、五行さんはふと真剣な表情を浮かべて言った。　

「それで南なん条じよう君。実は、話はもうひとつあるんだ」

「お、おう、なんでも言ってくれよ」

　護符のことで動揺していたオレの口から、意図せず裏返った声がもれた。

　それを聞いた五ご行ぎようさんはわずかに表情を緩めたが、すぐにいつもの凛りんとした表情に戻る。そして少しだけ躊躇ためらったあと、口を開いた。

「……話というのは、転校生、オランジェロさんのことなんだ」

「転校生？　ああ、マキナか。そういえば五行さん、あいつからはイヤな感じがするって言ってたな。なにかわかったのか？」

　五行さんが答えるより早く、

「――あたしになにか用？」

　不意に割り込んできた第三者の声。

　声に振り返ると、いつからそこにいたのだろうか。長い赤髪に琥こ珀はく色いろの瞳ひとみ。怜れい悧りに整った顔立ち。腕を組んでこちらを見つめている様さまは、やはり女王のよう。

「それで、もう一度訊きくけど、あたしになんの用？」

　赤髪の女王――マキナはゆっくりとオレたちに近づき、睨にらむように目を細めて五行さんを見る。

　その瞳は威圧的であり、五行さんは言葉を止め、じっとマキナを睨み返す。

　しばしの気まずい沈黙のあと、何な故ぜか五行さんは悔しげに唇を噛かみ締め、

「南条君、行こう」

　オレの手をぎゅっと握って歩きはじめる。

　突然手を引かれて驚きはしたが、オレは曖あい昧まいに頷うなずいて五行さんについて行く。しかし、

「あたしも一緒に行くわ」

　マキナは隣に並ぶと、どうしてかオレの腕を取る。そして、オレを五行さんから引き離そうと腕を引っ張ってくる。それを見た五行さんは「むっ」と眉まゆを寄せたあと、対抗するようにオレの腕をぎゅっと掴つかんで、強く引っ張った。

　すると、マキナも眉を寄せて、力を込めて再びオレの腕を引っ張ってくる。

　当然ながらふたりの豊かな胸がオレの両腕にあたり、ふにゅんふにゅんと、柔らかい感触に挟まれ、一瞬、頭が真っ白になった。

　ふたりからはいい匂においがする上に、両者ともかなり力を込めているらしく、胸の感触がダイレクトに両腕に伝わってくる。

　大きさ柔らかさ共にいい勝負だが、大きさに関しては若干マキナに分がある。ただ、五行さんの胸もなんとも言えぬ柔らかさで、甲乙付け難い――などと現実逃避をしている場合ではない。

　五行さんとマキナは顔を赤くして、対抗するようにオレの腕を引っ張っており、往来の人々の視線を独占である。

　傍から見たらきっと修羅場のような光景なのだろう。ふたりの力は次第に増していき、引っ張られた腕がそろそろ痛くなってきた。

　そこでオレは叫んだ。

「ふたりともやめるんだ！　オレのために争わないでくれ！　すべては美し過ぎるこのオレが悪いのだから！」

　叫んだ途と端たん、マキナが呆あきれ顔になり、ぱっと手を離した。

　瞬間、力の均衡が崩れたせいか、五ご行ぎようさんに強く右腕を引っ張られた。

　マキナがいきなり手を離すとは予想していなかったのだろう。五行さんは大きく体勢を崩して転びそうになる。オレは慌てて五行さんの腰に手を回し、身体を支えようとした。

　だが、オレまでバランスを崩し――五行さんの胸に頭から突っ込んでしまった。

　両頬ほおに感じたのは、柔らかくも温かい優しい感触。

　……ああ、やっちまった。こないだのゲームセンターに続き、また五行さんの胸に頭から突っ込んでしまった。

　以前、事故で五行さんの胸にダイブしたとき、それはそれは見事な双そう打だ掌しようを喰くらった。

　もう、同じ目には遭いたくない。

　オレは慌てて五行さんから離れようとした。しかし、何な故ぜか五行さんは離れようとしたオレの頭をぎゅっと抱きしめた。そして、

「急に手を離すなんて危ないじゃないか」

　怒ったような声をあげる五行さん。五行さんが声を荒らげるなんて珍しいが、それよりこの夢見心地な状況はなんだ？　シャンプーのいい匂においに、包まれたような柔らかい感触。

「南なん条じよう君、大丈夫か？」

「ある意味大丈夫じゃないが、まあ大丈夫だ」

　心配そうな声に答えつつ、名残惜しいがオレは五行さんの胸から離れる。そして、平静を装いながらマキナに目をやると、ヤツは細めた目でオレを見つめて一言。

「エッチ。鼻の下が伸びてるわよ？」

「そ、それは見間違いだ。オレの鼻が人より高いからそう見えただけだ」

「へえ」

　意味深に笑ったあと、マキナは再びオレの腕を取って、大きな胸を押しつけてきた。

「……き、効かないねえ」

「よく言うわよ。エッチ」

　色っぽく笑うマキナ。

　不覚にもその表情にドキドキしていると、眉まゆを寄せた五行さんが近づいてきて、マキナの腕を掴つかむ。そして力を込めて、オレとマキナを引き離すと、怒ったように言った。

「お、お前は南なん条じよう君に近づくな」

　……五ご行ぎようさんがこんなことを言うなんて珍しいな。

　意外なセリフに驚いていると、マキナが五行さんを睨にらみつけた。

「うるさいわね。これはあたしが貰もらうの。あなたは引っ込んでなさい」

「お前なんかに南条君は渡さない」

　言うと五行さんは肩にぶらさげた竹刀しない袋に手を伸ばす。マキナはマキナで不敵に笑うと、さっと右手を掲げて構えのようなものを取る。

　おいおい、まさかこの場でおっぱじめるつもりか？

　さすがにそれはまずいだろう。

「こらこら、ふたりとも熱くなるな。少しは人目も気にしてくれ」

　焦って注意すると、マキナは小さく嘆たん息そくして右手を下ろす。そして、五行さんに目を向けたまま言った。

「あなたはなにか勘違いしているようだけど、あたしは学校でなにかをするつもりはないわよ？」

「……信じられると思うか？」

「信じる信じないは好きにしなさい。ただ……」

　マキナは射貫くように目を細める。

「あなたが南条に余計なことを言ったら、あたしも気が変わるかも知れないわ」

「……それは警告のつもりか？」

「そうよ」

　そこでマキナは口元に笑みを浮かべ、不意にオレの肩を叩たたき、言った。

「あたしの目的は南条だけよ。それ以外はどうでもいいわ」

　マキナは笑みを濃くしながら、オレに目を向ける。

　瞬間、ゾクっと背筋が凍った。

　吸い込まれそうな琥こ珀はく色いろの瞳ひとみを見つめていると、脳を溶かされるような感覚に陥る。甘いなにかが優しく脳内に侵入し、思考能力を奪おうとする。一瞬、その甘い感覚に身を委ゆだね、意識を手放しそうになったが――いかんと気を張り、強く呼吸を意識する。

　すると効果があったのか、一瞬、ホワイトアウトしかけた意識が明確になる。

　……貧血か？　寝不足が原因だろうかと首を捻ひねっていると、

「驚いたわね。まさか拒絶するなんて……」

　マキナが目を見張ってオレを見つめていた。

　途と端たん、五行さんが慌ててオレとマキナの間に割り込んできた。

「お前まさか……！」

「安心しなさい。失敗したわよ」

　竹刀しない袋に手をかけた五ご行ぎようさんを横目で眺め、マキナはため息をつきつつ続けた。

「傍ぼう若じやく無ぶ人じんに振る舞うだけあってか、なかなか意志が強いわね」

　マキナは再び意味深に「残念ね」と呟つぶやくと、くるりと背を向けて歩き出す。

「あっ、待て！」

　五行さんがその背に声をかけると、マキナは「また学校でね」と振り返って答えると、ひとりで歩き出す。

　残された五行さんは悔しげな表情をしていたが、オレは状況がまったくわからず、ただ首を傾かしげていた。

　

　●　●　●

　

　一時間目の授業がはじまると、昨日と同じようにマキナに教科書を見せつつも、なずなはちゃんと学校に行ったのだろうか、などと考えていた。

　黒板に数式を書いている数学教師の背中をしばらくぼんやりと眺めていると、不意にマキナが小声で話しかけてきた。

「ねえ南なん条じよう」

「こら、違うだろ？　教えた通りちゃんとご主人様と呼びなさい」

「あっ、ごめんなさいご主人様――って、そんなこと教わった覚えはないわよ！　なんでちょっと優しい口調なのよ！　びっくりしたじゃない！」

　うん、実はオレも驚いた。しおらしく『ご主人様』とか言われて正直ドキドキした。

　次は違うセリフを言わせたいなあとか思っていると、懲りずにまたマキナが小声で話しかけてきた。

「ねえ奴ど隷れい」

「奴隷は貴様だ。生意気を言うな」

「あっ、はい。ごめんなさいご主人様――って、なんでよ！　なんで引っ掛からないのよお！　あんたばっかりずるいじゃない！　なんであんたはそんな当たり前のような顔をしてウソをつくのよ！　バカ！　変態！　エッチ！」

　マキナは真まっ赤かになって叫ぶと、数学教師に睨にらまれるのも無視して、謂いわれのない悪口を連発しながらガンガンとオレの脚のスネを蹴けってくる。

　しかし、再び『ご主人様』が聞けて満足したオレは、甘んじてそれを受けた。

　やっぱりからかうと面白い。

　笑みをこぼしながら黒板に視線を戻し、授業を聞いていると、不意にマキナがオレの肩に腕をまわしてきた。

　ぷよんとオレが大好きな柔らかくて大きいアレが当たり、視線をやると、整ったマキナの顔が目に飛び込んできた。マキナは形の良い桜色の唇をオレの耳元に近づけ、囁ささやくように言った。

「ねえ南なん条じよう、もう一度言うけど、あたしの奴ど隷れいになりなさいよ」

　命令するような口調だったが、不快感はなく、背筋が痺しびれるような不思議な感覚を覚えた。だが、奴隷はイヤだ。

「マキナ。オレももう一度訊きくが……特典はなんだ？」

　小声で訊たずねると、マキナはオレの耳に息を吹きかけながら色っぽく答えた。

「脚ぐらいだったら、舐なめさせてあげてもいいわよ？」

「いや、おっぱいの方がいい」

「お、おっぱいはダメよ！」

　いつものように乗ってくれるかと思ったんだが、どうやらおっぱいはダメらしい。

　オレは大きくため息を吐いて言った。

「交渉は決裂だな」

　赤くなったマキナから目を逸そらして、黒板に顔を向けると、

「ちょっと待ちなさいよ」

　焦ったような声がもれた。

　視線を戻すと、マキナは少し躊躇ためらったあと、赤くなりながら言った。

「舐めるのはダメだけど……ちょ、ちょっとだけなら、触ってもいいわよ？」

「それではダメだ。漢おとこなら、揉もみしだく」

「も、揉みしだくって、そんなのダメよ！」

「――では、この話はなかったことに」

「ええっ？」

　クールに言い放つと、マキナは焦ったような顔をした。しかし、さすがにおっぱいはダメらしく、開きかけた口を閉じる。

　うむ、確かにおっぱいは魅力的ではあったが、やはり奴隷になるのはイヤだ。

　誘惑には惑わされん。オレは前を向いて授業に集中する。

　マキナも懲りたのか、しばらくはなにも言わなかった。だが、五分と経たたないうちに、ぴたっとオレの肩に自身の肩をくっつけてきた。

　今度はなんだ？　警戒しながらマキナに目をやると、

「ねえ南条、あたしの奴隷になりなさいよ」

　どこか甘えるように言うマキナ。

　う～ん。こいつは一体なんのつもりなのだろう？　どうしてそんなにもオレを奴隷にしたいのだ？　オレを従属させて学校でも支配するつもりなのか？

　目的がわからないなあ、と首を傾かしげていると、ふと五ご行ぎようさんと目が合った。

　通路を挟んでマキナの逆隣に座っている五ご行ぎようさんは、険しい表情でマキナを睨にらみ、そして意味ありげにオレに目をやると、ジェスチャーでサインのようなものを送ってきた。

　オレはそのサインを解読し、声に出さずに口パクでサインの内容を朗読する。

『あぁん、南なん条じよう君。身体が火照って仕方がないんだ。私を慰めてくれ』

　……五行さん、なんてエロい人なんだ。授業中なのにけしからんよ、まったく。

　などと都合のいい妄想をしていると、五行さんは耳まで真まっ赤かになって『違う違う』と手を振ると、今度は口パクで言った。

『南条君、転校生には気をつけてくれ』

『よくわからんが、わかった』

　口パクで五行さんとの会話を終えると、オレはマキナに視線を戻す。

　マキナはどうしてか、不満そうな顔で訊きいてきた。

「あんたに質問なんだけど……」

「彼女にしたいタイプは滅めつ私し奉ほう公こうのメイドさん系だ。残念ながらお前じゃあ無理だな」

「そ、そんなことないわよ！　好きになったら尽くしてあげたいから――って、なんの話よ！　誰だれもあんたのタイプなんて聞いてないわよ！」

　ガン、とオレの脚を蹴けったあと、マキナはチラリと五行さんに目を向けながら言った。

「……もしかして、あんた、あの女と付き合ってるの？」

「いや、違うけど」

　なんでそんなことを訊くんだろう。

　首を傾かしげながらも正直に答えると、マキナはほっと表情を緩ませた。

「そう、安心したわ」

　意味深なセリフである。

「……さてはこの女、ワシに惚れておるな」

「ぶっ飛ばすわよ！」

　冗談だったのに、また脚を蹴られた。

　

　●　●　●

　

　長い授業に耐え、帰りのＨＲホームルームが終わった瞬間、オレは鞄かばんを手に取り立ちあがった。

　放課後はエルニのところに寄って、なずなの様子を見てこようと決めていた。

　早足で教室を出て、廊下を歩いていると、

「ちょっと南条」

　背中に声をかけられた。

　振り返ると、赤髪女王のマキナがいた。しかし、

「……どうやら気のせいのようだ。廊下には誰だれもいない」

　知らない振りをしてオレは歩き出した。

　ズボンのポケットから携帯電話を取り出し、昨日エルニから貰もらったメールを開く。そしてメールに記されたエルニの家の住所を確認していると、

「ちょっと待ちなさいよ！」

　怒ったような声と共に、いきなり服の襟首をぐいっと掴つかまれた。

　仕方なしに再度振り返ると、怒りのためか、マキナが頬ほおを赤くしてオレを睨にらみながら叫んだ。

「どうして無視するのよ！　返事ぐらいしなさいよ！」

「……なんだよ？　忙しいオレになにか用か？」

「用があるから呼び止めているんでしょうが！　それなのに無視するなんて失礼よ！　しかも、あんた、この間もあたしを無視して帰ったでしょう！」

「……この間？」

　思い返してみれば、マキナが転校して来た日の放課後、誰かに声をかけられたような記憶がある。しかし、それがマキナだったとは予想外だった。あのときは怒らせていたから、声をかけてくれるとは思ってもみなかったのだ。

「いや、それは悪かった」

「ふん。次はないと思いなさいよ」

「ああ、わかった。それじゃあ、また明日な」

「ええ、また明日――って、だからなんで帰ろうとするのよ！　用があるって言ってるでしょう！」

　とうとうマキナはオレの腹に蹴けりを叩たたき込んできた。脇わき腹ばらに突き刺さる鋭い廻まわし蹴げりが痛かったが……まあ今回はオレが悪い。

「悪い、冗談だ。それで、用ってのはなんだ？」

　真面目まじめに訊たずねると、マキナは偉そうに腕を組んだ。途と端たん、胸が両腕によって持ちあがり、大きな胸が余計に強調される。

　マキナはオレの視線が自分の胸元にいったことに気づいているのかいないのか、胸を反らしながら言った。

「南なん条じよう、この街を案内しなさい」

　その言葉にオレは笑顔で答えた。

「さようなら」

「……え？　ウソ？　な、なんで？　なんで断るのよ！　案内しなさいよ！」

　断られるとは思っていなかったのか、焦った声をもらしてオレの腕を掴んでくるマキナ。

　少し可哀かわい想そうだが、オレはそっとマキナの手を解いた。

　いまは早くエルニのところに行きたかった。

「悪いな。今日は用事があるから無理だ。他のヤツに頼んでくれ。クラスの男子たちなら喜んでお前を案内してくれると思うぞ？」　

「あたしは、自分の意志も持ってない、なんでも言うことを聞くだけの男は嫌いなのよ」

　それは意外だな。少し驚いていると、マキナは「言うことを聞かない男も嫌いだけどね」と続けてオレを睨にらんだ。うん、実にわがままなヤツだ。

「それなら女子に案内して貰もらえよ。少しはクラスの連中とも仲良くなっただろ？」

　何気なくオレが言った言葉に、

「……仲良くなった人なんていないわよ」

　小さな声で答えるマキナ。

　そういえば、男子たちは自然とマキナの傍に集まってくるが、クラスの女子は誰だれもマキナに話しかけていなかった。

「お前、友達いないんだな」

「――ッ！」

　思わず同情するように言うと、マキナは言葉に詰まり、一瞬目に涙をためたが、強がるようにそっぽを向いた。

「べ、別に友達なんかいなくても困らないからいいのよ！」

　もしかして、オレはいまマキナにとっての禁句を思いっきり口走ってしまったのではないか？　強がってはいるが、マキナは服の裾すそをぎゅっと握って、すごく寂しそうである。

「……オレの用事が終わってからでよければ街を案内するが、それでもいいか？」

　深く反省したオレは、マキナに優しくそう提案する。すると、マキナはそっぽを向いたまま答えた。

「感謝しなさいよ。少しだけだったら付き合ってあげるわ」

　素直じゃないヤツだ。

　苦笑しながらオレはマキナと一緒に学校を出て、エルニの家へと向かう。

　どうやらエルニの家は河原の近くにあるらしく、マキナと肩を並べながら、エルニがメールで教えてくれた住所を目指して歩いていると……河原の橋の下に辿たどりついてしまった。

　橋の下には大きな黄色のテントが張られており、テントには黒の太字で『えるにのおうち』と書かれているのだが……マジ？　

　テントの隣には堂々と赤い郵便受けが立てられているのだが、これはえっと、ギャグ？

　しばしテントの前で呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていたオレだったが、

「なによこれ？　貧相な家ね」

　マキナの冷たい一言で我に返った。

　きっと、エルニにはエルニの事情があってここに住んでいるのだろう。

　気を取り直してオレはテントの前に近づくが……人の気配を感じない。一応、エルニの名を呼び、「入るぞ？」と断ったのち、テントの中を覗のぞく。

　テントの中は予想以上に広い。四畳半はあるだろうか。テント内には小さいが本棚やソファーが置いてあり、釣つり竿ざおや救急箱、クマのぬいぐるみまであった。

　だが予想通り、テント内中央に並ぶふたつの寝袋はもぬけの殻だ。

　どうやらエルニとなずなは出掛けているらしい。

　どこに行ったのだろう。腕を組んで考えていると、「ねえ」とマキナに声をかけられた。

「あんた、まさかいい歳して『ここがオレの秘密基地』とか言って遊びに来たわけじゃないわよね？」

「いや、オレの秘密基地はここじゃない。もっと山の方だ」

　呆あきれ顔のマキナにそう返すと、ヤツはアホでも見るような目でオレを見つめてきた。

「なに？　その歳で秘密基地なんかで遊ぶの？」

「これ以上は秘密だ」

　クールに笑って答えるものの、マキナはやっぱり呆れ顔でオレを見ていた。

　まあ、普通はバカにするんだろうが気にはしない。

　昔は遊び半分で作った秘密基地だが、いまでは大事なオレの稽けい古こ場ばだ。人に見られることなく身体を鍛えられるので、重宝している。

　オレは黄色のテントを眺めながら、ポケットから携帯電話を取り出し、エルニに電話をかけた。しかし電話は繋つながらず、留る守す番電話に転送されてしまう。

　仕方がないので携帯電話をしまうと、オレはマキナに目を向けた。

「悪いが次は駅前だ。オレ様についてこい」

「え、偉そうな奴ね」

　呆れ顔のマキナを連れて、今度は駅前の繁華街へと向かう。そして、駅周辺を歩きながらエルニたちの姿を探していると、どこからかギターの音が聞こえてきた。続いて、明るい歌声も耳に飛び込んでくる。

　その歌声には聞き覚えがあった。

　耳を澄ませて、歌声に向かって歩き出すと、人だかりが見えた。

　人だかりに近づき、人と人の間から覗き込むようにして、演奏している人間に目を向けると……そこにはエルニとなずながいた。

　エルニは銀のツインテールをぴょこぴょこ揺らして、真まっ赤かなアコースティック・ギターを抱えて演奏していた。

　なずなもエルニの演奏にリズムを合わせて体を揺らし、楽しげに歌っている。

　その様子を見ていた周囲の人々は、それぞれに頬ほおを緩ませると、口々に「かわいい」ともらしはじめた。

　不思議なことにふたりが輝いて見え、なんだかアイドルみたいだった。

　というか、エルニってギター弾けたんだな。

　その腕前に驚いているうちに、曲が終わった。

　もっと聞いていたかったのだが、なずながぺこりと一礼して、演奏の終わりを告げてしまった。

　残念に思っていると、不意に大きな拍手が巻き起こった。

　周囲に視線をやると、歌を聴いていた観客たちはみな歓声をあげ、惜しみない拍手を送っていた。

　そこでオレはポケットからサイフを取り出し、なずなとエルニが観客に声をかけられているすきに、地面に置かれたエルニのギターケースに五百円玉を投げ込んだ。

　すると、観客たちもオレに続いて、おひねりをエルニのギターケースに投げ込んでいった。チャリンチャリンという小銭の音に混じって、少ないがひらひらと紙幣も舞い散る。

　エルニはギターケースにお金がたまっていく様子が信じられないのか、ぽかんとした表情を浮かべながら自分の頬ほおをつねったあと、

「ハンバーグ！　スパゲティ！　フライドポテト！」

　食べ物の名を叫びながらなずなに抱きついた。

　なずなはそんなエルニを抱き締め返し、嬉うれしげに笑っている。



    

  
    
      



    

  
    
      　どうやら、ふたりはうまくやっているようだ。

　なずなも楽しそうだし、母さんの言う通りしばらくは様子を見たほうがいいだろう。

　やっぱり、気持ちの整理に時間をかけるべきなのかも知れない。

　後ろ髪を引かれる思いで、オレは携帯電話を取り出し、メールの新規作成画面を開く。

「エルニ、なずなは任せた。あらゆる敵からなずなを守り抜け、マッドドッグ――と」

　指令文みたいなメールを送り、ふと隣を見ると……マキナが懐からサイフを取り出し、エルニのギターケースに小銭を投げ込んでいた。

「……お前、意外に優しいのな」

　若干驚きながら声をかけると、マキナは照れているのか赤くなってそっぽを向いた。

「ちょっと間違えちゃっただけよ」

「いや、どうやったら間違えるんだよ」

　思わず苦笑すると、マキナはやっぱり照れているのか、今度はオレの脚のスネを軽く蹴けってきた。

　面白いヤツだなあと思いながら、オレはもう一度なずなに目を向けたあと、マキナに視線を戻す。

　……さて、目的は果たしたし、今度は約束通りマキナを案内しよう。

「んじゃあ行くか。せっかく繁華街に来たんだ。今日はこのあたりを案内してやるよ」

　踵きびすを返して言うと、マキナはオレの隣に並んだのち、意外そうな顔をして訊きいてきた。

「ねえ、あの娘こたちに会っていかないの？　あの可愛かわいい――こほん」

　言いかけて誤ご魔ま化かすように咳せき払ばらいをすると、マキナは続けた。

「あのパーカーを着てない方の女の子、あんたの妹でしょう？　あの娘に会いにここまで来たんじゃないの？」

「まあ、そうなんだが……ちとわけありでな」

　そこでオレはマキナにルナとなずなのことを話した。喧けん嘩かの末になずなが家を出て行ってしまったこと。いまはエルニの家にお世話になっていること。心配だったから様子を見にきたことを。

　ちなみに、ルナのことはうちでホームステイをしている留学生だと説明した。

　ホームステイとは嘘うそ八百だが、表面上はこれで誤魔化している。

　以前、ルナが学校に来た際、クラスの連中から色々と言われたのだが、後日、留学生だと話すと、みんな納得してくれた。

　本当は家族だと説明したいところだが、誤解されそうなのでいまは控えている。

　――ルナは悪魔だ。魔界を離れて、誰だれも知り合いのいない人間界に来て、きっと心細いに違いない。ブラムのおっさんも人間界の結界があるので、滅めつ多たなことではこちらには来られない。

　だから、オレたちがルナの家族になってやらないといけない。

　ルナはいままで色んな人間たちから裏切られ、傷つけられてきた。

　そのたびに泣きそうな顔をしていたから、オレが幸せにしてやろうと思った。もう二度と、寂しい思いはさせないと誓ったんだが……。

　今朝、ルナはなずなが帰って来ないことにショックを隠しきれない様子だった。

　ぼんやりとした様子で、おかずの目玉焼きにドバドバと皿から溢あふれんばかりにしょう油をかけていた。そしてそのまま目玉焼きを口に含み、「ひゃあ」と驚いていた。

　家に帰ったら、ルナもフォローしてやらないとな。

　そんなことを考えていると、

「ねえ南なん条じよう、その留学生とは……もうしたの？」

「ぶっ！」

　マキナが突然、とんでもないことを言い出したので、思わずオレは吹き出した。

「バ、バカなことを言うな。なにもしとらんわ」

「本当に？」

「なんで疑うんだよ。オレは紳士だぞ？」

「妹には紳士失格とか言われてたくせに」

「ぐはぁ……」

　そうでした。もはや、自分は、完全に、紳士では無くなっていたのです。

　思いっきりショックを受けたが、マキナはそんなオレに構わず、疑うような目を向けながら続ける。　

「それにクラスの男子たちが、あんたのことを、『金髪美女の留学生を調教してメイドという名の奴ど隷れいにした魔王』とか言ってたわよ？」

「……マジかよ？　なんだよそれ？　あいつら納得したんじゃなかったのかよ」

　クラスの男子たちの言葉に驚いていると、マキナが目を細めてオレを見つめてきた。

「おい、なんだよその目は？　お前は、そんな根も葉もない噂うわさを信じるのか？　オレの目をよく見てみろ。こんな澄んだ目をする男が調教なんてすると思うか？」

「……全然澄んでないどころか、腐った魚のような目だけど、まあいいわ」

　じっと琥こ珀はく色いろの瞳ひとみを見つめて問うと、マキナはひどく失礼なことを言ったあと頷うなずいた。

　というか、この前はロックな目とか言ってくれたのに、腐った魚の目とはあんまりだ。

　胸中で肩を落としながらも、マキナをどこに案内しようかと迷っていると、

「それで、どこに連れて行ってくれるの？」

　マキナが隣に並んで訊たずねてきた。

「う～ん、お前はどっか行きたいところとかあるか？」

　質問に質問で返すと、マキナからは「楽しいところ」という短い答えが返ってきた。

　ふむ、楽しいところか。できれば金が掛からないところがいいな。

　サイフを取り出しながら中身を確認していると、昨日、福引き会場でセクシーお姉さんから貰もらった名刺が目に留まった。

　何気なく名刺を取り出して裏返すと、キャバクラらしき店の住所が載っていた。

「よし、キャバクラに行くか。今夜は飲むぞ。お前はなに飲む？」

「あたしはカクテルを頼もうかしら――って、なんでキャバクラなのよ！　女の子連れて行くようなところじゃないでしょ！　そもそもあんたはまだ未成年でしょうが！　そしてその名刺はなによ！」

「……お前、意外にノリ突っ込みの才能があるよな」

　期待に応こたえてくれて嬉うれしかったので、褒ほめてみた。しかし、マキナは乗ったのではなく、乗せられただけなのか、怒った様子でまたオレの脚のスネを蹴けりつけてきた。

　いい加減にしないと、そろそろスネに青あお痣あざができてしまうな。

　オレはマキナをからかうのを止め、普通に街を案内した。

　本屋にスーパー、カラオケに映画館、洋服店に馴な染じみのファミレス。

　あてもなく歩いていると、マキナがふと足を止めた。マキナの視線を追うと、ゲームセンターが目に飛び込んできた。

「あれはなに？」

「ゲームセンターだ。中には色々なゲームがある。浅あさ田だなんかはよくあそこで脱衣麻雀マージヤンに興じているな」

「浅田って誰だれよ？」

「クラスメイトにひとり変態がいただろ？　そいつだよ」

「ああ、あの顔だけはいい男ね」

　不思議と変態と言うだけで伝わってしまった。

　少しだけ浅田が可哀かわい想そうだなと思いつつ、オレはゲームセンターをくいっと親指で差しながら言った。

「せっかくだから入ってみるか？　中はけっこう音がでかくてうるさいけど、そういうの平気か？」

「へえ。そんな風に気を遣うこともできるのね」

　マキナは感心したように、「意外ね」と、失礼なことを言いながらゲームセンターの中に入っていく。

　中に入ると、マキナは物珍しそうにきょろきょろとあたりを見渡し、興味深げに色んなゲームを見て回っている。

「なんか田舎者みたいだな、お前。海外にはこういうのなかったのか？」

　からかうように言うものの、マキナはいつものように怒ったりはしなかった。

　オレの声が聞こえていないのか、わくわくした様子でゲームを見て回り、

「南なん条じよう、これやりたいわ」

　と、クレーンゲームの前で立ち止まり、指を差す。

　透明なガラスケースの中には、様々な種類の愛らしい動物のぬいぐるみが所狭しと並べられていた。

　ぬいぐるみが欲しいのだろうか。意外だなと思っていると、

「南条、お金を入れてちょうだい」

　不意に、マキナが命令するようにそんなことを言い出した。

　なんでオレが金を払わないといけないのだ？　疑問だったが、マキナが楽しそうだったので、ため息を吐いたあと、オレはサイフを取り出し、クレーンゲームに硬貨を投入した。

　そうしてゲームがはじまり、マキナはクレーンを操作し、虎とらのぬいぐるみを取ろうとするが――取れない。全然取れない。ことごとく取れない。

「……お前、下手すぎるだろう」

「う、うるさいわね！　はじめてなんだから仕方がないでしょう！」

　言いつつも、マキナは悔しそうな顔をしてガラスケースの虎のぬいぐるみに目を向ける。

「なんで取れないのよお……」

　声に視線をやると、マキナは思い通りにならないクレーンを睨にらみつけてはいたが、その目にはうっすらと涙がたまっていた。

　ちょっと可哀かわい想そうだったので、オレは苦笑したあと、アドバイスしてやろうと口を開いた。

「あのさ、聞いた話だけど、こういうのは下手に取りたいものを選ぶより、取れそうなものから取っていく方がいいらしいぞ」

「そうなの？」

「ああ。だからほら、あの牛のぬいぐるみあたりから攻めてみたらどうだ？」

　オレがそう言うと、意外にもマキナは素直に頷うなずき、クレーンを動かした。すると、呆あつ気けないほど簡単に牛のぬいぐるみがゲットできた。

「……取れた」

　驚いたような声をもらしたあと、マキナは振り返り、目を輝かせて訊きいてきた。

「ねえ南条、次はどれを取ればいいの？」

「え？」

　不覚にも、楽しげなマキナの顔に一瞬、心奪われていたオレは呆ほうけた返事をしてしまった。すると、マキナは少しだけ拗すねたような顔をして言う。

「なによ。いじわるしないで、教えなさいよ」

「あ、ああ」

　動揺しつつもオレは頷き、「そうだな」と顎あごに手を当ててガラスケースに目を向ける。

「……次は、あの羊あたりが狙ねらい目めなんじゃないか？」

「羊ね」

　マキナはまた素直に頷うなずくと、クレーンを操作する。クレーンはマキナの指示に従い、しっかりと羊のぬいぐるみをキャッチした。

「……また取れた。すごいわ、南なん条じよう」

「そ、そうか？　お前も上う手まいもんだな」

　答えながらも、オレは嬉うれしげに頬ほおを緩ませているマキナからそっと目を逸そらす。

　こんな風に素直だと、なんだか調子が狂う。

　だけどまあ、こんなマキナも悪くないな。

　真剣な表情でクレーンゲームに挑戦するマキナに視線を戻しながら、オレはそんなことを考えていた。

　……そして、マキナは苦闘の末、欲しがっていた虎とらのぬいぐるみをゲットすることに成功した。虎への道をふさいでいた牛や犬といったぬいぐるみも手に入れたので、なんだかんだでけっこうな額の金を使ってしまった。

　だが、マキナは虎のぬいぐるみを捕まえたとき、本当に嬉しそうな顔をしていた。

　だから、まあいいだろう。

　それから、店員さんが紙袋をくれたので、取ったぬいぐるみたちをその中に入れると、オレとマキナはゲームセンターを出た。

　マキナはぬいぐるみの入った紙袋を嬉しげに胸に抱いて歩いていたが、不意に立ち止まり、チラリとオレに目を向ける。

「ん？　どうかしたか？」

　声をかけると、マキナは少し頬を赤くし、そっぽを向きながら言った。

「……あ、ありがとう」

　そのお礼の言葉に思わず目を見開いて驚くと、マキナは照れているのか、赤い頬のまま胸元の紙袋から狼おおかみのぬいぐるみを取り出し、それをそっとオレに差し出してくる。

「あんたのおかげでぬいぐるみ取れたから、その、えっと……お、お礼……」

「う、うむ。ありがとう……」

　礼を言いながらオレがぬいぐるみを受け取ると、マキナはにっこりと笑った。

「そのぬいぐるみ、あんたに似てるでしょう？」

　その笑顔に見み惚とれてしまいそうになったオレは慌ててマキナから顔を背ける。

　まさか素直に礼を言われるとは思ってもみなかった。狼のぬいぐるみを鞄かばんの中にしまいつつも、少し戸惑っていると――不意に、しゃくりあげるような声が聞こえてきた。

　気になって声の方に視線をやると、女の子がひっくひっくと小さな声で泣いている姿が見えた。年の頃ころは五歳前後だろうか。女の子は大きな瞳ひとみからぽろぽろと涙をこぼしていた。

　しかし、女の子は大声をあげて泣くことも、助けを呼ぶこともしなかった。掌てのひらで涙を拭ぬぐったあと、きょろきょろと不安そうにあたりを見回し、ひとりで歩き出そうとする。

　気になって呼び止めようとしたら、マキナがオレより早くすっと女の子に近づき、「ちょっと待ちなさい」と声をかけた。

　振り向いた女の子はマキナを見て、少し怯おびえたような表情を見せた。確かにあの威圧的な雰囲気がある目は少し怖いかも知れない。

　だが、マキナは気にせず腰を屈めて女の子と目線を合わせる。

「なに泣いてるのよ？　どうかしたの？」　

　優しさの欠片かけらもないぶっきらぼうな口調だったが、女の子はマキナを見つめると、小さな声で答えた。

「……あのね、おねえちゃん、いなくなっちゃったの」

　言葉と共に、いままで我慢していたのか、女の子は声をあげて泣き出した。それを見たマキナはひどく慌てた様子でうろたえる。

「ちょっと、泣かないでよ。え、えっと、ほら」

　焦りながらもマキナは、胸に抱えた紙袋からぬいぐるみを取り出し、それを女の子の顔の前に突き出した。すると、女の子はぬいぐるみに興味を惹ひかれたようだ。泣くのを止めて、ぬいぐるみを見つめはじめた。

「この中から好きなものを選びなさい。あげるわ。だから、泣くのは止めなさい」

　女の子はマキナの言葉に素直に頷うなずくと、紙袋を覗のぞき、虎とらのぬいぐるみを取り出し言った。

「とらさんほしい」

　その言葉にマキナは驚いたような表情を見せたが、

「い、いいわよ」

　と、無理をしたような顔で、女の子に虎のぬいぐるみをプレゼント。しかし、やっぱり自分も欲しかったのだろう。女の子が胸にぬいぐるみを抱くと、複雑そうな顔をしていた。

　なんだかその様子が少し微笑ほほえましくて、自然と笑みがこぼれた。

　そこでオレはマキナ同様女の子に近づき、腰を屈めて声をかけた。

「それで、お前はお姉さんとはぐれたわけだな？」

　なるべく柔らかい口調で訊たずねると、女の子は虎のぬいぐるみを抱いたまま頷いた。

「よし、それじゃあ、お前のお姉さんは、このお姉ちゃんの命に賭かけて、オレが探し出してみせよう」

　マキナを指差しながら言うと、すぐさま「自分の命を賭けなさいよ！」と怒られた。

　だが、女の子は大きな瞳ひとみでオレを見あげながら不安げに訊きいてきた。

「……おねえちゃん、みつかるかな？」

「大丈夫だ。オレに任せろ。お前のお姉さんは、このお姉ちゃんの命に代えてでも見つけ出してみせる」

「だから自分の命にしなさいって言ってるでしょう！」

　またマキナに怒られた。しかし、悪いが無視して女の子に目を向ける。

「それじゃあ、一緒に探しに行こうか」

「うん」

　すっと手を伸ばすと、女の子はオレの手をぎゅっと握る。そして、おずおずとマキナを見たあと、

「おねえさんも、わたしのおねえちゃんさがしてくれる？」

　と訊たずねた。

　すると、マキナはぽんと女の子の頭を撫なでて答えた。

「仕方がないから付き合ってあげるわ。あたしは忙しいからさっさと行くわよ」

　やっぱりぶっきらぼうに返すマキナだったが、女の子はもう怖がったりはしなかった。ぎゅっとマキナの手を握って、一緒に歩き出す。

　そこでオレは女の子からお姉さんの特徴を聞く。そして、自分から名乗ったあと名前を訊ねると、女の子は笑顔で「はるちゃん」と答えた。

　そうして、はるちゃんと一緒に彼女のお姉さんを探していると、近くの公園で「春はる菜なちゃ～ん、春菜ちゃ～ん」と大泣きしながら誰だれかを探している女の子を発見した。

　その制服を着た女の子がはるちゃんのお姉さんらしい。オレとマキナがはるちゃんを連れて行くと、はるちゃんのお姉さんはこっちが引くぐらい礼を言い、はるちゃんを抱き締めていた。抱き締められたはるちゃんは、嬉うれしげにお姉さんの抱擁を受けていた。

「やっぱり、姉妹は仲が良いのが一番だな」

　姉妹の微笑ほほえましい様子を眺めながら呟つぶやいた途と端たん、ふとルナとなずなのことを思い出した。

「ルナもなずなも姉妹みたいに仲が良いんだから、早く仲直りしないかな……」

　独り言のように呟いた瞬間、

「……姉妹みたい？」

　不意に、マキナの口から怒りを孕はらんだ声があがる。

「なに言ってるのよ。あんたの妹と……その留学生は、他人なんでしょう？　所しよ詮せん、他人は他人よ。姉妹みたいだなんて、バカなこと言わないでよ」

　マキナはオレを睨にらみつけながら言うが……どうしてだろう？

　その表情は泣きそうにも見えて、オレはなにも言えなくなる。

　戸惑っていると、マキナはつまらなさそうにオレから視線を逸そらし、背を向けて歩き出す。その後を慌てて追うものの、かける言葉が見つからず、一定の距離を保ちながらマキナの後ろを歩いていく。すると、マキナは不意に足を止めて言った。

「……南なん条じよう、喉のどが渇いたわ」

「ああ、オレもそう思っていた。ちょっとお前、そこの自販機でジュース買ってこいよ」

「あら、ちょうどいいところにあったわね。あんたはなに飲む？　――って、違うでしょうが！　あんたが行きなさいよ！　あんたが！」

　振り返ったとき、マキナは「ちょっとは空気を読みなさいよ！　バカ！」と怒ってはいたが、さっきみたいに泣きそうではなかった。

　よかった。オレは胸中でほっと胸を撫なで下ろしながら「悪い悪い」と笑うと、近くの自動販売機でジュースを買い、マキナの元に戻る。マキナはベンチに座り、女王然として腕を組んでオレを待っていた。オレはマキナに駆け寄り、笑顔でジュースを差し出した。

「ほら、お汁粉ジュースだ」

「ええ。ありがとう――って、そんなものいらないわよ！」

「いや、さすがに冗談だ。アップルジュースとオレンジジュース、どっちがいい？」

「オレンジを寄こしなさい」

　要望に応こたえず、オレは無言でアップルジュースを差し出した。

「……ちょっと、オレンジって言ったでしょう？」

「実はオレンジはオレが飲みたかったんだ」

「だったら二本ともオレンジにしときなさいよ！　このバカ！」

　怒ったように言うと、マキナはオレの手からオレンジジュースを奪った。

　本当にからかうと面白いな。目を細めながらオレは缶ジュースのプルタブを引き起こし、ジュースを口に含む。

　だが、マキナは手の中の缶ジュースを見て、頭にハテナマークを浮かべた様子で首を傾かしげていた。

「……ねえ、これどうやって飲むのよ？」

「お前、実はいいところのお嬢様なのか？」

　苦笑しながらマキナから缶ジュースを受け取り、蓋を開けてやると、マキナはよくできた手品でも見たように驚いていた。

　やっぱり、いいところのお嬢様なのか、こいつ？

　缶ジュースの開け方を知らないヤツなんてはじめて――ではないな。そういえばルナも知らなかった。

　マキナは興味深げに缶ジュースを見つめ、オレを真ま似ねてジュースを口に含むと笑みを浮かべた。

　その様子を眺めながら、オレはさっきの女の子、はるちゃんを思い出す。

　そういえば、はるちゃんはけっこうマキナに懐なついていたなと思っていると、

「ん？　なによ？」

　オレの視線に気づいたようだ。マキナが鋭い視線を向けてくる。

　その威圧的な琥こ珀はく色いろの瞳ひとみを受け流しながらオレは口を開いた。

「いや、ちょっと意外だったからさ」

「意外？」

「ああ。子供に優しいんだな、お前」

　オレがそう言うと、マキナは少しだけ頬ほおを赤くしてそっぽを向いた。

「あんたこそ、目付きが悪いくせに子供の扱いが妙にうまかったわね」

「妹がいるからな。何な故ぜかは知らんが、あいつは昔から自分の友達をオレに紹介して一緒に遊ぼうとするんだよ。きっとそのせいだな」

「へえ、それこそ意外よ。子供でも問答無用で殴り飛ばしそうな顔をしているくせに」

　ひどい言い草だ。

　これでも目付きが悪いことは気にしているんだ。あんまり言わないで欲しい。

　少し傷ついたが、それよりもマキナだ。

　正直、マキナに抱いていたイメージが変わった。

「お前、あの女の子が泣いているとき、真っ先に駆け寄ったよな。それはすごいと思うぞ。面倒だとか、誰だれかがやるだろう、なんて考えるヤツもいるしな」

　実際、はるちゃんを見ても素通りしている大人たちは何人もいた。そんな中、マキナが躊躇ためらいもせず、はるちゃんに声をかけたのは意外だった。

　オレは素直に褒ほめたつもりだったのだが、マキナはそっぽを向いたまま言った。

「……泣いている小さな子供がいたら、助けるのは当たり前でしょう」

　真剣な声音でマキナは続ける。

「子供が泣いているのに、誰も助けないなんておかしいでしょう？　中には面倒だとか邪魔だとか思う連中もいるかも知れないけど……あたしはそんな風にはなりたくないのよ」

　思わずオレは目を見張った。

　ずっとわがままなヤツだとばかり思っていたが、こういった優しい一面も持っているんだな、こいつ。

「悪い」

　気がつくと、オレの口から謝罪の言葉が飛び出していた。

「オレ、お前のこと、ただのわがままなヤツだと思っていた。いいところのお嬢様かなんかで、好き放題に生きてきたんじゃないかって、そんな風に考えてた……」

　だけど、それは違うのかも知れない。

「まあ、それが事実かどうかはわからないけど、お前のことを誤解していたと思う。だから……悪い」

　オレが頭を下げると、マキナは信じられないものを見たといった顔をしたが、「別にいいわよ」とため息混じりに言った。　

「誤解されるのには慣れているしね」

　呟つぶやきながらもマキナは「ただ」と続ける。

「あたしは別にいいところのお嬢様なんかじゃないわよ。それだけは勘違いしないで」

「そうなのか？」

「ええ。確かにお父さまはそうだけど、あたしは……出来損ないだからね」

　――出来損ない。

　その言葉に胸の奥がわずかに疼うずいた。

　マキナが悲しげに笑ったからというのもあるが、それだけじゃない。

　出来損ない。忘れかけていたその聞き覚えのある単語が、頭の中で木霊する。

「お前、誰だれかにそんなことを言われたことがあるのか？」

　少し硬い口調で訊たずねると、図星だったのか、マキナは大きく目を見開いた。そして、

「な、なんでそう思うのよ？」

　じっと、警戒するような瞳ひとみをオレに向けてくる。

　それにオレは笑顔で答えた。

「オレも言われたことがあるからだよ」

　瞬間、マキナの瞳が動揺に揺れた。

　そこでオレは苦笑しながら続けた。

「オレの家は先祖代々、古武術をやっているんだが、爺じいちゃんや父さんに比べて、オレにはまったくと言っていいほど武術の才能がなくてな。一部の親しん戚せき連中からは、『出来損ない』なんてよく言われたものだよ」

　道場を継ぐ気のなかった父さんに代わって道場を継いでくれると、周囲の人間は期待していたのだろう。だが、オレに武術の才能なんて欠片かけらもないことを知ると、それまで優しかった連中は掌てのひらを返したように冷たくなった。

「爺ちゃんや父さんは、出来損ないなんて言わなかった。それでも、武術には向いてないって言われてな。やめておけと諭されたよ」

　思い出すように空を見あげながらオレは続けた。

「まあ実際、親戚連中だけじゃなくて、道場の一部の連中からも『出来損ない』とか言われていじめられていたからな。結局、一度は道場に通うのはやめた」

　年の近いガキから出来損ないと言われるのはまだ耐えられた。だが、憐あわれんだ目でオレを見下ろし、出来損ないと言った大人たちの言葉は、生涯忘れることがないと思う。

　だから、ずっと劣等感みたいなものを抱いていた。

「だけど、二年も時間は掛かったけど、オレは道場に戻った。家族に止められはしたし、戻っても、しばらくはまたいじめられたけど……」

　もう投げ出さなかった。幾度もの敗戦を重ねても、鍛えて鍛えて鍛え抜いた。だから、

「オレを出来損ないと呼んだ連中程度なら、力でねじ伏せられるぐらいには強くなったよ。まあ色々とあったおかげで、多少はグレたがな」

　笑って話を締めくくると、マキナはぎゅっと拳こぶしを握り締めながら口を開いた。

「……どうしてよ？」

　わからないといった顔をしてオレを見つめる。

「どうして、そんなことができるのよ？　戻ってもしばらくはバカにされたんでしょう？　それなのに、どうして続けられたのよ？」

　その答えは簡単だ。

「守りたい人がいたからだよ」

　劣等感なんてどうでもよかった。周りの声も耳に入らなかった。ただ、守りたいと思った。強くなりたいと思った。

　ブラムのおっさんの記憶操作のせいで、ほとんどの記憶は飛んでいたが、心の片隅ではいつも抱いていた、守りたいという強い想おもい。

　それがあったから走り続けることができた。

　どんなに辛くても立ちあがることができた。

　――ルナを守りたかったから、オレは強くなったんだ。

　結局のところ、ルナがいなかったらオレは腐っていたと思う。

　子供の頃ころ、ルナと出で逢あえたから、オレはこうしてここにいる。

　だから自信を持って言えるんだ。

「大切な人を守りたいと思ったら……不思議でな。どんなことにも耐えられたんだ」

　笑いながら言うと、マキナは瞳ひとみを揺らした。

　驚き、動揺、そして嫉しつ妬とだろうか？　瞳を揺らしたあと、マキナは俯うつむいてしまう。

　そして無言のまま地面を見つめ続ける。

　……長い沈黙のあと、オレはゆっくりと口を開いた。

「なあ、ひとつ訊きいてもいいか？」

　それはずっと気になっていたことだ。

「どうしてオレを奴ど隷れいにしようだなんて思ったんだ？」

　オレを奴隷にすることに拘こだわっているみたいだが、その理由がわからない。

　いままでは、ただのわがままぐらいにしか考えていなかった。だが、ひょっとするとなにか事情があるのかも知れない。そう思って訊たずねたのだが、

「……奪わないと、奪われるからよ」

　マキナの口からぽつりともれた言葉の意味を理解することはできなかった。

　しかしその言葉を発したとき、マキナはまた泣きそうな顔をしていた。

　オレはかける言葉が見つからず、ただ彼女のことを見つめていた。

　すると、マキナはベンチから立ちあがり、睨にらみつけるようにオレを見つめた。

「南なん条じよう、これが最後よ。あたしの奴ど隷れいになりなさい。あたしに従いなさい」

　言葉と共にマキナが近づき、琥こ珀はく色いろの瞳ひとみがオレを捉とらえる。

　まるで引力でもあるかのように、その琥珀の瞳に引き寄せられ、不思議と目を逸そらすことができない。瞳を見つめ続けていると、ふいに意識がぼんやりとしてくる。そして、頭の中に甘いなにかが侵入してきて、脳がとろけるような恍こう惚こつ感かんに襲われた。

　この感覚は脳のう震しん盪とうを起こしたときに似ているかも知れない。立ちあがらず、倒れたまま意識を手放せば確実に楽になれる。

　ただ、そんな甘い誘惑を振り切り、オレは何度も立ちあがってきた。

　大きく息を吸い込み、吐き出しながら、意識を明確にする。そしてすっと手を伸ばし、

「そんな言い方じゃあ、いつまで経たっても友達なんかできないぞ？」

　と、軽くマキナの頭にチョップを落とす。

「ちょ、ちょっと。なんでよ？」

　なにやらマキナは動揺しているようだが、オレはもう一度、ぽんとその頭にチョップを落としながら言った。

「奴隷はイヤだけど、お前とだったら友達になってもいいぞ。お前はどうだ？」

　訊たずねると、マキナは驚き、顔を真まっ赤かにしたのち……そっぽを向いてしまった。

「……せっかく警告してあげたのに、バカな男」

　小さく呟つぶやくと、マキナは背を向けて歩き出す。

　どうやら振られてしまったようだ。

　ただ、諦あきらめるつもりはなかった。

　じっとマキナの背中を眺めていると、不意にマキナがくるりと振り返った。

　そのとき、マキナは泣きそうな顔をしていた。そしてその表情のまま――

「南条、さっきの言葉、忘れないことね」

「……さっきの言葉？」

　首を傾かしげると、

「あんたは大切な人を守るために強くなったんでしょう？」

　警告するようにマキナは言った。

「だったら、なにがあっても守ってみせなさいよ」

　それだけ言うと、マキナは再び背を向けて歩き出す。

　その背に、「また明日」と声をかけたが、返事はなかった。

　ぽりぽりと頭をかくと、オレは小さくため息を吐いた。

「……オレも帰るか」

　先ほど立たち眩くらみを起こしたし、今日は早く寝たほうがいいだろう。



    

  
    
      



    

  
    
      　それに、なずなが家を出たせいで、落ち込んでいたルナのことも気になった。

　元気付けてやりたいなあと思いながら、オレは家路を急いだ。

　

　●　●　●

　

　夕暮れの街並みを歩き、家の前まで帰ってくると、ちょうど家の門の前で、何な故ぜか肩に旅行バッグをかけた母さんに会った。

「あら、おかえり忍しのぶ」

　母さんがオレに気づき、声をかけてきた。それにオレは手をあげて応こたえた。

「おう、今日もオレは元気に帰還した。ご褒美として、その旅行バッグを寄よ越こせ」

　言いながらバッグに手を伸ばすと、母さんは苦笑しながら答えた。

「別に見送りはいいわよ。そんなに重たくないからひとりで持てるしね」

　ふむ、バッグが重そうだったから持ってやろうかと思ったんだが……。

「相変わらず母さんはすごい力だな。ゴリラみたいだ」

「誰だれがゴリラよ。それに、そういうアンタも相変わらず素直じゃないわね。なんで、『荷物を持ってやる』って、素直に言えないのよ」

「悪いな。オレはベッドシーンでしか素直になれないヤツなんだよ」

「ふ～ん。あたしと一緒ね」　

　軽く言った冗談に、とんでもない返しがぶっ飛んできた。

　思わずオレは「ぶっ！」と吹き出し、驚いて母さんを見る。すると母さんは「このバカ動揺してる」と、くすくす笑ってオレを指差していた。

　……うむ、今回はオレの負けだ。というか、いままで母さんに勝てた試しがない。

　胸中でため息を吐きながら、オレは改めて母さんに目をやる。

「それで、母さんどこかに行くのか？」

「ええ。ちょっと出掛けてくるわ。一週間ほどで戻ってこられるとは思うけど……まあ、ルナちゃんがいるから大丈夫でしょう」

　肩にかけた旅行バッグをぽんぽん叩たたきながら母さんは答える。

「一週間か。どこに行くんだ？」

「ひ・み・つ」

　訊たずねると、母さんは人差し指を伸ばして口元に添え、悪戯っぽく笑って答えた。そして何な故ぜかにやっと笑うと、オレの肩に手を回し、耳元で囁ささやくように言うのだ。

「……忍しのぶ、今夜ルナちゃんとふたりっきりね」

　途と端たん、オレの心拍数が跳ねあがったが、母さんはそれに気づいたのか、気づいていないのか、からかうような声音で続けた。

「無む理り矢や理りエッチなことをしちゃダメよ？　そんなことをしたら、ルナちゃんに嫌われちゃうから、気をつけなさいよ？」

「う、うるせえよバカ。なずなが家出してるってのに、そんな気分になれるわけないだろ」

　動揺しながら答えると、母さんは「ふふ」とおかしそうに笑った。

「相変わらず、なずなには甘いのね、お兄ちゃん」

　母さんはそっとオレの頭に手を伸ばすと、優しく撫なではじめる。

「大丈夫。アンタが思っているほどなずなは子供じゃないわよ。気持ちの整理ぐらい自分でつけられるわ。そのうち帰ってくるから……だから、安心して待ってなさい」

　微笑ほほえみながら母さんは続ける。

「アンタも知ってるでしょう？　なずなはああ見えて強いから、変質者程度なら問題なく対処できるわよ。それに、アンタの友達も一緒なんでしょう？　なにも心配することはないわよ」

　確かにその点は大丈夫かも知れない。

　なずなは父さんに似て運動神経抜群で、オレなんかよりよっぽど武術の才能がある。所属している空手部でも、先輩の男子と勝負しても負けないほどだ。だけど、

「……あいつ、また泣いているかも知れない」

　なずなはメンタル面が弱い。そこが心配なんだが、

「忍しのぶ」

　顔をあげると、母さんが真面目まじめな顔をしていた。

「自分で考えて行動することも大切なのよ。優しいってのは、ただ甘やかすこととは違うわ。心配なのはわかるけど、今回は甘やかしちゃダメよ」

　……そうだな。確かに母さんの言う通り、甘やかすだけでは人の成長を妨げることになるのかも知れない。

　そのことは理解できた。できたが……やっぱり難しいな。理屈はわかるが、感情がそれについていってくれない。

　だが、なんとか折り合いをつけないといけないだろう。

　嘆たん息そくしながら「わかった」と頷うなずくと、母さんは満足げに笑った。

「それじゃあ早く家に入りなさい。ルナちゃん、落ち込んでいるみたいだったから、ちゃんと慰めてあげるのよ」

「……慰めるって言い方、なんかエロいな」

　そう答えると、母さんはくすりと笑った。てっきり、『誰だれも火照った身体を慰めろなんて言ってないわよ！』と怒られるかと思ったんだが、母さんは人差し指でちょんと、オレの額を優しく押しながら、

「女は落ち込んでいるときに優しくされると……弱いわよ？」

　などと意味深なことをのたまう。

「ルナちゃんがいいって言ったら、してもいいと思うけど、するなら男らしくちゃんと責任をとりなさいよ。わかるでしょう？」

「いや、わからん。皆かい目もくわからん。まったく心当たりがない。いまやあんたが誰かすら、もうわからない」

「ふふ、やっぱりアンタは照れ屋ね」

　またオレの頭を撫なでたあと、母さんは「いってきます」と背を向ける。

　母さんを見送ったあと、オレは玄関へと向かう。そしてガチャッと音を立てて玄関の扉を開けた途と端たん、慌てた様子でルナがリビングから飛び出してきた。

　だが、オレの姿を確認すると、少しだけ残念そうな顔をした。

　きっと、なずなのことを待っていたんだろう。オレは苦笑しながら言った。

「ただいま。悪いな、なずなじゃなくて」

　すると、ルナは慌てて手を振った。

「違います違います！　そういう意味じゃないです！　確かになずなちゃんじゃないのは残念ですけど、忍さんが帰ってきてくれてすごく嬉うれしいです！」

「本当か？　慌てて言うのが怪しいぞ？　実は『なんでなずなじゃないんだよ。お前は山にでも帰れ』とか思ってたりして……」　

　ルナは絶対にそんなことを思わないと断言できるから、そんな意地悪が言えるわけだが、

「そ、そんなこと思いません！　私はいつも忍しのぶさんが学校から帰ってきてくれるのが楽しみで、すぐにお出迎えできるように、十六時にはいつもリビングにいるように――」

　早口で一生懸命に説明してくれていたルナだったが、不意に言葉を止め、「……い、いまのは内緒でした」と、真まっ赤かになってそんなことを言い出した。

　よくはわからんが、ルナが毎日オレの帰りを待っていることがわかった。

　きっと魔界とは違って、こっちに友達がいないから寂しいんだろう。

「まあ、そう落ち込むなよ。そのうちこっちでも友達ができるさ」

「え？　忍さん、それってどういう意味ですか？」

「ん？　友達がいなくて寂しいから、オレと遊ぼうと思って待っているんだろう？　オレだって友達は少ないから、別に気にすることはないと思うぞ？」

　驚くルナに慰めるように言った。すると、何な故ぜかルナは複雑な表情になった。

「あ、あの、えっと、そういうわけじゃないんですけど……」

「え？　じゃあ、どういう意味なんだ？」

　訊たずねると、ルナは真っ赤になったあと、小さな声で、「そ、それはその、私が忍さんのことを……」と呟つぶやくが、よく聞こえない。ルナは赤い頬ほおのまま視線を泳がせたあと、

「やっぱりなんでもないです」

　と、俯うつむいてしまった。そして俯いたまま、「……私は勇気がないです」と呟いていたが、どういう意味なんだろう？

　首を傾かしげながらルナと一緒にリビングに入ると、テーブルにゲーム機が置かれていることに気がついた。テレビに目を向けると、画面には『ゲームオーバー』の赤い文字が広がっており、画面右下では赤いハチマキを巻いた猫が吐血して倒れていた。

「……もしかして、ルナがゲームしてたのか？　というか、お前ゲームできたのか？」

　驚いて訊ねると、ルナは苦笑しながら答えた。

「なずなちゃんがやっていたゲームを、私が消しちゃったみたいなので、巴ともえさんに頼んでゲームのやり方を教えてもらいました。なずなちゃんが帰ってきたとき、元通りになっていたら、なずなちゃんも喜んでくれると思ったんですけど……」

　言葉の途中で、ルナは悲しげな表情を浮かべ、

「全然だめでした。何度やってもクリアできません」

　しゅんと肩を落として項うな垂だれてしまう。

「やっぱり、私が悪かったんです。なずなちゃんが頑張ってクリアしたゲームを私が台無しにしちゃったから、だから……なずなちゃんが怒るのも当然です」

　ルナは悲しげな声をもらし、目に涙をためる。

「それなのに私、ムキになって怒って、なずなちゃんにひどいことを言っちゃいました。なずなちゃん、私のこと嫌いになっちゃったのかも知れません。だから帰って来な――」

「それは違うよ」

　最後まで言わせず、オレは口を開いた。

「喧けん嘩かしたから嫌いになって、それでさよならなんて……違うだろ？　そんな弱い関係じゃないだろ？」

　こんなことでなずながルナのことを嫌いになるはずがない。そう断言できるから、オレはしっかりと言った。

「喧嘩したら仲直りすればいいんだよ。きっと、なずなもルナと同じことを考えているさ。なずなも仲直りしたいと思っているよ。だから、そんな顔はするな」

　そっとルナの頬ほおに手を添え、笑いかけてやる。

　するとルナは瞳ひとみを潤ませ、泣きそうになったが、

「はい。ありがとうございます、忍しのぶさん」

　にっこりと微笑ほほえんで、オレの掌てのひらに頬を預けてくる。そして、オレの手に自分の手を重ねると、すっと目を閉じた。

「忍さんの手、温かいです」

　安心したような声をもらすルナだが、情けないことに、オレは滅茶苦茶に緊張していた。



    

  
    
      



    

  
    
      　思わず、頬ほおに手なんか添えてしまったが、これはまずい。

　ぷにぷにとしたマシュマロみたいな頬ほっぺた。柔らかくて温かいルナの小さな手。

　そのふたつにオレの左手がサンドイッチにされている上に、さらさらとした金の髪が手の甲をくすぐり、ルナからはいい匂においがする。

　ルナは無防備にも、オレの掌てのひらに頬を預けたまま気持ち良さそうにしているわけだが、心拍数が高まって仕方がない。形の良い薄桃色の唇も目に毒である。

　オレは見事に硬直した。ルナがオレの手を離すまで、ただただ立ち尽くすだけであった。

　すると、ルナはオレが困っていると思ったのだろうか。

「ご、ごめんなさい。甘えちゃいました」

　と、照れたような顔をして頭を下げた。

　おっと、いかんいかん。

　ルナはなずなと違って滅めつ多たなことでは甘えてくれない。だから、こんなときぐらいは甘えて欲しい。というか、普段からもっと甘えてもいいと思う。

「ルナ」

　オレはルナの頭に手を伸ばし、軽く撫なでながら言った。

「別に甘えてもいいよ。お前はもう家族みたいなもんなんだ。だから、変な遠慮はするな。オレにだったら、もっと甘えてもいいぞ？」

「……いいんですか？」

「ああ。お前がどんなに甘えても、オレは迷惑だなんて思わないよ。なずながするみたいにオレに甘えていいからな」

　おずおずと訊たずねるルナにはっきりと答えてやる。

　素直に自分の気持ちを口に出すのは苦手だし、恥ずかしい。だが、言わなきゃ伝わらないこともある。だったら苦手だとか、恥ずかしいとか言って逃げることはできない。

　ただ、ルナの目を見て言うことができず、そっぽを向いてしまったが……まあ及第点だよな？　などと自分自身に問いかけていると、

「おおっ？」

　不意に身体に感じる心地良い衝撃。ぷにゅんという柔らかいふたつの感触。背中に回される温かい腕。鼻び腔こうをくすぐるいい匂い。

「ル、ルナ？」

　視線を落とすと、ルナが嬉うれしげな笑みを浮かべながらオレに抱きついていた。

「な？　え？　お、お前、急にどうした？」

　動揺を隠し切れず、思わず裏返った声がもれた。しかしルナは気にした様子もなく、さらにぎゅっと強くオレに抱きつきながら答えた。

「なずなちゃんが忍しのぶさんにこうして抱きついているの、実はすごく羨うらやましかったんです」

　言いながらも強く抱きついてくるものだから、オレの身体に押し当てられたルナの大きな両の胸が形を変えている。ぽよんぽよん、ぷにゅんぷにゅんと、両の胸がオレを刺激してやまない。

　ルナは、オレが必死で理性を保とうとしていることに気づいていないのだろう。ゆっくり顔をあげると、幸せそうな顔でオレを見つめながら言うのだ。

「これからは、こうしてぎゅっとしますね」

「い、いや、それはさすがに……」

　嬉うれしそうな笑顔に一瞬理性が飛びかけたオレは、慌てて『それはダメだ』と注意しようとした。しかし、

「……だめですか？」

　上目遣いで甘えるようにお願いされ、

「ダ、ダメではないが、そんなことをしたら、オレも反撃してお前に抱きつくぞ？」

　気がつくと、肯定するような言葉を口走っていた。

　ルナはオレの言葉を受けてにっこりと笑った。そしてオレから離れると、笑顔のまま両手を広げる。おそらく、『抱きついてもいいですよ』という意思表示なのだろう。しかし、さすがに恥ずかしかったので、視線を逸そらしてルナの横を素通りしようとする。

　すると今度は、「忍さん」という声のあと、背中から抱きつかれてしまった。

　……ひょっとしたら、オレはとんでもない最終兵器を目覚めさせてしまったのではないだろうか？

　柔らかくも弾力あるふたつの大きな膨らみを背中に押しつけられ、早くもオレの理性にヒビが入った。だが、ここは耐えねばなるまい。

　ルナはなずなが家出して落ち込んでいたんだ。これで少しでも元気になってくれればそれでいい、などと思っていると、

「――っ！」

　不意に鋭い殺気を感じ、慌てて振り向く。すると、オレの背中に抱きついていた笑顔のルナと目が合った。至近距離から見たルナは綺き麗れいな二重で睫まつ毛げも長く、唇の形も色も、とても綺麗で――って、見み惚とれている場合ではない。

　オレは素早くリビングの窓に近づき、庭に視線を走らせるが……誰だれもいない。

　しかし未いまだに、首筋がチリチリするようなイヤな感覚が残っている。

　ふと、一際大きく木々がざわめいたかと思ったら、先ほどのイヤな気配が消えた。

　どうやら、なにかを仕掛けられることはなかったようだ。

　ほっと胸を撫なで下ろし、一息つきながらオレは考えた。

　はじめは気のせいだと思っていた視線だが、ここまでくるともう気のせいではないだろう。視線の主がストーカーかどうかはわからないが、警戒しておくに越したことはないな。

　そう考えながら、リビングのカーテンを閉めていると、

「……忍しのぶさん、どうかしたんですか？」

　声に振り返ると、ルナが不思議そうに首を傾かしげていた。

　心配させるだけかも知れないと思い、ストーカー云うん々ぬんの話はせず、戸締まりだけはきちんとするように言うと、オレはリビングのソファーに腰を下ろした。

　そして何気なく携帯電話を取り出すと、メールがきていた。

　メールを開くとエルニからの『マッドドッグ了解！　なずにゃんはわたしが守る！　ガルルルゥ！』と、頼もしい返信が確認できた。

　安心したオレは、リビングでテレビを見たあと、ルナとふたりで夕食をとったのだが、

「……なんだか、少し寂しいですね」

　テーブルに座ったルナがぽつりとそうもらした。

　確かに、母さんとなずながいないとずいぶん雰囲気が違う。

「まあ、ふたりともすぐに帰ってくるさ」

　なるべく明るい口調で言うと、オレはおかずのハンバーグに箸はしを付け、口の中に入れる。すると、噛かんだ瞬間、肉の旨うまみと共に肉汁が口いっぱいに広がった。口の中で消えていく風味が名残惜しいほどの深い味わい。

「美う味まいな」

「本当ですか？」

　嬉うれしげな顔をするルナに「ああ」と頷うなずき、箸でハンバーグを一口サイズに分けると、それを箸で掴つかみ、「ほら」とルナの口元に持っていく。

「え？　し、忍さん？」

「あ～ん」

　さっき抱きついてきたお返しだ。

　からかうように言うと、ルナは頬ほおを赤くして目を閉じ、「あ～ん」と薄桃色の形の良い唇を開いた。

　うむ、その仕草が非常に色っぽい。何な故ぜかこっちがドキドキしてしまい、ハンバーグを口に入れてやると、ルナは満面の笑みを浮かべたので、さらにドキドキしてしまった。

　な、なんでオレがこんなに恥ずかしいんだろう？

　からかうつもりだったのに、この体たらくはなんだ。

　このままでは終われん。今度は野菜のにんじんに箸を伸ばし、オレは再度ルナに『あ～ん』をしてやる。

　ルナは恥ずかしそうにしていたが、イヤがることなく、オレのにんじんを全部食べてくれた。そしてご機嫌な様子で頬を緩ませる。

　うむ。ルナも喜んでくれたみたいだし、嫌いなにんじんもなくなった。

　一石二鳥だ。オレは胸中で大きく頷うなずいた。

　しかし、ルナは笑顔のまま自分の皿からにんじんを箸はしで掴つかみ、それをオレに差し出して言った。

「忍しのぶさん、あ～んです」

　……食べないわけにはいかなかった。

　そんなこんなで夕食を済ませ、風ふ呂ろに入ったあとは自室に戻り、早めに寝ることにした。

　寝不足だったためか、ベッドに入ると、オレはすぐに眠りについた……。



    

  
    
      


第四章　手を伸ばすわけ……



　微かすかな風の音で目が覚めた。

　目を開けると、部屋の中は暗く、周囲の様子はぼんやりとしかわからない。だが、微かになにかが聞こえてくる。シュウウウという怪あやしい音色。そして、チリチリと首筋を刺激するイヤな感覚。

　誰だれだ？　警戒しながら身体を起こして立ちあがり、窓に近づいた――その瞬間だった。

　パリィイイン！　と派手な音が響き、部屋の窓ガラスが砕け散る。

　しかしそれだけじゃない。窓枠に据え付けられたカーテンが吹き飛ばされ、満月の淡い光が部屋に差し込んできた途と端たん、顔面に衝撃を受け、オレは後ろに吹き飛んだ。

　聞こえてきたのは鋭い風切り音だけ。

　パニックを起こしかけた頭に追い討ちをかけるように、再び鋭い風切り音と共になにかが飛んでくる。それは倒れたオレの身体に容赦なく降り注ぎ、一瞬、意識が遠のいた。

　床に転がったまま呻うめく様に呼こ気きを吐き出し、次の攻撃に備えようとしたところで、たん、と軽やかなステップを踏みながら、誰かが窓から部屋に入って来た。

　顔をあげて暗くら闇やみの中、目を凝らす。

　月の光を浴びてぼんやりと浮かびあがってくるシルエット。それは思いのほか細い。おそらく女なのだろうが、その姿を見て、思わずオレは目を見開く。

　背中に広がる両対の翼のシルエット。月の光を浴びても輝くことのない漆黒の翼。

　頭の中に『悪魔』という単語がよぎり、先の攻撃がブラムのおっさんの攻撃に近いことに思い至る。ただ、

「ぐがっ！」

　ブラムのおっさんの攻撃よりも速く重い。

　次に衝撃を受けたとき、オレの身体は飛ぶように上空に跳ねあがり、そのまま部屋の壁に叩たたきつけられた。

　背中に強い衝撃を受けて、一瞬、呼吸が止まるが、攻撃はそれだけでは止まらない。オレの腹に直撃したなにかは、じわじわと腹部を抉えぐるように圧力をかけてくる。背中の壁で身動きが取れない。次の攻撃に備えられない。

　女はゆっくりとオレに近づき、すっと両手をオレの首筋に伸ばす。だが、女の手は微かすかに震えていた。

「……あんたが悪いのよ。あんたがあたしを惑わせるから。あたしから奪うから。だから、今度こそ奪わないと……また奪われるから……」

　女は躊躇ためらうように、徐々に手に力を込めてオレの首を締めあげてくる。しかし、女がもらした声は、いまにも泣き声に変わりそうなほど弱々しいものだった。

　そして、その声には聞き覚えがあった。

「……マ……キ……ナ……？」

　首を締められながら喘あえぐようにもらすと、動揺したように女の手が緩んだ。

　その瞬間――部屋に閃せん光こうが走った。

　途と端たん、光と共に女の姿が明らかになる。

　長い赤髪に琥こ珀はく色いろの瞳ひとみ。オレの首を締めていたのは、やはりマキナだった。

　マキナが悪魔？　そう理解したとき、普通なら恐怖のひとつでも感じるところなのだろうが、それはなかった。首を締められていることに怒りがわきあがることもなかった。

　ただ、胸が締めつけられるように痛んだ。

　――泣きそうな顔をしていたんだ。

　マキナはいまにも泣きそうな顔をしてじっとオレを睨にらみつけている。

　どうしてだろう。首を締められている状況だというのに、そんな表情が見たくなくて、気がつくと……無む理り矢や理りに笑みを作っていた。いつもみたいにくだらない冗談でも言ってやろうと思ったんだが、首を締められているせいで言葉が出ない。

　困ったなあと途方に暮れていると、

「……なんでよ、なんでそんな顔をするのよ」

　動揺に瞳ひとみを揺らし、怒ったように叫ぶマキナだったが、徐々に首にかかる力は緩んでいき、ついには両の手を離してしまう。

　首を締める手から解放された途と端たん、思わず咳せき込こんでしまったが、オレはマキナになにか声をかけてやりたくて口を開く。

　しかし次の瞬間、未いまだ部屋を灯ともし続ける閃せん光こうの光が強くなった。

　その眩まぶしい光に目が眩くらみ、オレは開きかけた口を閉じ、手をかざしながら光の方向に目を向ける。

　部屋を灯す眩まばゆい光――それは壁の一角に貼はってある護符によるものだった。

　五ご行ぎようさんから貰もらった符が光を放ち、まるでおのれの意志でも持っているかのようにカタカタと動いていた。

　マキナに反応しているのか……？

　目を見張りながら護符を見つめていると、突然、ガン、とベランダ側の窓から大きな物音が響いた。続いて、先ほど開いた窓から、誰だれかが部屋に転がり込んできた。

　その人物は驚くべき速さで腰からぶらさげた鞘さやから抜刀。白はく刃じんの切っ先をマキナの喉のど元もとに向けると、

「南なん条じよう君から離れろ」

　鋭い声をあげながらマキナと対たい峙じする。

　その凛りんとしながらも強烈な威圧感を放つ黒髪の少女は、

「五行さん？　どうしてここに……？」

　予想外の人物の登場に驚いていると、不意に、どこか間の抜けた音を立ててコンコンと、部屋の扉がノックされ、

「どうしたんですか、忍しのぶさん？　近所迷惑になっちゃいますよ？」

　心配げなルナの声と共に、部屋の扉が開かれる。

　自然とオレたちの視線は、扉を開けて入ってきたルナに集中した。

　ルナはオレたちの様子を見て、驚きに目を見張るが、その瞳がマキナを捉とらえた途端、

「マキナ……？」

　と、ルナの口から驚きの声があがる。

　ルナの視線を受けたマキナは、一瞬、泣き顔のように表情を歪ゆがませた。しかし、すぐさまルナから視線を逸そらし、窓枠へと走る。そして振り返り、泣きそうな顔のまま言うのだ。

「南条、あんたが悪いのよ。あんたがあたしからお姉さまを奪うから……だから、あたしもあんたの大事なものを奪ってやるから……！」

　絞り出すように言うと、マキナは窓からその身を躍おどらせ、翼を広げて飛び去って行く。

　それにいち早く反応したのは五行さんだった。

「南条君、詳しいことはあとで説明する！」

　言いながら五ご行ぎようさんはマキナを追い、窓枠に足を掛けると、その身を宙に躍おどらせた。

　慌ててオレも窓に近づき、覗のぞき込むように外を見ると、五行さんは両足を庭の木の幹につき、そのまま身体を捻ひねらせて方向転換。両足で木の幹を蹴けり、ブロック塀べいに着地し、飛び去っていくマキナを追いかけていく。

　すごい身体能力だ。

　驚嘆しつつも、オレは踵きびすを返して部屋の扉に向かうと、

「忍しのぶさん！　私も行きます！」

　扉の前に立つルナが、じっとオレを見つめて言った。

　意志の強さは目を見ればわかる。

　どうやらマキナとは知り合いのようだし、ルナにも思うところがあるのだろう。

「わかった。行くぞ」

　短く頷うなずいて答えると、部屋を飛び出し、階段を駆け下り玄関へ。焦りながらも玄関の鍵かぎを開けて外に飛び出し、周囲を見回すと、遠く離れてしまっていたが、五行さんの背中が見えた。

　引き離されないよう、オレはなんとか五行さんの背中を追いかける。

　だが、しばらくすると、不意に五行さんが足を止め、

「……くっ」

　悔しそうに眉まゆ根を寄せた。

　その表情を見てオレは理解した。

　どうやら見失ったようだ。

　前方の上空に視線を飛ばすが、マキナの姿は見当たらない。

　オレが小さく嘆たん息そくすると、五行さんは不意に「すまない」と頭を下げた。

「私があのとき失敗していなければ、南なん条じよう君に危害が及ぶこともなかったのに……」

　五行さんはもう一度「すまない」と繰り返すが……あのとき？　それはまさか、なずなが家出したときのことか？　仕事に失敗したとは言っていたが……その相手はマキナ？

「それじゃあ、例の半人半魔の悪魔というのは……」

「オランジェロさんだ。病院で患者たちの精気を吸い、退魔士たちに怪け我がを負わせたのも彼女だ」

　その事実に驚いていると、五行さんは、マキナが転校してきたときは、半人半魔のため気配に気づけなかったこと。そして、マキナと対たい峙じしたときも、能力が高くて勝てなかったことを説明してくれた。

「……だけど、私に正体がバレていたにも拘かかわらず、学校に通い続けるのは意外だった。はじめは私たち退魔士を侮って、学校の生徒たちの精気を吸うつもりだと思っていたんだが……どうやら違うみたいだ」

　そこで五ご行ぎようさんは真まっ直すぐにオレを見つめて言った。

「理由はわからないが、彼女は南なん条じよう君に拘こだわっている。おそらく南条君の魂を奪い、言葉通り自分の奴ど隷れいにするつもりだったのだろう。だから、南条君の周りを警戒していたんだ」

「そうか。ありがとうな」

　礼を言うと、五行さんはどうしてか「ごめん」とまた頭を下げた。

「……私は南条君を囮おとりのように使ってしまった。その上、逃がしてしまうなんて……」

「いや、気にすることはないよ。オレを心配してくれたんだろう？」

　申し訳なさそうな顔をする五行さんの肩をぽんと叩たたいてやると、背中から「忍しのぶさん」という声が聞こえてきた。

　振り返ると、ルナが駆け寄ってきて、オレと五行さんに目を向けたあと、心配そうな顔をして口を開いた。

「あの、マキナは……？」

「ああ、残念だが見失って――」

　答える途中でオレはふと言葉を止め、ルナを見つめながら訊たずねた。

「そういえば、ルナはマキナのことを知っているみたいだったけど、知り合いなのか？」

「あっ、はい。あの子、マキナは私の妹です」

「ふむ、そうかルナの妹か――って、妹っ？」

　予想だにしない答えが返ってきて、一瞬思考が停止しかけたが、気を取り直してオレは考えた。

　マキナがルナの妹ということは、あいつはブラムのおっさんのようにルナを奪い返しに来たのだろうか……？

　そこまで考えて、オレは首を横に振った。

　ルナを奪い返しに来ただけなら、オレに拘るのはおかしいだろう。

「どうしてマキナはオレに拘ったんだ？　というか、あいつ全然ルナに似てないな」

　性格が違い過ぎるだろうと思って呟つぶやいたのだが、ルナは容姿のことだと思ったらしい。手を振りながら笑顔で言った。

「似ていないのは仕方がないと思いますよ。私とマキナは血の繋つながった姉妹ではないんです。マキナはお義と父う様さまの子供なんですよ」

「……そうなのか？」

「はい。髪と瞳ひとみの色がお義父様と一緒でしょう？」

　言われて見ればその通りだ。

　ブラムのおっさんもマキナと同じで、赤髪に琥こ珀はく色いろの瞳だった。

　そういえば、ブラムのおっさんは人間の女性と結婚したと言っていたな。

　ああ、それでマキナは半人半魔なのか。

　そのとき不意に、『出来損ない』と、マキナが悲しげにもらした言葉を思い出した。

　そして、さっきのマキナの言葉。

　――あんたがあたしからお姉さまを奪うから……だから、あたしもあんたの大事なものを奪ってやるから。

　その言葉の意味を考えたとき、ふとなずなの顔が思い浮かんだ。

　まさかなずなを狙ねらうつもりか？

　信じたくはないが、その可能性は消せない上に、オレはマキナにエルニの家はおろか、なずながそこにいることまで話してしまっている。

　そのことを五ご行ぎようさんとルナに話すと、ふたりは頷うなずいて答えた。

「可能性はあるな。とりあえず、なずなちゃんの無事を確認しに行こう」

「……そうですね。もしかしたらマキナは私がこっちに来て、寂しかっただけなのかも知れません。私が忍しのぶさんやなずなちゃんと仲良くしているのを見て、それで……自分の気持ちを抑えられなくなっちゃったんだと思います」

　ルナは「だから」と続ける。

「あの子に会ったら、私が説得してみます。あの子は決して悪い子じゃありませんから、話せばわかってくれると思います」

「ああ、そうだな」

　その点はオレも考えていたことだ。

　泣いている子供を放ほうっておけなかったようなヤツが、オレの首を締めながらもとどめを刺せなかったヤツが……ずっと泣きそうな顔をしていたあいつが、なずなに危害を加えることなんてできるだろうか？

　答えはノーだ。

　オレはただあいつと、マキナと話がしたくて、河原に向かって走り出した。

　

　●　●　●

　

　はやる気持ちを抑えながら走り続けていると、河原――エルニの家に着いた。

　そして、エルニの家の近くに見えるのは、対たい峙じする人影。

　目を凝らすと、マキナ、エルニ、なずなだと確認できた。

　大きなテントの前で、エルニはなずなを庇かばうようにマキナと対峙している。

「エルニ！」

　オレは声をあげて、河原へと駆け下り、エルニと挟み込むようにしてマキナへと近づく。すぐさまオレに続いて、五行さんとルナが河原へと駆け下りてくる。

　そこでマキナは振り返って、オレたちを見た。

　その表情は怒りに染まっていた。ただ、どうしてかオレにはその表情が泣き顔に見えてしまう。なにか声をかけてやりたくて一歩踏み出すものの、

「近づかないで」

　鋭い警告と共に、マキナの周囲に異音が走る。

　シュウウウウウ、という空気が圧縮されるような音が響き、鋭い音を立てながら回転し続ける半透明のドッジボール大の球体。それがマキナの周囲に現れる。

「近づいたら、容赦はしないわ」

　その言葉を受け、五ご行ぎようさんは腰の刀に手を当てて戦闘体勢を取る。エルニに視線をやると、あいつは怖くないのか、なずなを庇かばうように両手を広げていた。

　そんな緊張下の中、

「マキナ」

　優しい声が響き、ルナが一歩踏み出してマキナの元に向かう。それを見た途と端たん、マキナが叫んだ。

「どうしてよ、お姉さま！」

　がん、という鈍い衝撃音と共にルナの足元の地面が抉えぐれる。

「どうしてそんな男のところにいるのよ！　お姉さまがそんな男に従うことないじゃない！　そのチョーカーも、その男が付けたんでしょう？　そんなのおかしいじゃない！　お姉さまは悪魔なのよ？　人間の奴ど隷れいになるなんておかしいじゃないのよ！　そんな男のところにいて……どうして帰ってきてくれないのよ！」　

　それは怒声というよりも悲鳴に近い叫び。　

　その声に反応したのはルナではなく……なずなだった。

「……悪魔？」

　なずなの小さな声が、やけに大きく河原に反響する。

「ルナさんって……悪魔なの？」

　おそらく、なずなはルナのことをオレが連れてきた外国人だと信じていたのだろう。

　呆ぼう然ぜんとした表情でルナを見つめている。

「ウソ、だよね？　だって、ルナさん尻尾しつぽも翼も生えてないよ？　普通の人だよね？」

「なずなちゃん、私は――」

　その言葉にルナがなにか言いたげに口を開くが、それはマキナの言葉によって遮られた。

「お姉さまは悪魔よ」

　容赦のない断言。

「お姉さまはあなたたちとは違うわ。弱い人間とは違うのよ！　弱い人間とは一緒にいられない！　ずっと隣に並ぶことなんてできない！　ずっと傍にはいられない！　人間とは違いすぎるのよ！　悪魔が……悪魔が人間と一緒にいられるわけがないでしょう！」

　その叫びは、どこか自分に言い聞かせるようだった。

　どこか悲しげに響いたその声に、

「違うよ」

　なずなは小さく首を横に振って答えた。

「そんなのおかしいよ。なんで悪魔だと一緒にいちゃいけないの？　どうして違うなんて言うの？　……なにも違わないよ？　悪魔なんて関係ないよ。ルナさんは……」

　なずなはしっかりとルナの目を見つめていた。不安そうに瞳ひとみを揺らしているルナを見て、なずなは笑顔で言った。

「ルナさんはわたしの家族だよ。大切な家族だよ。……悪魔でもずっと傍にいて欲しいよ。わたしはルナさんのことが好きだよ。だから――」

「ふざけないでよ！」

　振り返ってマキナは声を荒らげてなずなの言葉を遮る。

「……なに考えてるのよ？　悪魔でもずっと傍にいて欲しい？　そんなこと……あたしたちのことなにも知らないからそんなことが言えるのよ！」

　声を震わせながらマキナは続ける。

「どうせあなたもいつか裏切るわ！　人間はいつもそうよ。優しいのは最初だけ！　結局はいつも裏切るもの！　どうせあなたも、あたしたちのことを知ったら、『化け物』だって言って離れていくんでしょう！　なにもしてなくても『化け物』だって非難する！」

　マキナはぎゅっと拳こぶしを握り締めながら叫んだ。

「……あたしたちのことなんにも知らないくせに……勝手なこと……言わないでよ！」

　途と端たん、鈍い衝撃音と共に、なずなを庇かばうように立っていたエルニの足元の地面が土煙をあげて抉えぐれる。しかし、それに動じることなくなずなが動いた。エルニが止めるのも構わず、一歩踏み出してマキナと対たい峙じして、

「なにも知らなくなんかないよっ！」

　否定するように大きな声で叫んだ。

「わたし、ルナさんのこといっぱい知ってるよ。綺き麗れいで優しくて、頭も良いけど、機械が苦手でたまには失敗しちゃうことも知ってる。本当は早起きが苦手なのに、お兄ちゃんを起こすために頑張っていることも知ってる。いつも一生懸命で、わたしと一緒でお兄ちゃんのことが大好きなことも知ってるから……」

　そこでなずなはマキナをしっかりと見つめて言った。

「悪魔なんて関係ないよ。わたしはルナさんが好き。いつもおかえりって言ってくれて、頭も撫なでてくれて、ぎゅっと抱きしめてくれる優しいルナさんが大好き。だからわたしはずっと一緒にいたいんだよ。悪魔でもルナさんはルナさんだよ。わたしのこの気持ちは絶対にかわらない。わたしは絶対、ルナさんのこと『化け物』だなんて思わない！」

　その言葉にマキナの肩が小さく震えた。こちらに背を向けているため表情は見えない。だけど、その姿はまるで小さな子供のように見えた。

　なにか言葉をかけてやろうと口を開こうとした――そのときだった。

　五ご行ぎようさんが動いた。背中を向けたまま立ち尽くすマキナを見て、好機だと考えたのだろう。素早く抜刀し、マキナへと迫る。

　マキナは足音で五行さんの接近に気づいたのか、振り向き様ざまに右手を振るった。

　瞬間、鋭い風切り音が響き、五行さんに向かってあの半透明の物体が襲いかかる。五行さんは飛とび退のいてそれをかわすものの、例の空気を圧縮するような異音とともに、マキナの周囲に複数の半透明の物体が顕在する。

　その数は十を超えており、マキナが右手をかざすと、半透明の物体――風の弾丸は呻うめくような風切り音を響かせながら、五行さんへと迫る。

　五行さんは真横に跳んで避よけようとするが、彼女の顔面には複数の弾丸が迫っていた。

「くっ！」

　瞬間、五行さんが懐から数枚の符を取り出し、盾のように振りかざすが、それらはことごとく木っ端微塵となって弾はじけ飛んでしまう。

　しかし、そのわずかな時間で五行さんは身体を捻ひねりながら弾丸をやり過ごし、そのまま右横からマキナに迫る。だが、その間にもマキナは周囲に複数の風の弾丸を顕在させていた。

　降り注ぐ弾丸の嵐あらしに、五行さんは再び符で弾丸を防ごうとした。しかし弾丸の数が多く、符の防壁は瞬時に破られ、五行さんはその身に弾丸を浴びて後ろに吹き飛んでいく。

　それを見た瞬間、オレは動いていた。

　五行さんも心配だったが、それだけじゃない。

　ルナと話していたときから、あいつはずっと泣きそうな顔をしていた。

　だから――オレはマキナへと歩み寄る。

　マキナはオレの行動が意外だったのか、驚きに目を見張る。

「……なんのつもりよ？　あんた、あたしの力を見たでしょう？　あんたじゃ無理よ。あんたは退魔士でもなんでもない、普通の人間でしょう？　鍛えているとは言っていたけど、勝てると思っているの？」

　答えず一歩踏み出したとき、マキナが動いた。わずかに躊ちゆう躇ちよしたのち、右手をかかげて風の弾丸を飛ばしてくる。　

　オレは一歩踏み込んだまま腰を落とし、半身に構える。そして右拳こぶしを握り、飛んできた風の弾丸に渾こん身しんの正拳突きをぶち込んだ。

　かぁああああん！　と鈍い音が響き、力がぶつかり合った影響か、周囲に軽い風が巻き起こるが……それだけだ。オレにダメージはない。　

「……なによ、それ」　

　目の前で起きたことが信じられないのか、呆ぼう然ぜんとした表情を浮かべるマキナにオレは言った。

「これでわかっただろ？」

　歩みを止めずにオレは続ける。

「手加減していていいのかよ？」　

　挑発するように笑うと、マキナは息を呑んだ。だが、次の瞬間にはきっとオレを睨にらみつけ、右腕を勢いよく振り下ろす。

　途と端たん、マキナの周囲に顕在していた風の弾丸すべてがオレに向かって飛んできた。

　そのすべてを見極めることはできない。潰つぶせる数はたかだか二つか三つ。顔面に飛んできた弾丸以外はすべて身体にぶち当たり、全身に痛みが走った。

　しかし耐えられる。オレは脚に力を込め、衝撃に吹き飛ばされそうになる身体を支える。

　歩みを進めるごとに身体に風の弾丸が叩たたき込まれる。防御した腕が軋みをあげる。口の中が切れ、唇の端から血が流れ落ちる。弾丸を撃たれた個か所しよが熱を持って痛みはじめる。だが、この程度ならまだ倒れない。倒れるわけにはいかない。

　歯を食いしばり、意識をしっかりと保ち、オレはマキナへと足を向ける。

　しかし、どうしてオレはあいつに近づくのだろうか。なぜ、倒れてしまわない？　なぜ、歯を食いしばってまで耐え続ける？

　ルナが心配げにマキナを見ているからか？　五ご行ぎようさんの手助けがしたかったからか？　なずなが危ないと思ったからか？

　――どれも違う気がする。

　自分がマキナへと近づく理由がわからない。明確な答えが出ない。わからないままだ。それでも、あいつに近づけたらわかる気がした。あいつとちゃんと話せたら、きっとわかると思った。

　どうしてかそんな確信めいた予感がして、オレは足を止めずに進んだ。

　迫り来る弾丸を弾はじき、いなし、叩き潰す。

　半分は潰した。もう半分は外れた……いや、わざと外した。

「……もうやめなさいよ」

　動揺に揺れるマキナの瞳ひとみ。

「これ以上は……死んじゃうわよ」

　弱々しい声に、オレは口から血を吐き出しながらも答えた。

「死なねえよ。オレを誰だれだと思ってやがる？」

　言った途端、マキナの右手が震えた。震えたまま弾丸を操るものの、それはオレに当たらない。オレの足元を抉えぐり、頬ほおをかすめ、頭上を飛び越えていく。

　……まるでオレを傷つけることに怯おびえているみたいだった。

　だからオレは手を伸ばす。傍に近づき、マキナの手を取った。その手は震えていて、間近で見たマキナはやっぱりいまにも泣き出しそうな顔をしていた。

　そのとき、ああ、そうかとわかった。

　どうしてオレが身体をボロボロにしながらも、こいつに近づいたのか、そのときわかったんだ。だから、今度はその小さな頭を撫なでてやりたかった。だが、

「――っ！」

　突然、真横から迫る人影。

　驚いて振り向くと、五ご行ぎようさんが刀を振りあげていた。眩まばゆい光を放つ白はく刃じんはまごうことなくマキナを狙ねらい、振り下ろされる。

　瞬間、身体が勝手に動いていた。庇かばうようにマキナを突き飛ばし、迫りくる白刃の前に身をさらしていた。

　驚きよう愕がくに目を見張る五行さんの顔が見えたが、刀は止まらない。五行さんは咄とつ嗟さに手首を返そうとしたが、それは動揺のためか失敗した。ヒュッと空気を裂くような音が響き、

「くうっ！」

　五行さんの呻うめくような声と共に肩口に迫っていた白刃が僅わずかに軌道を変える。しかし刃は鋭い風切り音を発し、オレの胸元を斬きり裂いていった。



    

  
    
      



    

  
    
      　同時に、ぶわっと冷たい脂汗が噴き出し、斬られた胸元が火傷やけどをしたみたいに熱を持ち、一瞬、意識が遠のいた。

　すぐさま複数の悲鳴があがり、誰だれかが駆け寄って来ようとするが、

「来るな！」

　オレは怒声をあげてそれを制する。

　胸元の出血は止まらないが、それがどうした。こんなことでオレは死なないし、倒れない。まだマキナになにも伝えていない。

　オレは、刀を血で染めて呆ぼう然ぜんと立ち尽くす五ご行ぎようさんに目を向ける。途と端たん、五行さんの手から刀がこぼれ落ちた。

「……南なん条じよう君……どうして？　その悪魔はなずなちゃんを傷つけようとしたんだぞ？」

　掠かすれた声をもらす五行さんに、オレは首を横に振って言った。

「そんなことはこいつにはできないよ。病院でも患者の精気は吸ったが、誰も殺していないんだろ？　退魔士たちも怪け我がだけだ。こいつは最後の一線を越えていない。そうだろ？　こいつは、ただルナに会いに来ただけだよ。オレが人間界こつちに呼び寄せたルナに、会いに来ただけだ」

「……でも、南条君は殺されかけて――」

「こいつは殺せない」

　五行さんの言葉を遮ってオレは断言した。

「オレが邪魔だったらさっさと消してしまえばいいのに、その実力もあったのに……結局はだめなんだよ。優しいんだよ、こいつは」

　目を見開く五行さんにオレは「なあ」と続けた。

「泣いている子供を放ほうっておけないようなヤツが、誰かの命を奪うことなんてできると思うか？　よく見てみろよ。さっきからこいつ、泣きそうな顔をしてるじゃないか」

　振り向いたとき、マキナはやっぱり泣きそうな顔をしていた。

「こいつは素直じゃなくてわがままで、すぐにオレを蹴るとんでもないヤツだけど……オレはこいつのことが気に入っている。優しいところも知っている」

　泣いている子供に誰よりも早く手を差し伸べた、マキナの姿が頭に浮かぶ。

「だから、こいつはオレが守る。悪いが五行さん、ここは引いてくれないか……？」

　血を吐き出しながらそう言うと、五行さんは困惑したように瞳ひとみを揺らし、判断を迷っているようだった。そのとき、

「……どうしてよ？」

　――小さな声が響いた。

　振り返ると、マキナが座り込んで戸惑った表情を浮かべていた。

「あんたは、なにがあっても大切な人を守るんじゃなかったの？　そのために強くなったって言ってたじゃない。どうしてあたしなんか庇かばうのよ。あんたが守るのはあたしじゃなくてお姉さまでしょう！　そんなに血が出て……死んじゃったら、誰だれも守れないじゃない……！」

　オレを見つめながら、マキナは不安げに叫ぶ。

　確かに身体はズタボロで血は止まらないし、気を抜けば意識が飛びそうになる。だけど、

「こんなことでオレは死なねえよ」

　そっと手を伸ばす。

「お前、言ってたよな。泣いている小さな子供がいたら助けるのは当たり前だって。それと同じだよ。オレは、ずっと泣きそうな顔をしていたお前のことを放ほうっておけない。だから、お前もオレが守ってやるよ」

　自然と笑みがこぼれた。

　ああ、そうだ。ずっとこうしてやりたかったんだ。

　泣きそうな顔をしているこいつの頭を撫なでてやりたかったんだ。

　それだけだったんだ……。

「……バ……カ……」

　マキナはなにかに堪えるように唇を噛かみ締める。しかし、いつしか瞳ひとみから大粒の涙が溢あふれ、口からは嗚お咽えつの声がもれる。

「どうしてよ。なんで優しくなんかするのよ。あたしからお姉さまを奪ったくせに。人間はいつも奪うくせに……」

　頬ほおを伝う涙を拭ぬぐいもせずマキナは続ける。　

「お母さまも人間があたしから奪った。悪魔だって言って、殺したわ」

　それはいつかブラムのおっさんが言っていた言葉。

　――妻は人間に殺された。

「人間はいつもいつもあたしから大切なものを奪っていく。だからあたしも奪うの！　あたしだって大切なものが欲しいの！　それを望んじゃいけないの？　あんたたちが奪うから、あたしも奪わないといけないのに、それなのに……」

　ぎゅっと両の拳こぶしを震わせながら、マキナは泣き声混じりに言った。

「あたしはいつも奪えない。あたしはいつも奪われるだけ。そんなのはもうイヤよ！」

　とめどなく涙が溢れる。声を嗄からしながらマキナは叫ぶ。

「ずっと一緒にいたかったのに。お母さまだけじゃなくて、お姉さままでいなくなっちゃったら……あたしはまたひとりになっちゃうじゃない。あたしは出来損ないだから、誰もあたしのこと助けてくれない。人間でも悪魔でもないから、誰も好きになってくれない」

　出来損ない。人間でも悪魔でもない半人半魔。

　おそらく、悪魔たちからは出来損ないと蔑さげすまれ、人間たちからは化け物と非難されてきたんだろう。

「だから、あたしにはもうお姉さましかいないのに、あんたが奪うから……だから……！」

　涙で顔をくしゃくしゃにしてマキナはオレの腕を叩たたく。

　弱く細い小さな手。その手でずっと我慢してきたんだろう。周りから嫌われ続け、奪われ続けた。でも、それでもこいつは奪えなかった。他人の幸せを奪うことができなかった。

「ごめんな」

　もう一度オレは手を伸ばす。

「お前のお姉さん、取ってごめんな」

　ゆっくりとマキナの頭を撫なでながらオレは言った。

「でも、ひとりだなんてそんな寂しいことは……もう言うなよ」

　泣き続けるマキナに優しく告げる。

「これからはオレが傍にいてやるから。お前のことも守ってやるから。だから、もう泣くな」

　そう言った途と端たん、泣き声があがった。　

　それは小さな子供のようで、大きくあたりに響き渡る。

　その泣き声を聞き、ルナがすぐさまマキナの元へ駆けつけ、優しく抱き締めた。

　……もう大丈夫だな。

　安心した途端、緊張の糸が切れたのか、かくんと膝ひざが落ちた。そしてそのまま地面に倒れそうになったが、誰だれかがそっとオレの身体を支えてくれた。

　血を流しすぎたせいか視界がぼやけていたが、五ご行ぎようさんがオレの血で服が汚れるのも構わず抱きとめてくれていた。その隣にはオレを見て泣きそうな顔をするエルニとなずな。

「……心配するな。オレは……不死身だぞ……？」

　安心させるように、そう言うものの、果たして言葉になったかどうか。

　かすむ視界の中、ルナとマキナが抱き合う姿を確認したところで、オレの意識は途切れた……。



    

  
    
      
エピローグ



　温かい。

　ぼんやりとした意識の中、包まれるような温かさを感じた。

　意識がはっきりとしてくると、温かさだけではなく、柔らかい感触も身体に感じ、甘い匂においがした。その感覚があまりにも心地良くて、そのぬくもりにもっと触れたくて、無意識に抱き寄せるように手を伸ばすと、

「きゃあ」

　なにやら可愛かわいらしい悲鳴があがり、オレの掌てのひらに弾力ある柔らかい感触が返ってきた。

「んん？」

　なんだろうと瞼まぶたを開けると、目に飛び込んできたのは琥こ珀はく色いろの瞳ひとみ。上気した頬ほお。柔らかそうな桜色の唇――って、ちょっと待て。

　なんでオレの真横でマキナが寝ているんだ？　しかもこの柔らかく温かい感触からして、抱きつかれているようなんだが……どういうこと？

　頭の中をハテナマークが飛び交う中、マキナは頬を赤くしながら、照れたように言った。

「あ、あの、いつまでお尻しり触ってるの？」

「え？　あっ。わ、悪い！」

　て、掌の感触はお尻だったのか！　わからなかったから、なんだろうと撫なでてしまったではないか！　これは怒られる！　

　そう思ったオレは、慌てて手をどけようとしたのだが、

「あっ、まだ動いちゃダメよ」

　思いがけず、マキナの口から優しい声が聞こえた。

　な、なんだ？　やけにしおらしいじゃないか。なにかあったのか？

　困惑しながらゆっくりと身体を起こすと、目の前には真っ白な部屋が広がっていた。

「……どこだ、ここ？」

　どう見ても自室ではない。きょろきょろとあたりを見回していると、ここが病院であることがわかった。しかも個室である。入院費がバカにならないではないか――ではなく、なんでオレは病院なんかにいるんだ？

　そこで自分の身体に視線を落とすと、胸のあたりが包帯でグルグル巻きにされていることに気がついた。

「ああ、そういえば斬きられたんだっけ？」

　不可抗力だろうが、五ご行ぎようさんに刀で胸を斬られ、出血がひどかったせいで気を失ったようだ。

　おお、忍しのぶよ。倒れてしまうとは情けない。

　肩を落としながらオレはベッドを抜け出す。

　立ちあがると、胸に痛みが走ったが、まあ歩けないほどではない。痛みに顔をしかめつつも、病室の扉に向かって一歩踏み出した途と端たん、

「ちょ、ちょっと。だからまだ動いちゃダメだって。どこに行くのよ？」

「え？　家に帰るけど？」

「な、なに、当たり前みたいな顔をしてとんでもないこと言うのよ。寝てなきゃダメよ」

　ベッドの上で心配げな声をあげるマキナに、オレはニヒルに笑って答えた。

「狼おおかみは眠らない。それが答えだ」

「ダ、ダメよ。いっちゃダメ」

「ダメと言われても、男には行かなければいけないときがあるのだ」

　それに、病院はあまり好きじゃないのだ。

　制止の声も聞かずオレは歩き出す。そして、さっきの『いっちゃダメ』というマキナのセリフがなんだがエロい、などとバカなことを考えていると、不意に腕を掴つかまれた。

「おいおい、止めないでく――」

　言いながら振り返ったとき、思わずオレは言葉を止めた。

　目に飛び込んできたのは、真っ白な肌。ぷるんと揺れる美しい形のふたつの膨らみ。

　生まれたままの姿である。端的に言ってしまえば裸である。マキナの裸身である。

「え、ええ？　お、お前、それ、ええ？」

　困惑しながらも凝視するという器用な真ま似ねをしていると、

「そ、そんなにジロジロ見ないでよ……バカ」

　マキナは真まっ赤かになり、両腕で胸を隠しながら小さく呟つぶやく。

「い、いや、でも綺き麗れいだし。こんな機会滅めつ多たにないし……」

　なずながこの場にいたら、また紳士失格とか言われそうなほど、いまのオレにはデリカシーというものがまるでなかった。ただ見み惚とれたようにマキナの裸体を眺めていると、

「……もう、バカ」

　さすがに恥ずかしかったようだ。マキナはくるっと背中を向けて、布団の中にその身を隠した。

　オレは混乱したまま考えた。あの大きさはＦはあるだろうか？　柔らかそうな……いや、違う。混乱しすぎだ。なんでマキナが裸なのかを考えろ。一緒に寝ていた理由もだ。何な故ぜ、しおらしくなってしまったのかも忘れずにだ。

　……うん、考えた結果、ダメなことしか想像できないね。

　もしかして、責任を取らないといけないのか？　全然記憶にないのに？　皆無なのに？そ、そんな理不尽な！

「……忍しのぶ、よくわからないけど、なんか変なこと考えてない？　あたしは別になにもしてないわよ？　血が出すぎて、あんたの身体が冷たくなっていたから、そ、その、温めてあげただけよ？」

「本当か？　こう言っちゃあなんだが、お前、少し前に病院で患者の精気を吸っていたそうじゃないか。信用はできんぞ」

「あ、あれは悪かったと思ってるわよ！」

　冗談半分で言うと、マキナは焦ったように説明した。

　人間界の結界を越えた影響で力を消耗し、ほぼ無意識のうちに患者の精気を吸ってしまったこと。あとでこっそり、お見舞いの品を届けたこと。当然ながら、オレの精気を吸うなんて真ま似ねはしなかったこと。

「ふむ、確かに胸の怪け我が以外の調子は良いようだし、ウソじゃないみたいだな」

　頷うなずきながらもオレは「だが」と続ける。

「お前が格好いいこのオレの身体を己おのが欲望の赴くままに蹂じゆう躙りんしたという可能性は未いまだ捨てきれないわけだが……」

「バ、バカ！　怪我人にそんなことするわけないでしょ！」

　マキナは真まっ赤かになりながらオレの言葉を遮り、小さな声で、「そ、そういうのはお互いの気持ちを確かめ合ってからじゃないと、イヤだし……」と、なにかを呟つぶやいていたがよく聞こえない。

　だがまあ、そんなことよりも礼が先だな。

　身体が冷え切って、風邪でも引いたら大変だった。怪我をした上に、風邪まで引いたら堪たまらない。

　オレはベッドに戻り、背中を向けてマキナの隣に腰を下ろす。そして、振り向きながら言った。

「ありがとうな。温かかったぞ、お前の身体」

　笑いながら声をかけたんだが、どうしてかマキナは悲しそうな顔をして俯うつむいてしまう。

「……ごめんなさい。あたしがあんなことしたから、あたしを庇かばって、忍がそんな大おお怪け我がして……」

「いや、大怪我なんかじゃないさ。オレなら全然平気だぞ？」

「平気じゃ、ないわよ……」

　優しく答えるものの、マキナの目にうっすらと涙がたまってしまう。

「医者が言ってたわ。胸の怪我……傷跡が残っちゃうって。あたしがバカなことしたから、そのせいで――」

「別に傷ぐらいは構わんぞ？」

　言葉を遮ってオレは笑う。

「どうせ身体にはいくつも傷があるんだし、今更ちょっと大きい傷ができたところで、オレは気にもしないぞ」

　強いて言うなら、プールの授業が怖いといえば怖いが……まあ些さ細さいな問題だ。

「それよりも、お前が怪け我がをしなくてよかったよ」

　すっと手を伸ばし、頭を撫なでてやる。すると、マキナはまた泣きそうになったが、そっとオレの手を掴つかむと、自分の頬ほおに当てる。

「……不思議。手の形は全然違うのに、お母さまやお姉さまみたい」

　そう言ってマキナは、幸せそうな顔をしてオレの掌てのひらに頬を預ける。

　その様子が予想以上に可愛かわいくて、心拍数が高鳴った。頬が赤くなるのを感じたオレが慌ててマキナから目を逸そらした途と端たん――不意に、コンコンと扉をノックする音が響き、

「忍しのぶさん、お加減いかがです……」

　心配げな顔をしてルナが部屋に入ってきたが、オレとマキナの姿を見た瞬間、ピキンと動きを止めた。

「なんだ？　どうかしたのか？」

「なになに？」

　言葉と共に、ルナの背後からエルニとなずなが顔を覗のぞかせてオレに視線を向ける。

　エルニは普通に「やっほ～、忍」と声をかけてくれたのだが、なずなはルナ同様にピキンと凍りつき、動きを止めていた。

　そこでルナに視線を戻すと、

「マ、マキナが、は、裸で、し、忍さんと仲良くして……」

　ルナはひどくショックを受けた様子でぼそぼそと呟つぶやき、

「ふ、ふたりは、そういう仲だったんですね！　お、お邪魔しましたぁあああ！」　

　うるっと瞳ひとみを潤ませ、だっと病室を飛び出して行った。そしてすぐさま、「ふぇええ～ん！」という泣き声が聞こえてきたが……あいつは確実に勘違いをしているな。

　やれやれと嘆たん息そくすると、

「ルナお姉ちゃん待って！」

　今度はなずなが慌てた様子で病室を飛び出して行った。おそらく、ルナを追いかけるつもりなのだろうが……。

「……ルナお姉ちゃんか」

　思わず笑みがこぼれた。

　どうやらあのふたりは、きちんと仲直りができたようだ。

　ルナには誤解されてしまったが、まああとでフォローしておこう。

　そんなことを考えていると、エルニが病室の扉を閉めたあとベッドまでやって来た。

「忍、お見舞いの果物だぞ」

　エルニはマキナのことを勘違いしていないらしく、普通にバスケットを差し出してくる。

　バスケットの中を覗のぞくと、大きなメロンと形の良いりんごが入っていた。

「どうしたんだよ、これ？」

「聖ひじりがくれた。忙しくて顔は出せそうにないから、お見舞いの品だけでも持って行ってくれって」

「ふ～ん。そうか。それにしても高そうなメロンだな」

　適当に頷うなずいてメロンに目を向けると、エルニは珍しく怒ったような顔をして言った。

「忍しのぶ、聖はお前を斬きったことにすごく責任を感じていたんだぞ？　それに、退魔士の人たちに頭を下げて、マキナのことを黙認させようといまも頑張っているんだ。もっと感謝しないといけないぞ？」

「……そうなのか？」

　驚いて訊たずねると、エルニは真剣な表情のまま頷いた。

　それでどれだけ五ご行ぎようさんが頑張ってくれているのかがよくわかった。エルニは眉まゆを寄せたまま続ける。

「それと、あんな無む茶ちやをしたらダメじゃないか。言っておくが、お前が血だらけで倒れたとき、わたしは大泣きしたんだぞ！」

　自分で言うなよ、そんなこと。

　呆あきれながらエルニを眺めていると、それまで黙っていたマキナが口を開いた。

「そういえば、あんた、忍が倒れたとき、お姉さまと一緒になって大泣きしてたわね」

「うん、大泣きしてた」

　素直に認めてしまうエルニ。

「でも、マキナも『南なん条じようが死んじゃうぅ～。やだぁ～』って大泣きして大変だった」

「ウ、ウソつかないでよ！　そんなこと言ってないわよ！　た、多分……」

　マキナを見ると、エルニは「それだけじゃない」と続けた。

「忍もうなされながら、『エルニ。愛いとしのエルニ。愛してる』とか言ってた」

「それはウソよ！　大ウソよ！　変なウソつかないでよ！　怒るわよ！」

　なんで冗談なのに、そんなに怒るんだろう。

　首を傾かしげながら、顔を赤くして怒るマキナを見つめていると、不意にエルニがぽんぽんとオレの肩を優しく叩たたき、少しだけ心配そうな顔をして訊きいてきた。

「もう大丈夫なんだな？」

「ああ。心配かけて悪かったな」

「まったくだ。でも、キスしてくれたら許してやるぞ？」

　エルニにとってはいつもの軽い冗談だったのだろう。しかし、何な故ぜかマキナは慌ててオレとエルニの間に割り込んできた。そして掛け布団を胸に抱きながら、警戒するようにエルニを睨にらみはじめたんだが……どうしたんだ、こいつ？

　再び首を傾かしげていると、エルニは自分を睨むマキナにすっと近づき、その頬ほおにキスしようとした。当然ながらマキナは慌てて飛とび退のく。

「な、なによこの変な奴？」

「エルニ。通称マッドドッグ。強い」

　オレが答えると、エルニは威嚇するように「ガルルルゥ！」と可愛かわいらしく鳴いて、見舞いのバスケットからメロンを取り出した。

「忍しのぶ、メロン食べたい！」

「ちょっと、それは忍のメロンでしょう！　あんたが食べるものじゃないわよ！」

「ええ～？　こんなに大きいんだぞ？　いじわるしないで分けてくれてもいいじゃないか。メロン食べたい」

　エルニがお願いするもののマキナは「ダメよ！」と譲らない。

　すると、エルニはしゅんと肩を落とした。

「いや、メロンが食べられないぐらいで泣くなよ」

「メロンぐらいなんかじゃないんだ。メロンはすごいんだ。高くて久しく食べてないんだ。高い物を食べ慣れてないから、お腹なかをこわさないように胃薬まで持ってきたのに……」

　うるうると瞳ひとみを潤ませるエルニ。なんて不ふ憫びんなヤツなんだ。

「わけてやる。わけてやるから、たくさん食べろ」

「で、でも、マキナがいじわる言うんだ」

「ん？　別にいいよな？」

　訊たずねると、マキナは「……忍がそう言うなら」と小さく頷うなずいた。

　途と端たん、エルニが笑顔になる。

「じゃあ、このメロン食べさせてくれ！」

「自分でやりなさいよ！　果物ナイフがあるでしょう！　怪け我が人になんでそんなことさせようとするのよ！」

　マキナに怒られ、またエルニがしゅんとなった。

「まあまあ、みんなで食べればいいだろう？　エルニ、悪いがルナとなずなを呼んできてくれないか。みんなで食べよう。なっ？」

　オレが言うとエルニはすっと立ちあがり、「マッドドッグ了解！」と敬礼して病室の扉へと向かう。

「マッドドッグ、グッドラック」

　エルニの背中に敬礼を返すと、オレは一息ついたのち、振り返ってベッドにいるマキナに目を向ける。マキナはオレの視線を受けて、『なに？』と目で返してくる。

　それにオレは笑顔で答えた。

「いや、良かったなと思ってな。五ご行ぎようさんのことだ。きっと、お前も退魔士たちから黙認されるよ。だから人間界こつちでも生活できると思うぞ？」

　そう言うとマキナは何な故ぜかまた俯うつむき、「ごめんなさい」と頭を下げた。

「あたし、忍しのぶのこと誤解してた。魔界でお姉さまから忍の話は聞いていたけど、お姉さまが言うような優しい奴じゃないと思ってた。こっちに来て忍のこと観察してても、お姉さまがいるのに、色んな女の子と仲良くしている、イヤな奴だって……」

　観察か。どうやら以前感じていた視線は、マキナのものだったんだな。

　マキナはそこで顔をあげてオレを見ると、「でも」と続ける。

「忍はお姉さまが言ってた通り強かった。あたしが何度か魅惑チヤームを仕掛けても、跳ね返した。意志が強くて、その……優しい」

　わずかに頬ほおを赤くしながら、マキナはゆっくりと手を伸ばす。

「どうしてお姉さまが忍の傍にいたいと思ったのか、ずっとわからなかった。でも、いまならわかる気がするわ」

　マキナが伸ばした手は、そっとオレの手に重なる。

「ねえ、あたしのこと守ってくれるって本当？」

　不安そうで、そしてどこか期待がこもった瞳ひとみが真まっ直すぐにオレを見つめてくる。

　オレはマキナの目を見つめ返し、しっかりと頷うなずき、答えた。

「ああ、お前もオレが守ってやるよ」

　オレが頷くと、琥こ珀はく色いろの瞳は嬉うれしげに細められた。

　そして、マキナは覗のぞき込むようにオレを見つめると、

「ねえ、忍。あんたがあたしのことずっと守ってくれるなら――」

　桜色の形の良い唇をゆっくりと開いて、

「あたしは、忍の奴ど隷れいになってあげてもいいわよ？」

　と、そんなことを言い出した。

　悪戯っぽく笑う表情に動揺しながらも、そういえば、マキナはオレのこと『忍』と呼び捨てだな、と今更ながらそんなことに気がついた。

　ともあれ、こうして守りたい人がまたひとり増えた。
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　お久しぶりです。後ご藤とう祐ゆう迅じんです。

　デビュー前の新人賞投稿時代、ＭＦ文庫Ｊ様からは評価シートでしばしば、「プロを目指すなら、もっと努力しましょう」というようなコメントをいただいておりました。しかし、こうして二巻を出させていただくにあたりまして、プロになってからも、さらに努力が必要だと痛感している今日この頃です。

　さて、今回の『つきツキ！』二巻の内容ですが、ひとことで言うと、「ツンデレがきたぁあああ！」という感じですね。

　そう、新キャラの登場です。ツンデレです。ツンツンデレデレです。

　ツンデレっていいですね。私はいままであまりツンデレキャラを書いたことがなかったのでちょっと苦労しましたが、いかがでしたでしょうか？

　この新キャラのマキナ、実は一巻のもとになった新人賞応募時の原稿からすでに登場していました。しかし一巻では、出版に向けて改稿を重ねていくうちに消えてしまいました。

　もともとあまり書いたことのないタイプのキャラだったということもあり、またしばらく書くことはないだろうなあ……と私は思っていたのですが、二巻のプロットを作る上で、担当さんに「このキャラはすごくいいのでぜひ出してほしいです！」とプッシュしていただいたことで、こうして日の目を見ることになりました。

　ただ、改めて振り返ると、マキナは当初の設定に比べて、ずいぶん性格が変わりました。

　新人賞応募時の原稿では、マキナは「忍しのぶとエルニを魔界へと連れていき、忍にコロッセオで悪魔と戦うことを強要する」という、なかなかひどいことをするキャラだったのです。悪い女ですね。

　そんなキャラが、どうして現在の形になったのか――そのきっかけを作ってくれたのは、おそらく担当の庄しよう司じ様でしょう。

　二巻の改稿中、私が、「マキナみたいなキャラはまだ慣れないせいか筆があまり進みません。締め切りをずらしてください（←図々しい）」みたいなことを電話で庄司様に伝えたときのことです。庄司様からは、「マキナの過去や、それを踏まえて他のキャラと絡むとどういう会話になるかといったことを考えてみては？」的なアドバイス（と、「じゃあ締め切りは前倒しにずらすのではいかがでしょうか」という非情な提案）をいただきました。

　それを受けて必死で考えつつ、調整を重ねていった結果、ツンデレ女王様ながらノリツッコミ役という、自分でもとても書きやすいキャラに変わったのでは、と思います。

　では、このあたりで謝辞を。

　まずは担当の庄司様。今回もご迷惑をおかけしました。本当にすみません。そして、ありがとうございます。庄司様のご指摘のおかげで、改稿を重ねていくにしたがって、原稿はずっとよくなっていったと思います。これからもよろしくお願いします。

　そして、可愛く素敵なイラストを描いてくださった梱こり枝えりこ様。今回も素晴らしい絵に感動しました。特にマキナは、デザインをいただいたおかげで、よりイメージが具体的になっていきました。イラストのクオリティに少しでも追いつけるように、文章に磨きをかけていきたいと思います。お忙しい中、本当にありがとうございました。

　また、編集長の三み坂さか様、編集部の皆様、校正様、装丁様、営業様、書店の方々、その他、出版や販売に携わってくださった皆様に厚くお礼申し上げます。

　それから、この本を手に取ってくださった読者の皆様にも、心から感謝を。

皆様が楽しめるような作品を作れるよう、これからも努力していきますので、お付き合いいただければ幸いです。

　最後に、一巻のモバイルアンケートにて、温かいメッセージをくださった方々。皆様のお言葉は、何度も読み返し、力をいただいております。――大感謝です！

　それでは、また次巻でお会いできますと嬉しいです。

後ご藤とう祐ゆう迅じん
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　後藤祐迅（ごとう・ゆうじん）

　　第６回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて佳作を受賞。

　　大阪在住のメガネ野郎。超強い。まばたきとかしない。ＨＢの鉛筆でＢの濃さが出せる。一手先どころか百手先を読む。家を出れば百人の敵がいる。五歳まで狼に育てられていた。そして山ではクマと、海ではサメと戦い、人間社会では孤独と戦っている。しかし、その孤独すら愛せてしまう。……一応言っておきますが、全部ウソです。すみません。



　イラスト

　梱枝りこ（こりえ・りこ）

　　普段はゲームの原画家、イラストレーター。

　　好きなものはヴィジュアル系、可愛いもの。

　　趣味はライブに行くこと。

　　ほとんど家にいないどころか地方に飛んでます。

　　ＨＰ「無人少女」http://nekomimi.ws/~non-girl/
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